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目標が問われた。しかし、総長がいくら旗を振っても現

場が動かなければ前には進まない。文科省はそのための

総長の人事権と裁量経費を増やしてくれたわけだが、大

学はトップダウンで動く組織ではない。そこで、具体的

な経営目標ではなく、京都大学に集う教職員や学生が共

有できる課題と対策を考える上で、野心と気概を抱ける

道筋を示したわけである。おかげで、理事や副学長をは

じめとして多くの教職員の方々が素晴らしいプランを

次々に出してくれ、そのいくつかを実行に移すことができ

た。高等研究院や吉田カレッジ、京都アカデミアフォー

ラムやおもろチャレンジなどはその好例である。

京都大学が時代を先駆け、さらなる高みを目指すため

には、外へ向かって可能性を広げなければならない。そ

の試みを支援してくれたのは同窓生の皆さんであった。

京都大学設立125周年を数年後に控え、 同窓会を増や

してさまざまな同窓生の方々と語り合う機会を持ったこ

とはとても大きな力になった。なかでも産業界トップの

方々で構成される鼎会と頻繁に交流できたのは、大学を

経営するうえで大いに参考になった。海外の同窓会も

次々に新設され、アフリカ同窓会もできて、エチオピア

と米国に新たな拠点を設立することができた。

産学連携と国際化は京都大学の将来の鍵を握る。イノ

ベーションを起こすために企業は大学との連携を強めて

いる。社員教育から製品開発まで一手に引き受けるリニ

アモデルは消え、ベンチャーが大学と企業をつなぐ時代

だ。京都大学イノベーションキャピタルはその触媒とな

る。労働のあり方も変わりつつある。単線型人生から複

線型人生へシフトし、人々はいったん社会に出ても再び

大学へ戻り、自分の能力を新たに開発する必要に迫られ

る。優秀な留学生を獲得する競争は激化し、京都大学は

多様な学生を受け入れ、世界の学術の向上に大きく貢献

しなければならない。

私はその種子をたくさん撒いたつもりである。大学は

激動の時代だったと思う。東日本

大震災の生々しい傷跡

が残る中、熊本地震、胆振東部地震、大規模な台風や大

雨が次々に襲来した。経済の低迷によって非正規雇用が

増えて格差が広がり、国外ではトランプ政権の自国優先

主義、英国のEU離脱、飢餓や内戦による大量の移民や

難民が国際関係を大きく揺るがした。それに新型コロナ

ウイルスによるパンデミックが追い打ちをかけ、ますま

す未来は見通せなくなりつつある。

大学もその存立に関わる理念が大きく揺るがされた時

代だった。学校教育法と国立大学法人法が変更され、教

授会の役割に大幅な制限がかかり、経営協議会の構成に

産業界を含む外部有識者を過半数含むことが義務付けら

れた。法人化以来、国立大学は年々運営費交付金を削ら

れ、その不足を補う補助金を申請するたびに学部や学科

の廃止や統合、定員削減や事務の効率化を余儀なくされ

た。人文科学系学部や学科の廃止や縮小、学長や監事の

権限強化、入試改革、カリキュラムや授業日程の厳格化な

ど、法人化は国立大学の自由な裁量を拡大するはずだっ

たのに、さまざまな改革が文科省から怒涛の如く押し寄

せた。物価の上昇や設備の維持費、電子ジャーナル経費

の高騰、など物件費、人件費が増加する中で、必要な予

算を獲得するために、大学としてはこれらの要請に応え

ていかねばならない。中には旧態依然たる大学の体質を

改善する改革もあったが、多くは大学の自由度を奪い、

長期的な見通しに立った新たな教育や研究の芽を摘む制

限要因になったことは否めない。

次第に負の抑圧が増える中で、何とか京都大学の自由

な学風と常識を破る創造力を維持できないか。そう考え

た末に打ち出したのがWINDOW構想だった。大学を

窓と見なし、世界や社会に通じる窓を教員や学生がいっ

しょになって開けて羽ばたこうというメッセージである。

総長に就任した時、私には大学を先導していく具体的な

総長時代の6年間を振り返って

M E S S A G E



5メッセージ

ジャングルのようなもの、と私は述べたことがある。熱

帯雨林は地球の心臓であり、そこに息づく多様な生物が

地球生態系の安定と未来を保障している。大学も世界の

知の中心であり、その多様性が世界の調和と人間の未来

を創る。ジャングルを破壊することで気候変動が起こり、

新型コロナウイルスをはじめとする感染症が襲来した。

同じように、大学という多様な知の拠点を、一律の目標

に向かって競争させて個性をなくすことは、社会を劣化

させて大きな弊害をもたらすことにつながる。京都大学

はこの難しい時代を何とか乗り切り、伝統に基づく奥深

い威容を保ちながら、常に新たな息吹を起こして世界の

先頭に立ってほしい。

総長を退任した時、私は「WINDOWからWINDに

なって出ていきます」、と告げた。それは、みなさんが

開けた窓から風となって去っていくという意味である。

願わくば爽やかな風となって、これからの京都大学の活

躍にエールを送ろうと思う。
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

2014 平成26年

10月 ⃝京都大学第26代総長に就任 ❶

2015 平成27年

1月 ⃝欧州拠点訪問と欧州洛友会（同窓会）と懇談 ❷

4月 ⃝皇太子殿下（現天皇陛下）が京都大学総合博物館を訪問

⃝ハイデルベルク大学京都オフィス開所

⃝マハ・チャクリ・シリントーンタイ王国王女が来訪

⃝「京大おもろトーク：アートな京大を目指して」でトークイベント開始

5月 ⃝ノーベル賞受賞者赤﨑勇氏に京都大学名誉博士称号を授与

6月 ⃝「京都大学の改革と将来構想（WINDOW構想）」を発行

⃝TEDxKyotoUniversity2015に登壇

7月 ⃝MOOC「Evolution of the Human Sociality」の配信開始

8月 ⃝京都市と国際学術都市としての魅力向上に関する連携協定を締結

9月 ⃝京都大学原爆災害綜合研究調査班遭難者の慰霊の集い出席

2016 平成28年

１月 ⃝京大生チャレンジコンテスト（SPEC）の第1回採択発表会

4月 ⃝京都大学高等研究院を設立

5月 ⃝京都大学東京オフィス開所式を開催 ❸

11月 ⃝ノーベル賞受賞者アウンサンスーチー氏に京都大学名誉博士称号を授与

⃝ヨアヒム・ガウクドイツ連邦共和国大統領が来訪

2017 平成29年

4月 ⃝体験型海外渡航支援制度「おもろチャレンジ」第1回報告会

5月 ⃝�産総研・京大 エネルギー化学材料オープンイノベーションラボラトリ（ChEM-OIL）
の開所式を開催

6月 ⃝指定国立大学法人に指定 ❹

⃝国立大学協会会長に就任（2019年6月まで）

7月 ⃝京都大学サンディエゴ リエゾンオフィス開所式を実施

⃝�ノーベル賞受賞者大隅良典氏に 
京都大学名誉博士称号を授与

⃝京都アカデミアフォーラム設立

10月 ⃝日本学術会議会長に就任（2020年9月まで）

●❷

●❸

●❹

山極総長の動きと京都大学の出来事

京都大学基金「感謝の集い」にて、
指定国立大学法人としての意気
込みなどを語る山極総長
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2018 平成30年

3月 ⃝総長談話「人文・社会科学を生かした新しい学問世界の構築を目指して」を発表

5月 ⃝�ブラジル・アマゾン熱帯林の研究・観察拠点「フィールド・ステーション」の 
開所式を挙行

⃝生命科学研究科・放射線生物研究センター合併式典

6月 ⃝京都府との植物多様性保全に関する教育及び研究の連携に関する協定を締結

⃝京大オリジナル株式会社設立

11月 ⃝ブータン王室訪問

12月 ⃝本庶佑 高等研究院副院長・特別教授のノーベル賞授賞式に同行 ❺

2019 平成31年・令和元年

2月 ⃝理学研究科附属岡山天文台「せいめい望遠鏡」完成記念式典を挙行

8月 ⃝京都大学アフリカオフィス（アジスアベバ）の開所式を実施

9月 ⃝「京都大学百万遍国際交流会館」および「京都大学岡崎国際交流会館」を開設 ❻

10月 ⃝�ボルドー大学とウィーン大学を戦略的パートナー校に認定し、 
戦略的パートナーシップ協定を締結

11月 ⃝ワシントンＤＣ北米拠点開設1周年記念式典を実施

2020 令和2年

5月 ⃝ノーベル賞受賞者吉野彰氏に京都大学名誉博士称号を授与

7月 ⃝�チューリヒ大学とハンブルク大学、国立台湾大学を戦略的パートナー校に認定し、 
戦略的パートナーシップ協定を締結

9月 ⃝柳井正氏に名誉フェローの表彰状および楯を贈呈

⃝総長引継式、総長退任式を実施 ❼

●❺

●❻

●❶ ●❼

授賞式前日に開催した特別鼎談

総長就任記者会見 山極総長および理事の退任式
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

げました。第二次世界大戦に至る数々の戦争を経て、日

本は新しい憲法によって生まれ変わり、政治体制も国際

関係も一新しました。その後、急速な高度成長期を経て

経済大国となり、バブル期を体験して安定した成熟期が

到来しました。しかし、東西冷戦の終結後の世界情勢は、

それまでの予想に反して、複雑で解決の難しい数々の問

題を抱えるようになりました。地球環境の悪化、民族間

や宗教間の対立の激化、地球規模の大災害や治癒のめど

が立たない疾病の増加、国を超えた企業の活動と資源獲

得競争の増加、金融危機と経済の破たんによる社会的格

差の増大。こういった劇的で急激な変化の中で、多くの

人々は将来の目標を失い、現在の生活に多くの不安を抱

えています。急速に機械化、情報化する社会の中で、これ

まで頼ってきた社会関係が崩壊し、孤独感を抱えて生き

る人々が急増しています。理想的な社会とは何か、人間

の幸福とは何かを、根本的に考え直す時代にさしかかっ

ているのではないでしょうか。

この激動期のなかで、大学が果たすべき役割とは何か、

時代の趨勢を見極めつつ正しい道を選択していかねばな

りません。教育基本法や学校教育法によって大学の役割

は教育、研究、社会貢献と定められています。京都大学

は総合大学、研究型大学として位置づけられ、活発な研

究活動を通じて社会貢献を果たすべきと見なされていま

す。これまで京都大学はその期待にこたえるべく、多く

の競争的資金を獲得して研究環境を整えるとともに、世

界最先端の業績を数多く積み重ねてきました。新しい学

問分野を構築し、世界をリードする研究を展開し、学際

的、国際的な研究拠点をいくつも構築してきました。本

学に属する18の研究所や研究センターは全国の共同利

用・共同研究拠点として認められ、多くの学問分野で最

先端の研究者が結集する創造的・実践的研究拠点として

機能しています。学内には学問分野を超えて連携し、教

育や研究を行うユニットも作られ、現代の多様で学際的

な研究課題に応えるべく活動しています。これらの研究

この度、第26代京都大学総長に任命されました。大

変な重責であると気持ちを新たにするとともに、伝統あ

る京都大学を世界の舞台へ牽引すべく、時代を画す新し

い仕事をしたいと考えております。

21世紀に入って、大学を取り巻く状況は急速に変化し

ました。大学の法人化、運営費交付金の削減と競争的資

金の拡充、ガバナンスの強化と組織の構造改革、産官学

連携体制の推進と国際的競争力の強化など、各大学はそ

のミッションを明確にし、それを達成するために迅速な

改革を要請されています。第２期中期目標・中期計画も

終わりが近づき、その改革を加速する期間にある現在、

京都大学がいかにこれまでの改革を促進し、どのような

第３期中期目標と中期計画を立てるかが問われています。

総合大学として、研究型大学として、京都大学がどう発

展すべきか、短期に達成できる目標を持つだけでなく、

100年を超える視野を持って臨むべきでしょう。そこで、

私は新執行部が進むべき道標と、達成すべき目標につい

て私の考えを述べたいと思います。

京都大学の基本理念と改革の目的
1897年の建学以来、京都大学が掲げてきた基本理念

は揺らぎません。日本で2番目に設立された京都帝国大

学は、政治の中枢から距離を置き、自由な発想による多

様な研究の場として、古くから日本文化の中心であった

京都にその拠点を置きました。初代総長の木下廣次は、

「自重自敬」、「自得自発」を本学の守るべき精神として

説き、それは現在に至るまで自学自習に基づく自由の学

風として受け継がれています。本学がこれまでに多くの

独創性に満ちた学問領域を切り開き、ノーベル賞をはじ

めとする世界に冠たる賞の受賞者を数多く輩出してきた

のも、この建学の精神が息づいてきた結果であると思い

ます。今後もこの精神に基づき、自由の学風と創造的な

学問の育成を目指して歩んでいく所存です。

一方、 この 100 年で世界の情勢は驚くほど変貌を遂

自由の学風と活力ある京都大学を目指して
「京大広報」No.704　2014年10月　4266〜4271頁

山極総長の言葉 式辞、挨拶より
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京都大学の活動指針
まず、私は京都大学を世間から少し距離を置く、静謐

な学問探求の場であるとともに、世界や社会に通じる窓

として位置づけたいと思います。大学教育が小中高の教

育と異なるのは、未知の、まだ正解のない課題に取り組

む必要があるからです。高校までの教育は、この世界を

形作るこれまでの常識や知識を正しく伝えることで成り

立っています。それゆえ、教員は厳格な審査によってそ

の資格を得、教科書の内容は綿密な検定を受けます。し

かし、大学の教員は大学独自の基準によって採用が決定

され、その教育内容は教員独自の視点が大幅に認められ

ています。それは、教育研究にそれぞれの大学の自治が

大きく認められているためです。そのため、大学の教員

は自身が学生に何を伝え、どんな能力を伸ばすべきかを

常に考え、時代の先端をゆく知識や技術を吸収し、それ

を自分の考えのもとに消化しておかねばなりません。大

学の教育とは知識の蓄積と理解度だけを向上させるもの

ではなく、既存の知識や技術を用いていかに新しい発想

や発見が生み出せるかを問うものだからです。教員たち

はこれまでの経験を通じて、世界に社会にどんな未解決

の課題があるかをよく知っており、そういった課題に挑

戦してきた数多くの先達の歴史に通じています。それを

学生たちに示しながら、学生たちが自らの能力と可能性

に気づき、それを発揮する舞台を整える役割が京都大学

の教職員にはあります。すなわち、有能な学生たちが活

躍できる世界や社会へ通じる窓を開け、学生たちの背中

をそっと押して送りだすことが、私たちの共通な夢であ

り目標であると言いたいのです。

その窓にちなんで、私は「WINDOW」という標語を

作りました。

活動の効率性や達成度を高め、組織間の人的流動性を加

速させるために、京都大学はここ数年にわたって事務改

革や教員組織改革を構想し、実施に移してきました。そ

れは時代の先端を行く改革であり、新執行部もその理念

と内容を十分に踏まえながら改革を継続していこうと考

えております。

ただ、これらの改革を実施していくためには、共通の

理念のもとに全学の合意が得られなければなりません。

私自身の総長の任期を超えて、30年後、100年後の京都

大学がどうあるべきなのか、という長期的な視野のもと

で理念を共有し、それに向かって改革を推進するのでな

ければ、多くの教職員そして社会の合意は得られないで

しょう。その共有すべき理念として、私は大学の最も根

幹的な使命は教育であり、未来の世界を支える優秀な人

材を育てることを教職員の共通の目標としたいと思いま

す。京都大学にはさまざまな部局があります。10の学部、

18の大学院研究科等、14 の研究所と 17の教育研究施

設等はそれぞれ分野もミッションも異なります。しかし、

学部生、大学院生、ポスドクや任期付きの研究員や助教

など、若い世代の教育にさまざまな形で関わり、自らの

立場に応じてそれを分担していくことで理念を共有でき

るのではないでしょうか。もちろん教育に関わる姿勢や

方法には多様な形があります。古今東西の文献を詳しく

読解する方法から、実験やフィールドワークを通じたき

め細かな指導、研究者の背中を見せる一見突き放した指

導法もあるでしょう。ただ、すべての教職員が学生との

対話を重視し、現代の常識を塗り替える新しい発想を持

つ優れた人材を育てることを共通の理念として抱き、そ

の実現に心を砕けば、京都大学はきっと世界に冠たる学

問の都となるであろうと私は信じて疑いません。

そのための活動指針を以下に示します。

「WINDOW」

（1）Wild and Wise
最初のＷは、Wild and Wise、すなわち野生的で賢

い学生を育てようという目標です。第二次大戦後70年

を過ぎようという現代、学生たちの生活環境はすっかり

変わりました。コンビニエンスストアやスーパーマーケッ

トへ行けば、ほしいものはすぐ手に入るし、インターネッ

トを覗けば関心を引く情報であふれています。自分が何

を望んでいるかさえ、コンピュータが教えてくれる時代

です。未知の世界に分け入って予想外のものに遭遇し、

数ある情報の中から正しい道筋、自分に合った方法を選

択していくという経験をする機会が少なくなっています。
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時代になりました。これまで日本は均質性をもとに、目

的意識を共有する強靭な組織をつくり、急速な経済成長

を成し遂げました。しかし、その均質性が今の時代は創

造力を弱め、イノベーションの育成を阻んでいるとも言

われています。これからの時代に必要なのは、多様なも

のを受け入れ、それらを組みかえながら、新しい発想を

生み出すことでしょう。それにはまず、京都大学が多様

な文化や考えに対してオープンであり、多様なものを自

由に学べる場所でなければなりません。そして、現代は

物事や常識が急速に変化していく時代でもあります。さ

まざまなサブカルチャーがあちこちで立ち上がり、瞬く

間に消えていきます。ネットを利用した呼びかけによっ

て民衆が蜂起し、クーデターにつながることさえありま

す。そういった社会のダイナミックな動きに目をそらす

ことなく、自分の存在をきちんと見つめ直すことが求め

られています。時代の動きに敏感に反応するだけでなく、

100年を超える時代の大きな動きをとらえ、その中で自

分と自分の生き方を正しく位置づけてほしいのです。そ

のために、大学は社会の動きとは少し距離を置いた、多

様な思想とその流れが大きな視野で眺められる場所でな

くてはなりません。

（5）Original and Optimistic
Oは、Original and Optimisticです。Originalす

なわち独創性は、京都大学の誇る精神であり、これを涵

養することが京都大学の教育といっても過言ではありま

せん。しかし、独創性はそう簡単に育むことのできるも

のではありません。誰も考えつかないアイデアや、常識

を塗り替えるような発想は、実は多くの人の考えや体験

を吸収した上に生まれるのです。まずは、すばらしいと

感動した人の行為や言葉をよく理解し、それを自分のも

のにすることが大切です。その人の心や体になってその

考えを味わい、そこから新たに自分独自のものを見つけ

る作業が、独創性を生み出すのです。そのためには、他人

の考えに同調しつつも、そこに新たな課題を見つけるこ

とが大事です。その課題を直接本人や他の仲間と語らい、

確かめることによって、しだいに自分の考えを自覚し、

固めていくのです。世の中にブレークスルーを起こすよ

うな発想は、決して一人の思考からは生まれません。仲

間とそのきっかけになるような考えを繰り返し出し合い

ながら、思考を深めていく過程が必要です。そしてその語

らいは楽しいものでなければならないのです。よく、自

分の考えを仲間にやり込められて悲観し、閉じこもって

しまう学生がいますが、それを明るく乗り越えるような

精神力を持たねばなりません。今の日本に欠けているの

ぜひチャレンジ精神を大いに発揮して未知のものに挑戦

し、賢い判断と優れた意思決定ができるような能力を身

につけてもらいたい。そのための実践の場を多く設けよ

うと考えています。

（2）International and Innovative
次のIは、International and Innovativeです。現

代は国境を越えてめまぐるしく人や物資が流れ込んでく

る時代です。日本にいても、そうした国際性豊かな環境と

つき合わざるを得ません。まして、自分の発見や発想を

世界で試そうと思えば、常に世界の動きに目を配り、世

界の人々と自由に会話できるコミュニケーション能力を

磨かなければなりません。そして、国際性、学際性に富ん

だ会話の中から時代を画するイノベーションが生まれる

のです。多くの先端的な学問分野を有し、対話を重視し

た教育研究環境を提供してきた京都大学は最もイノベー

ションを起こしやすい条件が整っていると言えましょう。

今後はその知の遺産を受け継ぎながら、海外の大学や研

究機関と人、知識、技術の交流を促進し、さらに国際性

を高める努力をしていこうと考えています。

（3）Natural and Noble
Nは、Natural and Nobleです。日本文化の伝統は、

自然にあまり手を加えず、自然のありのままの姿から学

ぶことを旨とします。京都にはそのような古人の思考が

幾重にも蓄積している場所がたくさんあります。西田幾

多郎は哲学の道を歩いて思索を練り、今西錦司は北山か

ら湖北の山々を歩いてパイオニア精神を磨きました。京

都大学のすぐ東には吉田山があり、建学以来多くの学徒

が散策をする場所として名高く、寮歌にも謳われていま

す。この自然の恵みに満ちた京都の環境を大いに利用し

ながら、京都大学の独創性は育まれ、多くの新しい思想

や学問が生まれたのです。京都大学の学生や教職員は自

然に学ぶ心を忘れてはなりません。そして、人間として

の品格を常に意識してほしいものです。昨今は、人間性

を疑うような事件が相次ぎ、教育者や科学者の倫理にも

とるような行為が目立ちます。京都大学もその例外では

ありません。自然に学ぶとともに、人間として恥じない

行いを心掛け、高潔な態度を身につけていただきたい。

全学でその意識を高めるような努力をしたいと思ってい

ます。

（4）Diverse and Dynamic
Dは、Diverse and Dynamicです。グローバル社

会の到来で、現代は多様な文化が入り混じって共存する
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究は、さらにその存在力を世界へ示していかねばなりま

せん。その環境や体制を整え、多くの競争的資金を獲得

し、新たな研究が生まれるための努力を惜しみません。

そのためには、教員と職員が一体となって、無駄を省き、

効率のいい活動ができるように協力体制を変えていく必

要があります。共通事務部の設置による事務改革、学域、

学系から成る教員組織改革が現在進行中ですが、なるべ

く学際的、国際的な研究のしやすい組織・体制作りを心

がけてまいります。URAなど中間職を主体としたサポー

ト体制も充実させます。

教育再生は大学改革の大きな柱です。昨今、学問分野

の多様化とともに細切れの学問を履修し、狭い教養の知

識しかもたずに社会に出る学生が多いことが問題視され

ています。とくに、高校で選択科目が増えたために、偏っ

た知識をもって入学してくる学生が増えています。大学

ではまず、広い教養をしっかりと身につけ、基礎的な学

力を磨いて、専門教育へとつなぐことが必要になります。

そのために、京都大学は国際高等教育院を設立し、全学

共通科目の選定とカリキュラムの構築を実施しています。

初年次の学生が、自分の興味を生かしつつ、体系的なコー

ス履修ができるような改善がなされつつあります。また、

部局によっては理学部のように少人数担任が配置され、

学生毎に履修指導を行うような仕組みを設けています。

今後さらに対話を重視した履修指導を徹底し、確かな科

目選択と履修単位の修得を推進していきたいと考えてい

ます。京都大学は教養部を設けず、全部局体制で初年次

から先端的な研究に直接触れられるような教育を実施し

ています。その試みがポケットゼミで、多様な部局の教

員が少人数のゼミを受け持ち、現在世界で行われている

最先端の研究を紹介し、実験やフィールドワークを通じ

てその学問の特色を対話によって学ぶことを実践してい

ます。また、現在進行中の５つのリーディング大学院プ

ログラムは、総合生存学館（思修館）をはじめとして産

業界、国際機関に広くつながりをもち、実践的な研修を

通じて社会で活躍できる人材育成を推進しています。こ

ういったこれまでの試みを維持しつつ、基礎・教養教育、

ポケットゼミ、専門教育、先端的研究をうまく組み合わ

せ、対話を重視した高度な教育を展開していく所存です。

また、国際性の向上は京都大学の大きな課題です。講

義の英語化、外国人教員の増加、留学生や日本人学生の

留学の増加が求められています。新執行部では、学生や

教職員の国際性や対話能力の向上を図るために、海外の

大学と結ぶリエゾンオフィスを充実させ、双方向の国際

交流を図ろうと考えています。今まで留学や海外への派

遣は個人の選択に任されていました。しかし、京都大学の

は、異色な考えを受け入れ、討論を通じてそれを発展さ

せる意欲と、失敗を糧としてそれを成功に導く力でしょ

う。私たちはもっと自分の失敗や他者からの批判に対し

て楽観的にならなければならないと思います。京都大学

の議論は、伝統的に相手をとことん打ち負かすことをせ

ず、批判を受け入れて互いに高め合う方法をとってきま

した。だからこそ、分野を超えた討論が可能であり、そ

れが独創性を育む源泉になっています。市井にも各分野

で鋭い批評家がいて、京都の文化の高い品格を支えてき

ました。この土壌を十分に活用して、明るい議論を展開

し、独創性にあふれた発想を世界に発信し続けようと考

えています。

（6）Women and Wish
最後のWは、Women and Wishです。男女共同参

画社会の実現が謳われてすでに多くの年月が経過しまし

たが、未だ道遠しというのが現状です。他の国に比べる

と、政府や企業で役職についている女性の比率は極めて

低く、給料や待遇の面でまだ女性が差別されている面が

多々あります。育児休暇の取得率も低く、とくに男性の

育児休暇取得率は極めて低く抑えられています。これは

まだ、日本社会が真に女性の社会進出を認めていない証

です。これからの京都大学は女性が輝く場所でなければ

なりません。そして、男女がその生物学的な差異を乗り

こえ、互いに協力して平等な社会環境を構築するために

あらゆる努力をしていこうと考えています。男女共同参

画社会の実現には、将来に大きな期待を抱き、改善すべ

き点を一つ一つ解決していくことが必要です。希望を持

つこと、明るい未来を心に描くことが求められており、

その具体的な計画を全学の合意によって進めていきたい

と思っています。

「WINDOW」の実現を目指して
これらの目標を実現するために、まず私は新しい執行

部を全学体制にいたしました。全部局を構成する学部群、

研究科群、研究所・センター群からそれぞれ部局長を経

験した理事を選び、外部から文部科学省、厚生労働省の

経験者を選びました。男女共同参画を担当する女性の理

事を、さらに産官学連携を専任で担当する理事を配置し

ました。また、これまでに実施してきたさまざまな活動

を継続するために、大学改革と法務・コンプライアンス

を担当する副学長に留任していただくとともに、新しく

教育改革と大学基金・同窓会を担当する副学長を配置し

ました。

京都大学が世界をリードしてきた独創的で先端的な研
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京都大学に欠けているのはデザインやアートなど芸術系

の学部・研究科です。京都には芸術系の大学がたくさん

あり、これらの大学と協力することで京都大学の独創性

をさらに発展させ、社会に提案することができると期待

しています。

近年、文部科学省が大学に強く要請しているのは、総

長のリーダシップを強めるガバナンスの改革です。教授

会の役割を定め、全学の合意形成を効率的に進めるため

の内規変更が求められています。私は、全学の速やかな

合意を得るためには、総長が指揮を執る決定事項に教授

会の意見を十分に反映させる必要があると考えています。

ただ、最近の外部からの要請はその決定までのプロセス

が大変短く、部局で十分に審議の時間を取れないことが

多くなっています。大きな部局はさらに複数の専攻や教

室に分かれており、意思決定にかかるプロセスが長くな

ります。このプロセスを短縮し、現状に合ったものにし

ていかないと、競争的資金の獲得や産官学連携のスピー

ドには対応できません。そのため、新執行部ではなるべ

く情報開示を早め、案件毎にあらかじめ決定に至る時間

を想定し、そこに各部局の審議がどのように関わるかを

示して、なるべく全部局の意見を聞く場を設けることに

したいと思います。各部局でもなるべく短期間に意見を

集約し、速やかに全学的な議論に載せられるような改革

を積極的に進めていただきたいと思います。

現在、大学は第2期中期目標・中期計画の終わりにさ

しかかり、第3期へ向けて改革を加速する期間にありま

す。これまで自由の学問の府として、その輝かしい存在

を示してきた京都大学の今後の歩みは、全国の大学や教

育・研究機関をはじめ、社会から大きな注目を集めてい

ます。全学の教職員が京都大学の良さとは何かを真剣に

考え、学生を主役とする未来の夢ある京都大学に向かっ

て一体となって取り組めるよう、なにとぞご協力をお願

いしたいと思います。

教員は海外の大学や研究機関と多くの緊密なネットワー

クをもっています。それを大学として活用し、短期や長

期の教員、学生の相互交流に役立てようと思います。学

生がまとまって教員とともに海外で活動したり、教員同

士の連携に学生が加わって講義や単位の相互互換を図っ

たりしながら、ダブル・ディグリー、ジョイント・ディ

グリーの推進を図ろうと考えています。また、外国語に

よる対話能力を身につけるため、日本人学生と留学生の

外国語による交流を促進したいと思います。そのために、

国際性のあるテーマで外国語による公開セミナーや討論

会を主催したり、京都の文化に触れる合宿制の交流を実

施したりしようと考えています。

近年、産官学連携と社会貢献は大学の重要な使命とな

りました。国は多額の出資金を大学に与え、大学発のベ

ンチャー企業の設立を推進しています。京都大学もこの

出資金による新会社を設立しました。この運営には多く

の企業が参入しており、今後どう動かしていくかは大学

の存立にとって極めて重要です。新執行部では産官学連

携専任の理事を配置し、この理事が産官学連携本部長を

兼任して新事業に当たります。こういった事業を推進し

ていくためにも社会との連携は重要です。大学が何をし

ているか、どういった研究や新しい事業を大学が目指し

ているかを常に正確に社会へ発信していかねばなりませ

ん。そのコミュニケーションの充実を図るために広報室

を増強し、メディアと協力して京都大学独自の広報戦略

を考案していこうと考えています。また、京都には世界

に誇る多くの文化遺産があります。文化の粋を集めて作

られた建築物や廃校になった小中学校が、再利用可能な

状態になっています。これらを京都市や京都府と協力し

ながら教育文化活動が可能な施設として再生させ、他の

大学と連携して利用できれば、世界に誇れるさまざまな

共同事業を展開できます。私はこれを「京都・大学キャ

ンパス計画」と呼んでおり、外国人の教員や留学生を巻

き込んで分野を超えた活動を構想しようと考えています。
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変わろうとしていた時代でした。入学した年には大阪で

万国博覧会があり、世界の科学技術が競い合って展示さ

れ、新しい文明や宇宙への夢が大きく花開きました。同

時に日米安保条約の改定をめぐって学生運動が過激な政

治闘争へと発展し、内ゲバやテロなど悲惨な事件が多発

しました。生協の食堂でテレビを見ているとき、三島由

紀夫の割腹自殺を告げるニュースが画面に流れ、私は大

きなショックを受けたことを覚えています。新しい時代

が始まる予感はまだありませんでしたが、ある時代が終

わったことを確信させる事件でした。私はそのとき、日

本に、そして大学に学ぶべきものは残っているのだろう

か、という疑問を心に抱いたのです。

あの時代、新しい知識を得る源泉は、映画と本でした。

私が高校生のころ、「卒業」という映画が封切られ、大

ヒットしていました。アメリカの大学を卒業したばかり

のベンが故郷で再会した幼馴染のエレン。その母親との

不倫とエレンとの恋の葛藤が、サイモンとガーファンク

ルの不思議なメロディーに乗って私たちの心に迫ってき

ます。ベンを拒否したエレンが別の男性と結婚式を挙げ

ようとしているところに、ベンが飛び込んでいって、心

を翻したエレンと駆け落ちをするシーンがエンディング

本日、京都大学を卒業される2,876名の皆さん、誠

におめでとうございます。 ご来賓の井村裕夫元総長、

長尾真元総長、名誉教授、列席の理事、副学長、学部長、

部局長をはじめとする教職員一同とともに、皆さんのご

卒業を心からお祝い申し上げます。あわせて、今日の卒

業式を迎えるまでのご家族および関係者の皆様よりいた

だいた数々の厚いご支援に対し、心より御礼申し上げま

す。京都大学が1897年に創立され、1900年に第1回

の卒業式を迎えて以来、119年にわたる京都大学の卒業

生の数は皆さんを含めて202,725名になりました。

＊

さて、皆さんは入学以来、どのような学生生活を送っ

てきたでしょうか。本日はぜひ、この数年間京都大学で

過ごした日々のことを思い出してください。厳しい受験

戦争を勝ち抜いて入学した皆さんは、京都大学にどんな

期待や夢を抱いていたでしょうか。今日、卒業式を迎え

るまでの数年間、それは叶えられたでしょうか。それと

も、その夢は大きく変貌を遂げたのでしょうか。そして、

皆さんがこれから歩んでいこうとされる道は、そのころ

の夢とどうつながっているのでしょうか。

私が京都大学で過ごした1970年代は、日本が大きく

平成27年度卒業式 式辞
2016年3月24日
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様な兆候を読み取らねばならないと感じていました。

開学以来、京都大学は対話を根幹とした自由の学風を

伝統としています。私もその伝統をじゅうぶんに活かし

ながら、時代の風を感じ取ってきました。私が目を開か

れたのは、学問分野の壁を越えて話し合う数々の自主ゼ

ミや研究会でした。そのなかで私は、多くの異なる考え方

に出会い、違った世界の解釈の仕方に耳を傾けました。

そのころ手にした本の中で最も大きく心を揺さぶられた

のは、伊谷純一郎の「ゴリラとピグミーの森」でした。独

立前夜のアフリカに単身乗り込み、野生のゴリラを追っ

て密林の奥まで自分の足で入っていく。その過程で著者

は今までに見たことも聞いたこともない体験を積み重ね

ていきます。そこで問われるのは、日本という小さな国

の文化ではなく、ゴリラと共通の祖先から進化した人間

という生命体の存在と由来でした。自分は人間でありな

がら、その由来についてまだ何も確かなことを理解して

いない。その事実は大きな衝撃を私に与えました。しか

も、恥ずかしいことに、その本の著者が私の所属する理

学部の教員であることに私は初めて気がついたのです。

すぐに私は伊谷先生に会いにいき、アフリカの原野に人

間の由来を求めて思いをはせるようになったのです。そ

れが私の人生の大きな転機となりました。

＊

皆さんが京都大学で過ごした数年間も、世界は大きく

変貌しました。入学前後に東日本大震災が起こり、放射

能に汚染されて人間が居住できない地域が日本に出現し

ました。エネルギーに対する考え方と原発に支えられて

きた豊かな暮らしについて、大きく見直しが求められる

ようになりました。環境汚染や地球温暖化による影響で、

地球の利用できる資源が急速に劣化していることが明ら

かになり、人間の活動にさまざまな規制がかけられるよ

うになりました。民族や宗教による対立が激化し、多く

の難民が生み出されて、各国のこれまでの協力体制や連

携にひずみが生じています。こういった社会や世界の急

速な動きのなかで、皆さんは何を考え、どういった決意

を新たにしてきたのでしょうか。

知識を得る方法も、現代は私たちの時代と大きく異な

ります。それは1970年の万博で予測されていたことで

すが、情報機器の発達により、いつでもどこでも、簡単に

既存の知識にアクセスできるようになりました。膨大な

映像が情報機器を通じて無料で流され、もはや、本は知

識を得る貴重な手段ではなくなりました。メールや携帯

電話が主要な伝達の手段となり、手紙を書くことはめっ

たになくなりました。しかし、対話だけはこころを伝え

合い、議論を通じて新しい考えを生み出す手段として今

なのですが、バスに飛び乗った二人を眺める老人たちの

目が印象的です。世間の常識を破り、親と決別して新し

い道を歩みだした彼らを待っているのは、冷たい伝統と

倫理の壁なのか、それとも新しいものを受け入れる暖か

い社会なのか。それを問いかけている映画だったと思い

ます。それはまさに、日本の大学を卒業する学生たちに

も共通する問題でした。

当時の学生のほとんどが読んでいた柴田翔の「されど

われらが日々」という小説があります。東大生の主人公

が古本屋で H という作家の全集に出会い、 それが奇妙

にからみついてくるような印象にとらわれたことから物

語は始まります。古本屋の常連だった私も、同じような

感情を抱いたことがあります。それは、その本の内容を

知る以前に、本が私の手元に来たがっている、作者が紡

いだ物語の世界が私に何かを見せたがっているような気

分なのです。そして、本を開くと見ず知らずの誰かが書

き込んだ傍線やメモ書きが目に映り、思いがけずその本

と親しんだ読者とめぐり合う。「されどわれらが日々」の

主人公も購入したH全集に押してあった蔵書印から、付

き合っている彼女や、政治運動をともにした仲間との関

係を問い直し始めるのです。そのとき、真摯に心を吐露

する方法は対話と、そして手紙でした。研究生活に進ん

だ仲間が主人公に語った言葉があります。「ぼくは、一

つだけ自分に課して守ろうとしていたことがある。それ

は、どんなに多くの人が賛成することでも、どんなにう

まく形が整っていても、ただ、自分で考えてみて、隅か

ら隅まで納得の行くこと以外は、何も決して信じまいと

いうことなんだ」。大学に入ってから、私は何度もこの

言葉を反芻したことを覚えています。

柴田翔と同い年に歌人であり劇作家であった寺山修司

がいます。「マッチ擦るつかのま海に霧ふかし身捨つる

ほどの祖国はありや」という歌に心を衝かれ、日本人と

してのアイデンティティを改めて見つめなおした人々が

そのころはたくさんおりました。私の学生時代、日本の風

景は大きく変貌しました。あちこちでダム建設が始まっ

て多くの村が水没し、住民たちは新しい土地へ移住を余

儀なくされました。全国に高速道路やスーパー林道が建

設されて山や森が分断され、造林政策によって広葉樹林

は杉や檜の単層森へと変わっていきました。都市には新

しい文化が溢れ、次々に多様な価値観が流れ込み、生ま

れる時代でした。そんな時に、寺山は「書を捨てよ、町

へ出よう」という本を書いて、若者たちに常識や伝統を

疑い、日々の生活の裏に隠されたさまざまな企みを見破

ることを奨励しました。私も大学だけが学びの場ではな

く、キャンパスの外にこれからの世界を色付けていく多
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も生き続けています。

今日卒業する皆さんも、これまでに京都大学を卒業し

た多くの先輩たちと同じように自由闊達な議論を味わっ

てきたと思います。その議論と学友たちはこれからの皆

さんの生きる世界においてきわめて貴重な財産になるで

しょう。京都大学には創造の精神を尊ぶ伝統があります。

まだ誰もやったことのない未知の境地を切り開くことこ

そが、京都大学の誇るべきチャレンジ精神です。今日卒

業する皆さんのなかにもさまざまな突出する能力を身に

着け、すでにそれを発揮して活躍している方が多いだろ

うと思います。京都大学で磨いた能力を示し、試す機会

がこれからはきっと多くなることでしょう。しかし、忘れ

てはならないことは、自分と考えの違う人の意見をしっ

かりと聞くことです。しかも複数の人の意見を踏まえ、

直面している課題に最終的に自分の判断を下して立ち向

かうことが必要です。自分を支持してくる人の意見ばか

りを聞いていれば、やがては裸の王様になって判断が鈍

ります。このとき、京都大学で培った「対話を根幹とし

た自由の学風」がきっと役に立つはずです。

京都大学は「地球社会の調和ある共存」を達成すべき

大きなテーマとして掲げてきました。現代はこの調和が

崩れ、多様な考えを持つ人々の共存が危うくなっている

平成28年度大学院入学式 式辞
2016年4月7日

務の実習、事例研究、現地調査などを含め、それぞれの

分野で実務経験のある専門家から学ぶ機会が多くなりま

す。博士後期課程では論文を書くことが中心となり、そ

のためのデータの収集や分析、先行研究との比較検討が

不可欠となります。

ここで重要なことは、データに語らせることです。そ

して、それを分析して得た自分の考えを仲間に語り、そ

の真価を繰り返し確かめることです。しかし、データに語

らせることは決してたやすいことではありません。そも

そも、データの取り方が間違っていれば、採取したデー

タは自分が立てた問いに正しく答えてはくれません。ま

ず、自分が一体何を知りたいのかを十分に吟味し、問い

を立てることが必要ですし、その問いに合った方法論を

選ぶことが重要となります。

その上で、データを取るわけですが、ここが最も大事

な作業であるとともに、思いがけない発見が生まれる瞬

間でもあるのです。長年、野生のサルやゴリラを対象に

本日、京都大学大学院に入学した修士課程 2,307名、

専門職学位課程318名、博士（後期）課程854名の皆さ

ん、ご入学おめでとうございます。ご列席の理事、副学

長、研究科長、学館長、学舎長、教育部長、研究所長お

よび教職員とともに、皆さんの入学を心からお祝い申し

上げます。また、これまで皆さんを支えてこられたご家

族や関係者の皆さまに心よりお祝い申し上げます。

＊

さて、今日皆さんはさらに学問を究めるために、それ

ぞれの学問分野へ新しい一歩を踏み出しました。京都大

学には多様な学問分野の大学院が設置されており、合計

23種類の学位が授与されます。18の研究科、14の附置

研究所、17の教育研究施設が皆さんの学びを支えます。

修士課程では講義を受け、実習やフィールドワークを通

じて学部で培った基礎知識・専門知識の上にさらに高度

な知識や技術を習得し、研究者としての能力を磨くこと

が求められます。専門職学位課程では、講義のほかに実

時代です。皆さんもこれから世界のあちこちでこのテー

マに抵触する事態に出会うことでしょう。そのとき、京

都大学の自由な討論の精神を発揮して、果敢に課題に向

き合ってほしいと思います。皆さんがこれから示すふる

まいや行動は、京都大学のOB、OGとして世間の注目を

浴び、皆さんの後に続く在校生たちの指針となるでしょ

う。これから皆さんの進む道は大きく分かれていきます。

しかし、将来それは再び交差することがあるはずです。

そのときに、京都大学の卒業生として誇れる出会いをし

ていただけることを私は切に願っています。

本日は誠におめでとうございます。
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になって、その憶測を確かめられたと

きの感激はひとしおです。たとえば、

食物を分配する行動はチンパンジーで

よく知られていましたが、ゴリラでは

報告されていませんでした。でもそれ

は、これまで調査されていたゴリラが

高い山にすむマウンテンゴリラで、甘く

栄養価の高いフルーツが実らない環境

条件にあるからだと私は思っていまし

た。近年、アフリカ低地の熱帯雨林にす

むローランドゴリラの調査を始めると、

チンパンジーと同じように多種類のフ

ルーツを食べることが分かってきまし

た。私は、低地のゴリラたちがきっと

食物を分配しているに違いないと思い、何とかその場面

を見られないものかと期待しながらゴリラを追いかけて

いました。そして、ある群れのゴリラたちと付き合い始

めてから6年目に、ゴリラたちがフットボールぐらいの

大きさのフルーツを分けて食べるのを観察することがで

きたのです。しかも、それは私が想像していたようなチ

ンパンジーの分配行動とは違っていて、フルーツのかけ

らを地面に落として仲間に取らせるゴリラらしい分配方

法でした。とうとうそのシーンを見ることができたとい

う感慨とともに、想像を超える展開に私は目を見張りま

した。しかし、そのシーンを写真に撮ることに成功したも

のの、ゴリラの分配行動について論文を仕上げるにはそ

れからさらに4年の歳月が必要でした。その後、調査を

ともにした仲間たちが見たゴリラの分配行動と合わせて

状況を分析し、チンパンジーや他の霊長類の報告と比較

しながら、ゴリラの分配行動の進化史的意義を検討しな

ければならなかったからです。それは楽しい作業でした

が、時にはとても辛抱や忍耐を要することでもありまし

た。でも、私は自分が見たことは世界中でまだ誰も体験

したことがない現象であることを知っていました。その

意味を明らかにし、公表することは私たちの義務である

と感じていたのです。それは、一般の人々にとって何の

意味もない、取るに足らないことかもしれません。しか

し、ひょっとしたら私たちの発見がゴリラの進化に関す

るこれまでの常識を変え、ゴリラと共通の祖先を持つ私

たち人間に対する理解を変えるかもしれないと私は思っ

ています。

＊

日本で最初にノーベル賞を受賞した湯川秀樹先生は、

1962年のノーベル賞受賞13年後に開かれた京都大学

の教官研究集会で、大学の本来の使命とは、「私たちの

フィールド調査を行ってきた私は、この段階で長い間苦

労を重ねました。何しろ、野生のゴリラが人間になれて

いなかったために、思うように行動や社会に関するデー

タが取れなかったのです。そのため、毎日森を歩いてゴ

リラの痕跡を探し、新鮮な足跡を見つけると、それをた

どってゴリラを追跡することを続けました。運よくゴリ

ラに出会っても、人間の気配を察知したゴリラが一声叫

ぶと、群れ全体がさっと視界から消えてしまうことばか

りでした。これでは行動のデータを取れません。それで

もゴリラがしていることを推理するために、糞を採集し

てその内容物から何を食べているかを同定したり、毎晩

作りかえるベッドの数や大きさから群れの個体数や構成

を割り出したりしました。そのうち、ゴリラはだんだんと

警戒心を解き始めるのですが、ここからが正念場です。ゴ

リラも人間について回られるのは嫌なので、脅かして追

い払おうとします。大地が割れんばかりの吼え声を上げ

て突進してきます。このとき震え上がって逃げてしまっ

たら、ゴリラはわが意を得たとばかり、攻撃すれば人間

は退散してくれると思い込んでしまいます。どんなに脅

されても一歩も引かず、正面から向き合ってゴリラと対

峙することが必要なのです。攻撃してもむだだとわかる

と、ゴリラはしだいに怒りを抑えて、人間が接近するの

を許すようになります。

私たち観察者が後を着いて歩くのをゴリラが気にかけ

ないようになり、ついには群れの中に入っていっても普

段の暮らしを乱さないようになって、初めてゴリラの自

然な行動を記録できるようになるのです。ここまでふつ

うは5年以上かかります。その間、思うようなデータを

取れず、間接的な証拠からゴリラはこんな行動をしてい

るに違いないなどと憶測をめぐらせる日々が続きます。

それだけに、実際ゴリラの行動を見ることができるよう
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生きている、この世界に内在する真理を探究し、真理を

発見し、学生たちに、後進の人たちに、そして学外の人

たちにも真理を伝達すること」と語っています。真理の

性格について、湯川先生はまず、真理はその現実の姿に

おいては、多方面にわたって集積されてきた、非常に多

数の事実、それらの事実の全体の中の一部分を支配する

法則、それらの法則のいくつかを自己の中にふくむ理論

体系－そういう諸事実、諸法則、諸理論の全体であると

述べます。しかし、それが最終的意味における真理の全

部ではありません。現実において私たちの知っている真

理は部分的なものであると同時に、非常に多くの方面に

分化しています。同じ法則、あるいは原理が、他の種類

の現象に対しても同様に成立するというわけにはいかず、

両方に共通する原理がまだ知られていないという場合も

あるのです。現在までに世界各国の学者の手がまだのび

ていない領域、すなわち未知の領域が存在すること、ま

たすでに研究の手がのびている領域に関してもそこに多

くの未解決の問題が残っていることを、研究者は知って

いる、と湯川先生は言います。そして、学問的真理がこ

のような性格を持つものであればこそ、「真理の探究」

ということが重要な意味を持つのであり、学問とは全体

として固定されてしまった何物かではなく、新しい事実、

新しい法則－一口にいって新しい真理の発見によって変

化し、成長し続けていくものである、と述べておられます。

現在、大学の研究は産業界の発展に結びつくことが期

待されていますが、京都大学は社会にすぐ役立つ研究だ

けを奨励しているわけではありません。開学以来、対話

を根幹とした自由の学風を伝統とし、独創的な精神を涵

養してきました。それは、多様な学びと新しい発想によ

る研究の創出につながります。皆さんはこれから専門性

の高い研究の道へ入られるわけですが、それは狭き道を

まっしぐらに進むことを意味するわけではありません。

多くの学友や異分野の研究者たちと対話を通じて自分の

発想を磨くことが、真理の道へ通じるのです。今日、京

都大学の大学院に入学した皆さんも、いつかは自分の専

門を離れて別の学問領域に目を向ける日が来るかもしれ

ません。それも自分の学問分野で成功するのに匹敵する

輝かしい飛躍であり、新たな可能性を生み出す契機とな

ると私は考えています。どうか失敗を恐れず、自分の興

味の赴くままに、研究生活に没頭してください。京都大

学はそれにふさわしい環境を提供できると思います。

京都大学には34のユニットがあり、学際的にさまざ

まな教育・研究活動を行っています。複数の研究科、研

究所、研究センターからなる教育プログラムや研究プロ

ジェクトが走っておりますので、ぜひ参加をして多様な

学問分野に目を開き、創造性を高めてください。さらに、

博士の学位を得て実践的な舞台でリーダーシップを発揮

する5つのリーディング大学院プログラムが実施されて

います。京都大学大学院思修館、グローバル生存学大学

院連携プログラム、充実した健康長寿社会を築く総合医

療開発リーダー育成プログラム、デザイン学大学院連携

プログラム、霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リー

ディング大学院プログラムがあり、それぞれ連携する大

学院が指定されていますので、ぜひ関心を持っていただ

きたいと思います。また、昨今は、データの改ざんや剽

窃など、 論文制作に関わる不正行為が数多く指摘され、

世間の厳しい目が研究者に注がれています。ぜひ、研究

倫理を守り、独創性の高い研究を実施して、大きな成果

を挙げていただきたいと思っております。

日本は、博士の学位を取得した学生が産業界に就職し

にくいと言われてきましたが、最近は多くの企業が国際

化する中で、博士の学位を持つ人材を積極的に雇用する

兆しが見え始めています。それには大学院在籍中に企業

の実践的な現場を知ることが重要で、本学でも産学協同

イノベーション人材育成コンソーシアム事業として、多

くの企業に参加してもらい、中長期のインターンシップ

やマッチングを実施しています。社会に出る前に産業界

の現場を経験し、自分の能力や研究内容に合った世界を

知る機会を増やそうと考えております。また、国際的な

舞台で活躍できる能力を育成するために、海外のトップ

大学とダブル・ディグリーやジョイント・ディグリーを

増やそうとしています。現在、京都大学はロンドン、ハ

イデルベルク、バンコクに海外拠点をもち、ヨーロッパ

やアジアの大学との連携を強めておりますが、今年は北

米やアフリカにも拠点を設け、大学間交流の場を増やし

ていこうと考えているところです。すでに京都大学の多

くの部局は世界中に研究者交流のネットワークや拠点を

もっており、これらの拠点を活用しながら、共同研究や

学生交流を高め、国際的に活躍できる機会と能力を伸ば

していく所存です。

このように、京都大学は教育・研究活動をより充実さ

せ、学生の皆さんが安心して充実した生活を送ることが

できるよう努めてまいりますが、そのための支援策とし

て京都大学基金を設立しています。本日も、ご家族のみ

なさまのお手元には、この基金のご案内を配布させてい

ただいております。ご入学を記念して特別な企画も行っ

ておりますので、ぜひ、お手元の資料をご覧いただき、

ご協力をいただければ幸いです。

本日は、誠におめでとうございます。
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本日、京都大学を卒業される2,871名の皆さん、ま

ことにおめでとうございます。ご来賓の井村裕夫元総長、

長尾真元総長、松本紘前総長、列席の理事、副学長、学

部長、部局長をはじめとする教職員一同とともに、皆さ

んのご卒業を心からお祝い申し上げます。あわせて、今

日の卒業式を迎えるまでのご家族および関係者の皆様よ

りいただいた数々の厚いご支援に対し、心より御礼申し

上げます。京都大学が1897年に創立され、1900年に第

1回の卒業式を迎えて以来、120年にわたる京都大学の

卒業生の数は皆さんを含めて208,614名になりました。

＊

さて、皆さんは入学以来、どのような学生生活を送っ

てきたでしょうか。本日はぜひ、この数年間京都大学で

過ごした日々のことを思い出してください。厳しい受験

競争を勝ち抜いて入学した皆さんは、京都大学にどんな

期待や夢を抱いていたでしょうか。今日、卒業式を迎え

るまでの数年間に、それは叶えられたでしょうか。それ

とも、その夢は大きく変貌を遂げたのでしょうか。そし

て、皆さんがこれから歩んでいこうとされる道は、その

ころの夢とどうつながっているのでしょうか。

昨年、ユヴァル・ノア・ハラリというヘブライ大学の

歴史学者が書いた『サピエンス全史：文明の構造と人類

の幸福』という本が日本のビジネス書大賞を取りました。

私はこの本が出版されてすぐに読み、面白いと思って書

評を書いたのですが、まさかビジネスマンにこんなに受

けるとは思っていませんでした。この本は、有史以前の

人類の進化に遡って人類の本質とは何かをとらえ、現代

にいたる文明のあり方を問うことを目的にしています。

その先鞭をつけたのはジャレド・ダイアモンドの『銃・病

原菌・鉄』でしょう。彼は、なぜ地域によって文明の進

み方が違っているかに着目し、それが大陸の形と生態条

件にあることを指摘しました。最近も、ダニエル・リー

バーマンの『人体600万年史:科学が明かす進化・健康・

疾病』、グレゴリー・クラークの『10万年の世界経済史』、

マット・リドレーの『繁栄──明日を切り拓くための人類

10万年史』など、タイムスケールの大きい人類の歴史的

考察が次々に出版されています。これは、ビジネスマン

をはじめ日本の一般の人々が身近な社会現象や世界の動

静だけでなく、人間というものの正体をタイムマシンに

乗って確かめたいと欲しているからに違いありません。

それは、裏返せば、人間に対する定義や信頼が揺らいで

平成29年度卒業式 式辞
2018年3月27日

いるからと言ってよいのだろうと思います。

ハラリが最初に投げかけた疑問は、なぜ人類は気楽な

自然任せの狩猟採集生活から、過酷で病気にかかりやす

い農耕生活に移行したのかということです。それは技術

革新によって一気に花開いたのではなく、劣悪な条件下

でも一生懸命働けばいい暮らしができる、という思い込

みが生み出したのではないか。そして、その端緒は約7

万年前に起こった認知革命にあると言うのです。言語の

登場によって新しい思考と意思疎通の方法が芽生えたこ

とが、ホモ・サピエンスを地球上のいたるところに進出

させ、他の人類種や動物たちを絶滅させた原因だ、と彼

は断じます。

実は、私が学んできた霊長類学の知見から、人類の脳

は他の霊長類と同じように社会脳として、集団の大きさ

に対応して増大したと考えられています。現代人の脳は

150人程度の集団で暮らすのに適しており、それは農耕・

牧畜の開始以降、急速に増加した人口に適応できていな

い可能性があります。かわりに人類は神話を作り出して、

想像上の秩序によって大集団を維持するようになりまし

た。貨幣とは物質的な現実ではなく、相互信頼の制度で

あり、異なる文化、言語、宗教を結びつけてグローバル

化をもたらしたとハラリは言うのです。

現代の問題は、「将来は現在より良くなるはず」という

希望を支える資本主義の原則、すなわち「経済成長は至

高の善」という理念が崩れ始めているということでしょ

う。私が京都大学の学生だった頃はまだ日本が高度成長

時代で、すぐ先に明るい未来が見えているような気がし

ていました。大阪で万国博覧会が開かれ、科学技術によっ

て次々に新しい可能性が切り開かれようとしていること

が実感できました。しかし、やがて地球環境の劣化が問

題視され、人為的影響の増大によって汚染や温暖化など

の環境劣化が急速に進んでいることが明らかになりまし

た。「持続的な開発」が謳われ、地球の劣化を防ぐため

の国際協約がいくつもできました。地球の資源は有限で

あり、人間が発展する道には限界があることが共通理念

となったのです。

＊

皆さんが京都大学で過ごした数年のあいだに、世界は

大きく変貌をとげました。東日本大震災からの復興がま

まならないうちに、熊本大地震が起こり、多くの人々が

被災しました。民族や宗教による対立が激化し、多くの
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難民が生み出されて、各国のこ

れまでの協力体制や連携にひず

みが生じています。イギリスの

EU離脱、アメリカの一国主義

への移行、中国の一帯一路政策、

こういった社会や世界の急速な

動きのなかで、皆さんは何を考

え、どういった決意を新たにし

てきたのでしょうか。

生命に関する考え方も大きく

変わりました。iPS細胞研究は、

山中伸弥教授を中心にして目覚

しい発展を遂げてきました。そ

こには、真理を追究するだけで

なく、難病で苦しんでいる人々

を救いたいという山中教授の切

なる思いがこめられています。しかし、iPS細胞を用いた

医療技術、さらに遺伝子編集技術が急速に進展したおか

げで、生命環境や人間観をめぐるさまざまな倫理的問題

が浮上してきました。そこには、単に病気を治すというだ

けでなく、人間の命の始まりや人間の遺伝的なシナリオに

手を加えるという可能性が広く開けているからです。そ

れは、社会の年齢構成や人生計画を大きく左右して、社

会の安定や動態に影響を与えます。また、医療がビジネ

スと結びつき、バイオベンチャーとして巨大な富を生み

出し、世界の経済を動かす動因にもなりつつあるのです。

医療技術や新しい薬の創出ばかりでなく、現代は情報

技術やコミュニケーション技術が急速に発展し、グロー

バルな世界の中で私たちは技術に思考を先導されるよう

になってきています。情報機器の発達により、いつでも

どこでも、簡単に既存の知識にアクセスできるようにな

りました。膨大な映像が情報機器を通じて無料で流され、

もはや、本は知識を得る貴重な手段ではなくなりました。

しかし、科学技術イノベーションには人文・社会学的な

知と共に、確かな人間観が不可欠であり、それを総合的

な学術の蓄積から見直さなくてはならない時代です。こ

れから皆さんが活躍するのは、Society 5.0と呼ばれる

超スマート社会です。そこではICT機器が威力を発揮

して人々や物をつなぎ、ロボットやAIが多くの仕事を

代替することになって、互いの顔が見えなくなるかもし

れません。しかし、そういった社会でこそ、人々が触れ

合い、生きる力を発揮して世界と向き合うことが大切に

なると思います。

今日卒業する皆さんも、これまでに京都大学を卒業し

た多くの先輩たちと同じように自由闊達な議論を味わっ

てきたと思います。その議論と学友たちはこれからの皆

さんの生きる世界においてきわめて貴重な財産になるで

しょう。京都大学には創造の精神を尊ぶ伝統があります。

まだ誰もやったことのない未知の境地を切り開くことこ

そが、京都大学の誇るべきチャレンジ精神です。今日卒

業する皆さんのなかにもさまざまな突出する能力を身に

着け、すでにそれを発揮して活躍している方が多いだろ

うと思います。京都大学で磨いた能力を示し、試す機会

がこれからはきっと多くなることでしょう。しかし、忘

れてはならないのは、自分と考えの違う人の意見をしっ

かりと聞くことです。しかも複数の人の意見を踏まえ、

直面している課題に最終的に自分の判断を下して立ち向

かうことが必要です。このとき、京都大学で培った「対

話を根幹とした自由の学風」がきっと役に立つはずです。

京都大学は「地球社会の調和ある共存」を達成すべき

大きなテーマとして掲げてきました。現代はこの調和が

崩れ、多様な考えを持つ人々の共存が危うくなっている

時代です。皆さんもこれから世界のあちこちでこのテー

マに抵触する事態に出会うことでしょう。そのとき、京

都大学の自由な討論の精神を発揮して、果敢に課題に向

き合ってほしいと思います。皆さんがこれから示すふる

まいや行動は、京都大学のOB、OGとして世間の注目を

浴び、皆さんの後に続く在校生たちの指針となるでしょ

う。これから皆さんの進む道は大きく分かれていきます。

しかし、将来それは再び交差することがあるはずです。

そのときに、京都大学の卒業生として誇れる出会いをし

ていただけることを私は切に願っております。

本日はまことにおめでとうございます。
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です。それぞれのアルファベットを用いてWild＆Wise、

International ＆ Innovative、Natural ＆ Noble、

Diverse ＆ Dynamic、Original ＆ Optimistic、

Women＆the Worldを行動目標に掲げました。キャ

ンパスは大学の構内だけではありません。京都大学は日

本全国にたくさんの附置研究所や研究センターをもっ

ており、世界にも50を超える研究拠点があります。こ

れらの研究所や拠点で実験やフィールドワークに参加し、

長い伝統と歴史を誇る京都の町で多くの人々と触れ合い

ながら能力を磨くことで、やがて世界の舞台で活躍でき

る人材に育つことになるのです。

＊

さて、では常識にとらわれない自由な発想をするには

どうしたらいいのでしょうか。それにはまず、世界で現実

に起こっていることに目を向け、その背景や要因につい

て深く考えることが大切です。私が京都大学の学生だっ

た頃は、科学技術が礼賛され、日本が大きな開発の波に

飲み込まれた時代でした。私は休暇を利用して日本列島

を北から南まで歩き回り、その現実を目の当たりにしま

した。とくに、鹿児島県の屋久島では、まさに自然も人々

の暮らしも大きく変わろうとしていました。

屋久島の中央部は九州で最も標高の高い宮之浦岳をは

じめ、数々の高峰が連なり、苔むした原生林に覆われて

います。しかし、その険しい尾根を登って森を見渡した

時、驚愕の風景が広がっていました。急峻な斜面はきれ

いに伐採され、丸裸の草原になっていたのです。山道に

下りてみると、モミ、ツガ、タブやシイの巨木が見るも

無残に切り倒され、道路脇に放置されていました。当時、

林野庁は日本の原生林を役に立たない雑木林と見なして

伐採し、成長が早く建材として有用なスギやヒノキを植

林していたのです。今にして思えば、クマやシカやサル

たちが人里へ出てきたのも、花粉症に悩まされるように

なったのも、このような全面的伐採と植林によって森の

構造が一変したことが原因でした。私は、日本の自然が

急速に失われつつあることを実感しました。また、その

目で屋久島を眺めてみると、森だけではなく、海も大き

く変わろうとしていました。魚群探知機や無線を搭載し

た船団がいくつも島を訪れて乱獲し、豊かだった海の資

源は枯渇しようとしていました。屋久島の主要産業だっ

たサバ漁やトビウオ漁が立ち行かなくなり、土木工事に

雇われたり、島を捨てて都会へ仕事を求めていく人々が

本日、京都大学に入学された2,961名の皆さん。入

学まことにおめでとうございます。ご来賓の松本紘前

総長、ご列席の副学長、学部長、部局長、および教職員

とともに、みなさんの入学を心よりお祝い申し上げます。

同時に、これまでのみなさんのご努力に敬意を表します

とともに、みなさんを支えてこられましたご家族や関係

者のみなさまにお祝い申し上げます。

＊

ここ京都は、三方を山に囲まれた盆地で、京都大学は

その東の端に位置し、近くに吉田山や大文字山が望める

風光明媚な場所にあります。この季節は、さまざまな木々

が芽吹き、新緑が山々を彩ります。人々はこの鮮やかな

色彩に心を躍らせ、新しい学びの場や職場でそれまでに

蓄えてきた気力や体力を発揮して活動の舞台に臨むので

す。本日入学式にお集まりいただいた皆さんも、この春

の季節の明るい光とみずみずしい風に乗って、新しい活

躍の舞台に上がろうとされているのだと思います。京都

大学はそれを心から歓迎すると同時に、皆さんがこの京

都大学で世界に向かって羽ばたく能力を磨いていただく

ことを願っています。京都大学は1897年の創立以来、

「自重自敬」の精神に基づき自由な学風を育み、創造的な

学問の世界を切り開いてきました。地球社会の調和ある

共存に貢献することも京都大学の重要な目標です。今、

世界は20世紀には想像もしなかったような急激な変化

を体験しつつあります。東西冷戦の終結によって解消す

るはずだった世界の対立構造は、民族間、宗教間の対立

によってますます複雑に過酷になり、地球環境の悪化は

加速し、想定外の大規模な災害や致死性の感染症が各地

で猛威をふるい、金融危機は国の経済や人々の生活を根

本から揺さぶっています。その荒波の中で、京都大学が

建学の精神に立ちつつ、どのようにこの国や社会の要請

にこたえていけるか、が問われていると思います。

京都大学は自学自習をモットーにして、常識にとらわ

れない、自由な学風の学問の都であり続けなければなり

ません。そのためにまず、京都大学は静謐な学究の場であ

るとともに、世界や社会に通じる窓としての役割を果た

さねばならないと思います。そこで、私は「大学は窓」と

いう標語をもとに、窓にちなんでWINDOW構想を立ち

上げました。大学は世界や社会に通じる窓であり、それを

教職員と学生がいっしょになって開き、学生たちの背中

をそっと押して送り出すことを全学の共通目標としたの

平成30年度学部入学式 式辞
2018年4月6日
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屋久島は水の島です。どこにいても、いつも水の気配

がします。水に命を与えられて生きている生物たちと通

じ合うためには、まず言葉を捨て、沈黙のうちに耳を澄

ますことです。それは相手が人であっても変わることの

ない自然の作法です。それを知って、私は世界が違った

ものに感じられるようになりました。

もう一つ、みなさんに贈りたい言葉があります。この

2月に亡くなられた俳人の金子兜太さんの一句です。

青年鹿を愛せり嵐の斜面にて　＊2

この句から、私は屋久島の断崖絶壁にすっくと立つシ

カの姿を思い浮かべます。70年代当時、シカは森の中

でもめったに見かけず、人を見ると驚いて逃げてしまっ

たものでした。切り立った断崖をまるで鳥のように軽々

と跳躍していくシカの姿に、学生だった私は思わず息を

のんだものでした。金子さんの句では、シカが嵐に揉ま

れながら、足元の定まらない斜面を行く。その孤高の姿

に、今激しく時代の風に打たれている自分を重ね合わせ

て、目を離せなくなってしまう。そう、自然はいつでも

私たちを励まし、勇気づけてくれるのです。金子さんは

戦後を代表する俳人として、常に社会問題と正面から向

き合ってきました。この句にはそんな金子さんの清新な

魂がいきいきと読み込まれています。ぜひ、みなさんも

この句から勇気をもらってください。

現代は国際化の時代といわれます。皆さんの将来活躍

する舞台も、日本という国を大きく越えて世界に広がっ

ています。地球社会の調和ある共存のために、解決すべ

き課題がたくさんあります。自然資源に乏しいわが国は

先端的な科学技術で人々の暮らしを豊かにする機器を開

発し、次々にそれを世界へと送り出してきました。海外

へと進出する日本の企業や、海外で働く日本人は近年急

激に増加し、日本の企業や日本で働く外国人の数もうな

ぎのぼりに増加しています。皆さんがその流れに身を投

じる日がやがてやってくると思います。そのためには、

日本はもちろんのこと、諸外国の自然や文化の歴史に通

じ、 相手に応じて自在に話題を展開できる広い教養と、

常識を疑いつつ真理を追求する気概を身につけておかね

ばなりません。理系の学問を修めて技術畑に就職しても、

国際的な交渉のなかで多様な文系の知識が必要になるし、

文系の職に理系の知識が必要な場合も多々あります。世

界や日本の歴史にも通じ、有識者たりうる質の高い知識

を持っていなければ、国際的な舞台でリーダーシップを

発揮できません。京都大学は、全学の教員の協力のもと

質の高い基礎・教養教育の実践システムを組み上げてき

続出していました。コンクリートの護岸工事で美しい海

岸線は失われ、砂防ダムができて清流がせき止められ、

道路の拡幅工事で森は寸断されていました。実は、これ

は屋久島だけでなく、日本中で起こっていたことだった

のです。

そのころ、私は不思議な出会いをしました。高校時代

に時々通った「ほら貝」というロック喫茶店がありまし

た。そのオーナーの一人だった山尾三省さんという方が、

その後インドを巡礼して屋久島に移り住んでいたのです。

山の上に居を構え、鍬をもって畑を耕しながら、サルやシ

カと付き合い、晴耕雨読の暮らしを営みつつ詩を書いて

いたのです。私はサルの調査をしながら三省さんをはじ

め地元の人々と自然について語り合い、やがていっしょ

に国の伐採計画や道路の拡幅工事に意見を出すようにな

りました。その後、屋久島は世界遺産になりました。あ

の頃の活動がなければ今日の屋久島の姿はなかったかも

しれません。昨年、久しぶりに三省さんの墓前に参り、

学生時代を思い出しました。当時、私たちが屋久島の自

然の中で何を感じていたか。それを三省さんの「水」と

いう詩に託してみなさんに贈ります。

ぼくが水を聴いているとき
ぼくは　水であった
ぼくが樹を聴いているとき
ぼくは　樹であった
ぼくがその人と話をしているとき
ぼくは　その人であった
それで　最上のものは　いつでも
沈黙　であった
ぼくが水を聴いているとき
ぼくは　水であった　＊1
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京都大学では、教育・研究活動をより充実させ、学生

の皆さんが安心して充実した生活を送ることができるよ

う、支援策として京都大学基金を設立しています。本日

も、ご家族のみなさまのお手元には、この基金のご案内

を配布させていただいておりますが、ご入学を記念して

特別な企画も行っております。ぜひ、お手元の資料をご

覧いただき、ご協力をいただければ幸いです。

みなさんが京都大学で対話を駆使しながら多くの学友

たちとつながり、未知の世界に遊び、楽しまれることを

願ってやみません。

ご入学、まことにおめでとうございます。

＊1　山尾三省氏の『びろう葉帽子の下で──山尾三省詩集』（野草社、
1993年）より引用

＊2　金子兜太氏の『金子兜太詩集 第1巻』（筑摩書房、2002年）より引用

ました。学問の多様性や階層性に配慮し、クラス配当科

目やコース・ツリーなどを考案し、教員との対話や実践

を重視したセミナーや少人数ゼミを配置しています。外

国人教員の数も大幅に増やし、学部の講義や実習にも英

語で実施する科目を配置しました。博士の学位を取得し

て、世界で実践的な力を揮えるように、5つのリーディ

ング大学院プログラムを走らせています。先端的な学術

ハブとして高等研究院を立ち上げ、京都大学の学問を通

して全世界にネットワークを広げています。また、既存

の留学コースに加え、自分自身で企画し実行する「おも

ろチャレンジ」という体験型の留学制度を設けています。

大学の学びだけではない、海外の文化や自然を自ら体得

するフィールドワーク的な企画です。海外の多様な人々

との対話を通じて、新しい学びの場で世界に貢献できる

独創的な能力を育てていこうと思っています。

動物たちが日夜活動しています。そこは陸上生態系で生

物多様性がもっとも高い場所であるとともに、様々な生

物が多様な関係を繰り広げ、新しい種を次々に生み出し

ている場所です。総長になって大学を眺めたとき、私は

このジャングルと大学がよく似ていると感じました。大

学は世界の多様な知が集積する場所であり、またこれま

での歴史を担った知もそこで収集され、様々な視点から

分析されています。まさに時空を超える知の拠点であり、

それらの知を駆使して創造的な活動を展開する場所でも

あります。そして、重要なことは大学もジャングルと同

じように、新しい種、すなわち新しい考えが次々に生み

出されていく場であるということです。本日、学位を取

得された皆さんは、その最先端に立って新しい知を生み

出してこられたのです。

博士の学位を得るということは、自分の独創的な考え

を認められたということであり、未知の世界の探究者と

して入口に立ったということを意味します。それは、こ

れから社会に出ていく人にとっても、大学に残って研究

を続ける人にとっても同じことです。世界の未解決な課

題を発見し、それを自分が置かれた環境の中で、これま

でに培った知力と独創力を駆使して解いていくという作

業に変わりはないからです。そして皆さんは、自分の一

生をかけて取り組む大きな課題にいつか出会うかもしれ

ません。

本日、 京都大学から博士の学位を授与される 187 名

の皆さん、誠におめでとうございます。

学位を授与される皆さんの中には、60 名の留学生が

含まれています。累計すると、京都大学が授与した博士

号は44,265となります。列席の副学長、研究科長、学

館長、学舎長、教育部長、博士課程教育リーディングプ

ログラムコーディネーターをはじめとする教職員一同と

ともに、皆さんの学位取得を心よりお祝い申し上げます。

京都大学が授与する博士号は合計20種類もあり、博

士（文学）のように、それぞれの学問分野が称号のあと

に記されています。また、7年前からリーディング大学

院プログラムが始まり、これを受講し修了された皆さん

の学位記には、それが付記されています。これだけ多様

な学問分野で皆さんが日夜切磋琢磨して能力を磨き、そ

の高みへと上られたことを、私は心から誇りに思い、う

れしく思います。本日の学位授与は皆さんのこれまでの

努力の到達点であり、これからの人生の出発点でもあり

ます。今日授けられた学位が、これから人生の道を切り

開いていく上で大きな助けとなることを期待しています。

＊

私は総長に就任する以前、アフリカの熱帯雨林でゴリ

ラの研究をしていました。熱帯雨林、通称ジャングルとい

う場所は高温多湿で多種多様な菌類や植物が繁茂し、昆

虫から爬虫類、両生類、鳥類、哺乳類に到るまで多くの

平成30年度博士学位授与式 式辞
2018年9月25日
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今年の7月に、東京で京都大学―稲盛財団合同京都賞

シンポジウムが開かれました。テーマは「生命の神秘と

バランス」で、青山学院大学の福岡伸一さん、京都大学

の森和俊さん、大阪大学の長田重一さん、東京工業大学

の大隅良典さんに講演をしていただきました。私が驚い

たのは、これらの方々が様々な学問分野の出身でありな

がら、それぞれ異なるアプローチから生命の本質に迫っ

ていることでした。大隅さんと長田さんは理学、森さん

は薬学、福岡さんは農学の出身ですが、皆さん生命科学

に目を開かれ、細胞の不思議な活動に取り組むことにな

ります。大隅さんは細胞内でタンパク質を分解するオー

トファジーという現象を発見し、森さんはタンパク質を

合成する小胞体の活動を明らかにしました。長田さんは、

細胞自体が死んでいくアポトーシスという現象を解明し

ました。福岡さんはこうした細胞の絶え間ない分解と合

成の作用を、熱力学第2法則に従わずにエントロピーを

常に捨て続ける「動的平衡」として生命の本質を定義し

ています。さらに私が感銘を受けたのは、これほど素晴

らしい発見を成し遂げた4人の方々が、まだ生命は解明

されていないとして、その謎に挑み続けているというこ

とでした。真の研究者は、生涯の課題を決してあきらめ

ることなく探求し続ける。その姿に私は強く心を打たれ

ました。遺伝子組み換えやゲノム編集によって生物が大

きく改変され、私たちの世界に人工知能やロボットが共

存する時代を迎え、生命の本質を探ることはますます重

要になっていると思います。

現代は不確定性の高い時代と言われます。情報通信機

器が発達したおかげで、私たちはいつでもどこでも膨大

な情報にたやすくアクセスできるようになりました。し

かし、その反面、どれが信用できる情報なのか、判断し

にくくなりました。歴史が新たに編纂しなおされ、解釈

しなおされて、歴史上の人物の評価が目まぐるしく変わ

ります。プラネタリーバウンダリーという概念が提唱さ

れ、その9つの条件のうちのいくつかが限界値を超えて

いると言われます。しかし、その数値をめぐって学者の

間では意見が分かれます。地球温暖化の原因は大気中の

二酸化炭素の割合が上昇したことだという事実が各国で

共有される一方で、それとは異なる数値を示して温暖化

は地球の気候変動の自然な変化だと述べ、パリ協定から

離脱する大統領もいます。日本でも地震や津波に耐えう

る基準や、原子力発電所の脆弱性、放射能による健康被

害をめぐって、どのデータを用いるかで研究者の意見は

分かれています。科学や技術が人間の安全や安心を保障

できなくなっているのです。

それは、私たち現代人が高度な情報インフラに囲まれ

て暮らしているためでもあります。交通手段も建物も、

食糧や水の供給に到るまで、複雑なネットワークのなか

で電化され情報化されて維持されています。台風や地震

などの災害で通信網や電気が停止すると途端に何もかも

が動かなくなることを、今年日本を襲った災害で私たち

は身に染みて知っています。問題は、その情報システム

の内容がわからないままに、私たちはその恩恵を享受し

ているということです。システムが停止しても、一般の人々

にはその内容がわからないので、専門家が復旧してくれ

るまで不便に耐えなければなりません。しかも、原子力

発電所の事故のように、システムが破壊されたことでど

れほどの災禍を受けるか、確かなことは不明なままです。

昔は安全・安心な環境は人の手で造られ、それが壊され

ても人の手で修復することができました。しかし、現代

は人工的な環境が被害を過大にし、その修復は人知を超

え、新たな技術の開発を必要とする時代です。人間が作

り出した科学技術が人間をさらなる不安に陥れているの

です。今こそ、すべての研究者が分野を超え、総力を挙

げて、確かな未来を提示する必要に迫られているのです。

＊

本日学位を授与された論文の報告書に目を通してみる

と、京都大学らしい普遍的な現象に着目した多様で重厚

な基礎研究が多いという印象とともに、近年の世界の動

向を反映した内容が目に留まります。グローバル化にと

もなう異文化との交流、多文化共生、人の移動や物の流

通、地球規模の気候変動や災害、社会の急激な変化にと

もなう法や経済の再考、心の病を含む多くの疾病に対す

る新しい治療法などです。

これらの論文は、現代世界で起こっている問題や、こ

れまでに未解決であった問題に鋭い分析のメスを入れ、

その解決へ向けて新たな証拠や提言を出すということで

共通しています。確かな資料に基づく深い考察から発せ

られたこれらの提言は、未来へ向けての適切な道標とな

ると思います。タイトルを見ただけでも中身を読んで詳
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しく内容を知りたいという気持ちをかき立てる論文や、

私の理解能力を超えたたくさんのすばらしい研究が学位

論文として完成されており、私はその多様性に驚きの念

を禁じえませんでした。この多様性と創造性、先端性こ

そが、これからの世界を変える思想やイノベーションに

結びついていくと確信しています。

現代の日本は世界の先進国に比べ研究力が落ちている

と言われています。とりわけ、分野を超えた対話が低調で、

産業界ではイノベーションが起きないことが問題視され

ています。京都大学はその重苦しい空気を吹き飛ばして、

時代の先端を走らねばなりません。それは、皆さんが今

まで京都大学で培った能力を世界へ向けて発信すること

です。自分が発見した新しい事実や考えを世に出すため

には、面白いと思う対象や現象を忍耐強く追い続け、そ

れを発見に結び付ける静謐で自由な学問環境と、発見し

たものを論文として形にするための質の高い対話や討論

が可能なコミュニティが必要です。京都大学はこれまで

その環境を維持することに全力を尽くしてきました。

ここに集った皆さんも、京都大学での研究生活を通じ

て、発見の喜びや論文に仕上げるまでの苦労を十分に味

わってこられたことと思います。自分と同じ分野の仲間

や他分野の仲間と、活発な対話を通じて、独自の考えや

世界を作り上げたことでしょう。それは自由の学問の都、

京都大学で学んだ証であり、皆さんの今後の生涯におけ

る、かけがえのない財産となるでしょう。また、皆さんの

学位論文は、未来の世代へのこの上ない贈り物であり、皆

さんの残す足跡は後に続く世代の目標となります。その

価値は、皆さんが今後研究者としての誇りとリテラシー

を守れるかどうかにかかっていると思います。昨今は科

学者の不正が相次ぎ、社会から厳しい批判の目が寄せら

れています。皆さんが京都大学で培った研究者としての

誇りと経験を活かして、どうか光り輝く人生を歩んでく

ださい。

本日は、まことにおめでとうございます。

開いていく上で大きな助けとなることを期待しています。

＊

世界は今、大きな文明の転換期を迎えようとしています。

数百万年続いた狩猟採集社会、1万2千年前から始まっ

た農耕牧畜社会、18世紀に起こった産業革命による工

業社会、そして180年前の電信の発明から30年前のワー

ルドワイドウェブの登場により生じた情報社会に私たち

は生きており、その変化の波は急速に拡大しています。

半世紀前に大阪で開かれた万国博覧会の共通テーマは

「人類の進歩と調和」でした。その年に京都大学に入学し

た私は、万博会場に足しげく通いながら、いったいこれ

からどんな未来が開けていくのだろうとわくわくしなが

らパビリオンをめぐったことを覚えています。アメリカ

館では、その前年にアポロ計画によって月面着陸に成功

し、宇宙飛行士が持ち帰った月の石が展示されていまし

たし、ソ連館でも世界最初の人工衛星打ち上げに象徴さ

れる宇宙開発の成果を謳っていました。三菱未来館では、

超大型台風を制圧する「気象コントロール・ロケット隊」

の活躍が映像で紹介され、自然と機械が調和する50年

後の社会の未来図が示されていました。その象徴は何と

いっても「太陽の塔」でしょう。外見は祭神を思わせる

幻想的な造形で、中の空間には生物の進化を表す「生命

本日、 京都大学から修士の学位を授与される 108 名

の皆さん、修士（専門職）の学位を授与される9名の皆

さん、博士の学位を授与される189名の皆さん、誠に

おめでとうございます。

学位を授与される皆さんの中には、164名の留学生が

含まれています。累計すると、京都大学が授与した修士号

は81,428名、修士号（専門職）は1,861名、法務博士

号（専門職）は2,258名、博士号は45,039名となります。

列席の理事、副学長、研究科長、学館長、学舎長、教育部長、

博士課程教育リーディングプログラムコーディネーター

をはじめとする教職員一同とともに、皆さんの学位取得

を心よりお祝い申し上げます。

京都大学が授与する修士号や博士号には、博士（文学）

のように、それぞれの学問分野が付記されており、合計

23種類もあります。また、8年前からリーディング大学

院プログラムが始まり、これを受講し修了された皆さん

の学位記には、それが付記されています。これだけ多様

な学問分野で皆さんが日夜切磋琢磨して能力を磨き、そ

の高みへと上られたことを、私は心から誇りに思い、う

れしく思います。本日の学位授与は皆さんのこれまでの

努力の到達点であり、これからの人生の出発点でもあり

ます。今日授けられた学位が、これから人生の道を切り

令和元年度大学院秋季学位授与式 式辞
2019年9月24日
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の樹」が枝を広げ、最上部には未来都市の模型が立ち並

びます。まさに古代から未来へ至る生命の流れを象徴す

る塔でした。昨年三月から万博記念公園で一般公開され

ていますから、万博を経験されていない若い世代の方々

も見ることができます。

さて、それから50年後の今日、あの万博で予想した

ような社会に私たちは生きているのでしょうか。たしか

に、科学技術は急速な進歩を遂げ、とくに情報通信技術

は予想をはるかに超えて人々をつなぐようになりました。

物や人の動きは国境を超えて加速し、世界の動きはどこ

にいても手に取るようにわかる時代になりました。生命

科学の成果や農業技術の進展により、栄養価が高く、安

全で収量の多い栽培植物や、成長が早く美味な肉や魚の

量産ができるようになりました。医療技術の発展により、

病気の早期診断や新しい薬の開発が進み、医療ロボット

が的確で安全な手術を実施し始めています。自動運転を

可能にするドライバーモニタリングシステムやスマート

シティセンシング、カメラとAIを用いた商品識別技術、

多言語自動翻訳技術、災害情報分析技術など、新しい

技術が次々に実用化され、私たちの暮らしを大きく変え

つつあります。しかし、現代の科学技術はまだ気候変動

や自然災害を防止し、コントロールすることはできませ

ん。近年、世界中で大きな災害が頻発しています。日本

でも、普賢岳や三宅島、桜島、口永良部島などの噴火、

阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震などの大地震、

さらに台風や豪雨、豪雪による被害が毎年のように列島

を直撃し、多数の死者を出し、居住環境や産業施設の崩

壊をもたらしました。その復興には多大な労力と時間、

資金を要し、多くの人々が財産や住宅を失って苦しむこ

とになりました。とくに、2011年の東日本大震災は津

波による被害で福島第一原子力発電所の炉心が溶融して、

周辺地域に大規模な放射能汚染を引き起こしました。こ

れは1979年の米国のスリーマイル島、1986年のソ連

のチェルノブイリに匹敵する原子力発電所の重大事故で

あり、その放射能汚染が長期にわたって居住が制限され

る帰還困難区域を生み出し、人々に健康被害を引き起こ

すことがわかってきました。世界では原子力発電を見直

す動きが広がり、日本でも多くの原子力発電所が停止し

て、その安全性について詳しい点検が行われています。

また、近年は世界で国家や政治の枠組みや国際関係の

大きな変化があり、グローバリズムの進展が妨げられ、

世界の調和が崩れようとしています。1989年のベルリ

ンの壁崩壊に象徴されるように東西冷戦が終結し、世界

は融和に向かうかに見えました。しかし、民族間、宗教

間の対立は解消せず、世界各地で次々に大規模な武力衝

突が起き、国が分裂し、新しい体制に組み替えられまし

た。不特定多数の人々を標的にした新しいタイプのテロ

活動が登場し、ドローンなどの遠隔操作が可能な兵器が

使われるなど、人々を大きな不安に陥れています。さらに、

気候変動や紛争の影響を受けて、大量の経済難民が国境

を越えて流入し、その反発から排外主義が台頭し、核兵

器や貿易をめぐる国際協定からの離脱、資源をめぐる覇

権争いが激化するなど、多数の問題が浮上しています。

＊

イスラエルの歴史学者のユヴァル・ノア・ハラリは、

3年前に『サピエンス全史』という本を出し、言語の登場

に始まる認知革命によって宗教、国家、お金という虚構

を作り出したことが、これまでの人類の繁栄につながっ

たことを示しました。資本主義こそグローバルな視野と

倫理体系を持ち、 全世界を制覇した唯一の宗教であり、

世界中の政府が経済成長という思想に取りつかれている

というのです。そして、生命の本質がDNAであること

が判明した今、生物も人間も生化学アルゴリズムやネッ

トワークシステムの集合体とみなされるようになりまし

た。「自由意志を持った個人」というヒューマニズムの

前提が幻想であったとされ、これからは生命すらも情報

の操作によって生み出されるデータイズムの時代と言わ

れるようになったのです。昨年出版した『ホモ・デウス』

という本で、ハラリはこう述べています。人間はこれま

で苦しめられてきた飢餓、病気、戦争という大きな課題

を20世紀の終わりまでにほぼ克服できる見通しを立て

た。21世紀の人間が目指すのは、 新たな 3 つの課題、

すなわち神の手、不死、幸福だというのです。たしかに、

生命科学によって新しい生命を作り出すことに成功した

人間は、神の手を持ったといえるかもしれません。遺伝

子編集や生命工学によって人間の強靭さが拡大すれば、

やがて不死の身体を手に入れることが可能になるかもし

れません。人間の頭脳をそっくり人工知能に移し替える

ことができれば、脳死が人間の死とみなされている現状

では、不死という判断が可能です。ただし、幸福だけは

定義があいまいで、目標がはっきりせず、科学技術だけ
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今後、ICT技術の発展によりフィジカルな空間とヴァー

チャルな空間の融合が顕著になるでしょう。大学はそれ

を人間に幸福をもたらすように調整するシンクタンクや

コミュニティとしての役割を果たしていかねばなりませ

ん。AIとITは人間の道徳的な生活にも浸透してくるで

しょうが、芸術や人間の感性が科学技術の行き過ぎを押

しとどめる最後の防波堤となることは否定できません。

私たちは今豊かな情報に恵まれながらも、個人が孤独で

危険に向き合う不安な社会に生きています。仲間と分か

ち合う幸せな時間はAIには作れません。それは身体に

根差したものであり、効率化とは真逆なものだと私は思

います。情報には感性がなく、目的に沿っていかように

でも作り変えることができます。情報には高い利便性が

ありますが、それは人間の身のたけに合ったものではあ

りません。ですから私たちは、身体性に根ざした幸福感

を賢く組み込むような「超スマート社会」を構想する必

要があります。それには文理の境界を越えた深い教養と

時空を自在に往還する幅広い知識が不可欠になります。

本日、学位を授与されるみなさんは京都大学で培った

高い能力を駆使して、ぜひこの困難な時代に叡智の花を

咲かせてほしいと思います。学問をするには、その時代

への感性を持つことが重要です。くわえて、どんな学問

を収めるにも幅広い教養と基礎が必要です。未知の領域

や新しい課題を発見する力は、小さいころに自然に遊ん

だ経験や、異分野で培った見識が育ててくれることがあ

るのです。しかし、今や世界中で科学に向き合う姿勢が

画一化され、とくに技術と結びついて、社会にすぐに役

立つイノベーションのみが求められる風潮にあります。

自分の学問分野だけでなく、他の分野の知識や芸術的な

感性を幅広く取り入れて、それぞれの研究者が独自の科

学的直観を持つことが重要だと思います。

ここに集った皆さんも、京都大学での研究生活を通じ

て、他の分野に広く目を向け、活発な対話を通じて、独

自のアカデミックな世界を作り上げたことでしょう。そ

れは京都大学で学んだ証であり、皆さんの今後の生涯に

おける、かけがえのない財産となるでしょう。また、皆

さんの学位論文は、未来の世代へのこの上ない贈り物で

あり、皆さんの残す足跡は後に続く世代の目標となりま

す。その価値は、皆さんが京都大学の卒業生としての誇

りを守れるかどうかにかかっていると思います。たいへ

ん残念なことですが、昨今は科学者の不正が相次ぎ、社

会から厳しい批判の目が研究者に向けられています。皆

さんが京都大学で培った研究者としての誇りと経験を活

かして、どうか光り輝く人生を歩んでください。

本日は、まことにおめでとうございます。

で達成できるかどうか定かではありません。幸福は個人

的なものではなく、他者とのかかわりがその在り方に大

きな影響をもたらすからです。

これから私たちは科学技術だけでなく、人間や社会の

在り方をしっかりと見つめ、自然と文化の調和がとれた世

界を構築していかねばなりません。情報通信技術（ICT）

が縦横に張り巡らされ、物がインターネットで繋がれる

（IoT）時代です。大量の情報が人工知能（AI）によって

分析され、効率の良い暮らしが可能になります。これま

でのように資源や物質ではなく、知識を共有し集約する

ことで様々な社会的課題を解決し、新たな価値が生み出

される「知識集約型社会」が到来します。経済も人の動

きもより活発になり、分散や循環が社会や産業を動かす

力となります。そういう未来社会では、多様性や創造性

のほかに、グローバルな倫理観に基づく自己決定力や調

整能力が必要とされるでしょう。今後の地球や社会の変

動を確実に予測することは難しいと思います。しかし、

プラネタリー・バウンダリーで警告されているように、

人口が増え、人為的影響が加速する現代の状況を続けて

いけば、温暖化によって自然災害が頻発し、汚染が進ん

で人間の住める環境が減少し続けることは目に見えてい

ます。パリ協定に基づいて立てた各国の達成目標を確実

に実行し、SDGsを世界共通の課題として解決を目指し

ていくことが不可欠になります。これからのみなさんの

活躍が地球や人間の将来を大きく動かしていくのです。

＊

本日学位を授与された論文の報告書に目を通してみる

と、京都大学らしい傾向が見えてきました。多様で重厚

な基礎研究が多いという印象とともに、近年の世界の動

向を反映した内容が目に留まります。グローバル化にと

もなう異文化との交流、多文化共生、人の移動や物の流

通、地球規模の気候変動や災害、社会の急激な変化にと

もなう政治や経済の再編、心の病を含む多くの疾病に対

する新しい治療法などです。これらの論文は、現代世界

で起こっている社会問題や、これまでに未解決であった

諸課題に鋭い分析のメスを入れ、その解決へ向けて新た

な証拠や提言を示すということで共通しています。確か

なデータに基づく深い考察から発せられたこれらの知見

は、未来へ向けての適切な道標となると思います。タイ

トルを見ただけでも、詳しく内容を知りたいという気持

ちをかき立てられる論文や、私の理解能力を超えるよう

な新しい研究が学位論文として完成されており、私はそ

の多様性に驚きの念を禁じえませんでした。この多様性

と創造性、先端性こそが、これからの世界を変える思想

文化や科学技術に結びついていくと確信しています。
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

研究所や教育研究センターがあって、3,000人もの教員

が日夜自分の学問分野で独自の考えに磨きをかけている。

それぞれの教員はよく知り合って共同研究をする間柄も

あるが、全く会ったこともない人たちもたくさんいる。

しかも、全く関係なさそうな学問でも、どこかで繋がっ

ていて、ときとして予想もしなかったような分野が結び

つくことがある。例えば、それまで無縁だった発生学と

医学が結びついてiPS細胞研究という新しい学問分野が

生まれ、山中伸弥さんがノーベル賞を受賞するようなこ

とが起こる。

そう、大学はジャングルと同じように常に新しい種、

すなわち学問が生まれる場所なのである。それは、さま

ざまな学問が出会い、教員たちが自分の領域を超えて対

話し、新しい考えを生み出そうとしているからだ。そし

て、新しく生まれた学問は大学を飛び出して、その能力

を世界で試していく。京都大学が日本各地にたくさんの

研究所やセンターを持っているのは、新しい学問の種子

を発芽させようと努力してきた結果である。霊長類研究

所や生存圏研究所、こころの未来研究センター、野生動

物研究センターなど、新しい学問の気風に満ちあふれて

いる。

そういった大学における多様性や調和を安定的に保と

うとすれば、ジャングルの豊富な光と水に匹敵するもの

が必要である。それは世論とお金だ。京都大学には毎年

5,000人近い学生が入学してくる。高校を卒業したばか

りの学生もいれば、他の大学で学び、高度な学問を学ぼ

うと大学院に入学してくる学生もいる。それぞれに大き

な期待を京都大学に抱いているし、自分が将来活躍する

姿を夢に描いている。そして、大学卒業後に彼らを受け

入れる産業界や省庁などさまざまな組織も、大学で彼ら

が身に付けてくる能力に高い関心を示す。さらに、イノ

ベーションの創出を目指している企業や、たくさんの課

題を抱えている自治体なども、大学で新しい発想や解決

策が得られることを期待している。これらの期待や大学

に対する信頼があって、多くの優秀な学生が入ってきて

くれるのである。

長らくアフリカの中央部で野生のゴリラの調査を行っ

てきたので、ゴリラの目から人間社会を眺める習慣が身

についてしまった。大学の総長に就任してもうすぐ3年

になるが、ゴリラの目から見ると大学はジャングルのよ

うなものだと思う。

ジャングル、すなわち熱帯雨林は地上で最も生物多様

性の高い場所である。多種多様な植物、昆虫、爬虫類、鳥

類、そして哺乳動物が共存している。年中どこかで色と

りどりの花が咲き、おいしそうなフルーツがなって、動

物たちを引きつける。昼には色鮮やかな蝶や鳥たちが舞

い飛び、夜にはカエルや虫たちの合唱が闇にこだまする。

人間に系統的に近いサルや類人猿もその仲間である。

サルたちの種類は赤道直下の熱帯雨林に最も多く、緯度

が高くなるにしたがって少なくなるし、それぞれの種の

分布域が広くなる。これは、熱帯雨林の真ん中では新し

い種類のサルが誕生していて、たくさんのサルたちがひ

しめき合って分布域を広げられないでいることを示して

いる。そのなかで新しい特徴を獲得した種がジャングル

を離れ、新天地へと旅立っていくのだ。人間もそうした、

進取の気性を備えた種の一つだったに違いない。

これらの膨大な数の植物や動物たちは、互いのことを

よく知っているわけではない。密接な関係を保っている

種もあるが、全く関係を持たず、出会ったこともない種

もたくさんいる。しかし、ジャングルは一つの生態系と

して安定を保っている。大木が倒れたり、外からたくさ

んの渡り鳥がやってきたとしても、すみやかにその変化

は修正され、調和と安定を取りもどす。それは、ジャン

グルが豊潤な光と水に恵まれているからである。植物の

生育に光と水は不可欠だ。その植物が提供する葉や果実

や樹液を食べている植食動物たち、そしてその動物たち

を食べる肉食動物たち、動物たちの排泄物や死骸を食べ

ている分解動物たちが調和を保っているのがジャングル

なのである。

そのジャングルのあり方に、京都大学のような総合大

学はよく似ている。まず大学は多種多様な学問から成り

立っている。京都大学には10学部、18大学院、35の

大学はジャングル
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自己資金を増やして行くことが不可欠になる。

地球規模の気候変動や環境汚染によって、ジャングル

は崩壊の危機にある。同じようにグローバルな世界の動

きと財政難によって大学も存亡の危機にある。新しい種

とイノベーションを創出する源泉を今支えなければ、地

球の未来も日本の将来もしぼんでしまうのではないだろ

うか。大学の総長はそのフィクサーであり、知の猛獣た

ちに力を発揮させる仕掛け人である。ぜひ、大学という

生態系を維持すべく努力したいと思う。

その期待に応えるためには、最先端の学問を実施でき

る環境と世界で活躍する高度な知識と技術を持った研究

者を擁しておかねばならない。科学技術はどんどん刷新

されるので、それにともない設備や装置は最新のものに入

れ替える必要があるし、新しい知識や考えを持つ研究者

の交流の場を用意しなくてはならない。そのための設備

費や研究費は膨大な額に上るし、電光熱費や電子ジャー

ナル購読費など必要経費は年々増加している。ところが、

国から支給される運営費交付金は年々削減されている。

これからは、寄附や産業界からの投資を促進して大学の

育研究評議会の役割、学長の権限強化を盛り込んだ国立

大学法人法の改正、年俸制を推進する制度改革、指定国

立大学法人制度、国立大学法人ガバナンス・コードの制

定など、多くの動きがあった。さらに、18歳人口の減

少によって大学の入学定員を減じることが文科省から提

案され、各大学が定員の変更を含めて将来像を描き、文

科省と個別に対話することになった。だんだん国大協が

一枚岩ではなくなるとの懸念が強まっている。

この間、さまざまな委員会が政府の下に立ち上がり、

大学改革を議論した。経済財政諮問会議、未来投資会議、

人生100年時代構想会議、まち・ひと・しごと創生会議、

中央教育審議会、CSTI、産官学による大学支援フォー

ラム（PEAKS）などである。財務省も財政制度審議会で

大学改革を焦点にした議論を展開し、文科省に国立大学

改革の急展開を迫った。ここでの議論を概観すると、日

本の産業界はイノベーションが起きなくなり、ユニコー

ン企業も少なく、世界から周回遅れとなっている。この

原因は研究力の低下にある。とりわけ、論文数などの研究

力の指標から判断すると、これまで日本の研究力を担っ

てきた国立大学の力が低下している。それは、国立大学

が産業界と連携せずに基礎研究ばかりを重視し、応用研

究や技術・製品開発から目を背けてきたことが原因であ

る。この劣後状態を打開するためには大学の経営力を強

化して産学連携を促進することが不可欠であり、大学を

運営重視から経営重視に作り替えねばならない。そして

改革の焦点は、日本の研究力の中心を担い、多くの税金

を投入している国立大学になる。国として最も改革の手

を入れやすい対象であるからだ。

京都大学の学長に就任後、1年も経たないうちに里見

進会長の下で副会長を2年、引き続き会長を２年、合計

4年を国大協の執行部で務めさせていただいた。おまけ

に会長職の間に日本学術会議の会長も兼任して3足のわ

らじを履いたので、どれひとつ精力を集中できなかった

ように思う。ここに記してお詫びを申し上げたいと思う。

ただ、どの組織も理事や副会長の方々が大変有能で、自

ら旗を振っていただけたことは私にとって幸運であった。

また、日本学術会議はもとより、総合科学技術・イノベー

ション会議（CSTI）など数々の委員会に参加し、違う立

場から国立大学を支えることができたのも私にとっては

大きな力になった。これらの機会を通じて、学術の在り

方や大学の運営について多くを学んだように思う。

私が執行部に関わった時代は、一言でいえば国立大学

の分類と差別化が進み、経営体としての組織改革が強化

されていく転換点だった。2015年6月に下村博文文科

大臣による「教員養成系・文系学部・大学院の廃止、転換」

要請に始まり、文科省は国立大学を「地域のニーズに応

える人材育成・研究を推進する大学」、「分野毎の優れた

教育研究拠点やネットワークの形成を推進する大学」、

「世界トップ大学と伍して卓越した教育研究を推進する

大学」という3つの枠組みに分類。運営費交付金を毎年

1 ～ 1.6％削減して、それぞれの枠組みに応じたKPIを

出させ、評価に応じて機能強化経費を競争的に配分する

こととした。私が会長職を担ってからは、運営費交付金

の約1割を共通指標に基づき傾斜配分することになり、

各大学がその指標に基づく成果を上げることに注力しな

ければならなくなった。経営協議会の外部委員規定、教

国立大学の新しい在り方を問う時代
国立大学協会70周年記念誌（2021年3月発行）
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しかし、この論理はおかしい。そもそも大学との連携

を拒んできたのは産業界なのだ。しかも、産業界が世界

の周回遅れになったのは企業の経営方針の失敗にある。

20世紀の前半、ヨーロッパと米国は企業がリニアモデ

ルを採用して成果を上げていた。リニアモデルとは基礎

研究から応用研究、技術開発、製品開発・販売、市場の

拡大に至るまで一つの企業が担う方針で、米国を中心に

大企業が次々に採用して基礎研究に多額の資金を投じた。

しかし、やがて基礎研究があまり製品開発に結び付かな

いことを悟った米国の産業界はリニアモデルを放棄し、

中央研究所を次々に廃止し始めた。そこで登場したのが

シリコンバレーで、1970年代の初め頃から基礎研究や

応用研究を小さな組織が分担してイノベーションを起こ

すようになった。スタンフォード大学はその核となり、

大学発のベンチャーを続々と立ち上げて新しい発想や技

術を大企業とつないだ。米国政府もそれを後押しすべく、

1980年にバイドール法を発令して公的な資金による技

術開発でも大学に特許権を与え、1982年にはSBIR（中

小企業技術革新制度）を設けてベンチャーの育成を促進

した。

ところが、日本は高度成長期にあって米国を抜く勢い

の経済成長を達成しつつあったため、企業は日本型の経

営組織（一括採用、年功序列、終身雇用）とリニアモデル

にこだわり続けた。このため大学を人材供給の場としか

見なさず、学生の能力をほとんど問わずに大学のブラン

ドで採用し、採用後の社員教育を通して産業界に適応さ

せる方針を取ってきた。日本の企業が今もなお大学院教

育を軽視し、せいぜい修士課程までの学生しか採用しよ

うとしないのもこの時代の名残である。さらに日本はバ

ブルの時代を迎え、欧米の企業が基礎研究を放棄したこ

とを見て、将来の失敗につながる暴挙だと非難する企業

が多かったという。しかし、1995年にバブルが崩壊し、

日本の企業もその誤りに気付く。1996年には日本の企

業が一斉に中央研究所を廃止し、企業の研究力がすぐに

落ち始めた。当時、日本の理工系の研究者の4分の3は

企業に属していたから、その負の影響は明らかであった。

大学の学位取得者が行き場に困った事態を重く見て、文

科省はポスドク1万人計画を立てて、科学立国日本の将来

を支えようとした。しかし、政府の対策は遅れ、1999年に

なって日本版SBIR制度と日本版バイドール制度が施行

された。米国より実に20年も遅れている。しかも、日本の

SBIR制度は中小企業の倒産を防ぐ効果はあったものの、

ベンチャーの育成にはつながらなかった。さらに、政府

は財政難により公的機関の民営化を加速し、2004年に

は国立大学が法人化された。衆院の附帯決議「国は、高

等教育の果たす役割の重要性に鑑み、 国公私立全体を

通じた高等教育に対する財政支出の充実に努めること」

に反して運営費交付金の削減を毎年のように断行した。

その結果、大学の研究力も落ち始めた。運営費交付金の

削減によって人件費が削られ、教員の雑用が増えて、研

究者の数と研究時間が減ったことが論文数の減少につな

がったことは明らかである。

これらの歴史を総括すれば、1970年代から続いた産

業界の経営改革の遅れが世界からの劣後を招き、それが

若い研究者のポストを奪い、政府のベンチャー育成の政

策の遅れと失敗、それに大学改革の方針の誤りが大学の

研究力をも落とす原因となったと言える。大学だけにイ

ノベーションの欠落と研究力の低下の責任を押し付ける

のは大きな間違いなのである。もちろん、大学側に責任

がなかったとは言えない。戦後長らく大学は基礎研究に

重点を置きすぎ、産学連携を嫌い、論文を書くことばか

りを教員の業績と見なしてきた。欧米のように、産業界

で研究者が活躍できるルートを自ら開拓する努力を怠っ

てきたことも事実である。1991年の大綱化によって教

養教育が軽視され、大学院重点化によって教員が学部教

育よりも大学院教育に熱意を傾け、その結果として狭い

専門の学問に閉じこもってきた傾向がないとは言えない。

しかし、この反省はすでに1990年代から始まっており、

各大学では教養・基礎教育を再編して、学生が学びやす

いように履修コースを整理し、アクティブラーニングや

キャップ制を導入するなど多くの工夫を重ねている。そ

ういった改善の努力を検証もせず、産業界と政府が一斉

に国立大学改革に声を張り上げるのは本末転倒としか言

いようがない。

財務省や文科省から改革の圧力が強まる中、私は永田

恭介副会長（筑波大学）に座長をお願いして、2019年1

月に「高等教育における国立大学の将来像」をまとめた。

ガバナンス改革、人事給与改革、産官学推進による共同研

究推進のために3つのWGを立ち上げて、それぞれ永田

副会長、松尾清一副会長（名古屋大学）に座長を務めて

いただいた。また、大きな課題である男女共同参画と広報

については室伏きみ子副会長（お茶の水女子大学）、さら

に長年の課題であった入試における記述式問題導入につ

いては岡正朗副会長（山口大学）にお願いした。いずれ

も困難な課題であり、国立大学の個性を失いかねない危

機にあってずいぶんご苦労されたと思う。広報では全国

知事たちの支援や、地方での取り組みを多く取り上げて

いただいた。財務省の強引な改革案とかなり偏向の強い

統計資料に対しては、国大協の木谷雅人常務理事や山本

健慈専務理事を中心に正しいデータを出して立ち向かっ
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ていただいた。おかげで何とか国立大学の自律原則に踏

みとどまれたと感謝している。

国大協の支援には、自民党と公明党による国立大学（後

に国公立大学）振興議員連盟を結成していただき、財務

省に対して財政支援や税制改革を強く訴えていただいた。

大変ありがたく思っているが、なかなか財務省には響か

ず、切羽詰まった気持ちでいたところ、議員の方から「も

うムシロ旗を立てて国会を取り巻くしかないんじゃない

か」と言われた。その言葉に背中を押された私は、続い

て議員連盟と財務省に陳情に行った際、神田眞人次長と

ぶつかってつい声を荒げてしまった。ちょうどそこにい

た新聞記者にその場面が取り上げられ、報道されて話題

になった。それがきっかけとなって読売新聞の異見公論

の連載が始まり、大学人、官僚、産業人など多彩な顔触

れが登場して大学改革を論じることになった。私は第1

回目で、かなり語気荒く論じたことになっている。少し、

言い過ぎたかと思うが、大学改革の危うさと実態が社会

に伝えられた意義はあったように思う。

CSTIでも大学改革は大きな焦点になり、私は日本学

術会議の総力を結集して科学技術政策への人文・社会科

学の導入、基礎研究の重要性、若手研究者や女性研究者

の支援を訴えてきた。それが功を奏して文科省や内閣府

の政策に反映しつつある。また、経団連と国公私立大学

との間で始まった「採用と大学教育の未来に関する産学

協議会」も山口宏樹埼玉大学長に大学側の座長になって

いただき、この3月に報告書を取りまとめた。産業界と

大学の軋轢が解消し、双方が納得し合って明るい未来の

ために人材育成に協力する道が開けたと思う。

国立大学は変わらねばならない。しかし、それは同時

に産業界や政府の方針の変化を伴わねばならない。国大

協で学んだのは、官僚は過去を絶対に反省しないという

ことだ。大学改革について、財務省は銀行の合併を、文

科省は小中学校の統廃合をモデルにしている。いずれも

スケールメリットと効率性、生産性を重視する考えで、数

値目標を立てて競わせ、厳格な評価に基づいて生産性の

低い組織を削減していこうという方針である。しかし、

大学という自律的な教育と研究の現場にはその考えはな

じまない。これから不確定性の高まる時代で活躍する人

材を育てるためには、均一な教育方針や近視眼的な研究

目標ではいけない。自由で創造的な、そして深い思慮に

富んだ包摂的な能力を育成するために、社会への出口を

担う大学はどうしたらいいか、私たちは多様なステーク

ホルダーと対話をしながら考えていく必要がある。今の

官僚たちは政府に人事を握られ、保身に走って自由に発

想を展開できていないように思う。政策を作るのは官僚

であるが、私たちも率先して政策を提案し、未来の高等

教育をいっしょに創らねばならない。このままでは日本

は低学歴社会になる。広く社会に高等教育の重要性を訴

えて、自律的で自由な発想のできる大学づくりを怠って

はならないと思う。
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

新年の抱負
仕事始めの日にしたためる「今年のひと言」

群猿を駆りて猛虎を撃つ
本日が本学の仕事始めということで、新年の抱負として今年のひと言を

書きました。

「群羊を駆って猛虎を攻む」という言葉がありますが、京都大学が有する、

自由で独創的な発想や英知を結集して立ち向かえば、世界のどんな難局に

も必ず解決策が見えるはず！という意味を込めました。

そんな気概をもって、教職員一同とともに頑張ってまいりますので、本

年も京都大学をよろしくお願いします。

自由自在
今年の一筆は、「自由自在」。（申年ですが、ゴリラのイラスト付き）

今年は申年です。古くからニホンザルは神の使いとされ、山岳信仰とと

もに畏怖の対象とされてきました。春になると山から下りてきて、田の神

に山の神の便りを伝え、秋になると山へ戻っていく。

そんな自由自在で活発なサルのように、私たちも、京都大学の精神であ

る「自由の学風」をさらに高め、研ぎ澄ましていこう、という気持ちを託

してみました。

「自由の学風」とは、学生にとっては「学ぶ自由」、教員にとっては「教育

する自由」や「研究する自由」を意味すると私は思います。

学生、教職員が、それぞれの自由を大いに満喫しながら、自由自在に、

されど一致団結して夢のある明るい未来を築けるよう全力で頑張ってまい

ります。

2016年

2015年

新
年
の
抱
負
　
　
仕
事
始
め
の
日
に
し
た
た
め
る
「
今
年
の
ひ
と
言
」
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火の鳥になって いざ
今年の干支は酉です。

アフリカの逸話によると、昔、鶏は森の中に住み、猛獣のヒョウも恐れ

るほど権勢を誇っていました。それは頭に火を燃やしていたからです。し

かし、あるときヒョウの子どもが母親と一緒に、昼寝を決め込んでいる鶏

にそうっと近づき、頭の炎に触れてみると、なんと冷たいとさかでした。

以来、森の動物たちは鶏を恐れなくなり、鶏はヒョウを怖がって人間のも

とに身を寄せるようになったというのです。

今年は頭に本当の火を掲げた鶏になって野生をとりもどし、森の中に分

け入ってみよう。京都大学の学生、研究者、教職員も野生に戻り、力強く

飛躍しようという思いを込めました。

頭にかざした炎で世界を照らす、そんな火の鳥のような京都大学を目指

します。

賢く群れる
今年は戌年です。イヌと言えば、リーダーに忠実で上下の関係をよくわ

きまえて行動することが知られています。人間との付き合いも長く、忠実

な友として人間圏の奥深くまで入って暮らしてきました。私が長らく調査

してきたサルとは「犬猿の仲」と称されて相性が悪く、それは昔から野荒

しをするサルをイヌによって追い払ってきたためだと考えられます。

イヌもサルも群れで暮らしますが、群れの作り方はまるで違います。イ

ヌは、リーダーを中心に狩りをするために統率のとれた体制になっていま

す。一方、植物食のサルは狩りをせず、あちこちに点在する果実や葉を効

率よく安全に食べるために群れを作っています。食べるときには仲間と競

合しないように分散し、休むときは安全を期すために集まります。人間は

系統的にサルと近く、イヌのようにリーダーに忠実な統制のとれた集団を

作るのは苦手なはずです。

さて、俗に「京大生は群れない」とよく言われますが、その真の意味は「京

大生は自立独立の精神を持ち、仲間にむやみに迎合しない」ということだ

と私は思っています。初代総長の木下廣治は「自重自敬」という言葉を残

し、自らを重んずる心は互いに尊重しあう心に通じることを説いています。

これは「対話を根幹とした自由の学風」という本学の伝統的な精神風土を

生み出しました。むしろ、京大生は「闊達な対話を通じて、他者に頼らな

い自由な発想を磨くために集まる」ことを好むはずなのです。

私たち大学で働く教職員も、それぞれの強みや個性を尊重しながら、喜び

も苦労も分かち合い、同じ目的に向かって一緒に歩んでいきたいと思います。

2017年

2018年
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2020年

2019年 猪突猛進を止める
今年は亥年であります。猪と言えば猪突猛進という言葉をすぐ頭に浮か

ばれると思いますが、私はこの猪突猛進を止めるというのを今年の合言葉

にしたいと思っています。

昨年から、非常に大学改革の動きが早くなってきており、私は今年が大

学改革の本丸になるのではないかと思っています。

しかし、京都大学はこの動きの中で我武者羅に走るのではなく、きちん

と腰を据え、先を見て地道な改革をしながら、この激動の世の中でしっか

りと自立し未来を支えていける人材を育てるということを大きな目標にし

なければなりません。

そのためにやはり教職員一同心を一つにして、長い道のりをきちんと見

据えながら、しっかりした計画をたてていかなければならないと思います。

昨年、本庶佑 高等研究院副院長・特別教授がノーベル生理学・医学賞

を受賞しました。これは科学研究費の増額や国際的な評価につながる日本、

ひいては世界に多大な影響を与える結果になりました。

本庶副院長・特別教授の尽力もさることながら、教職員が一丸となって

地道ながら進めてきた結果、結びついた大きな力であると私は考えます。

最後に、私の任期ももう2年を割りましたので、この2年弱の間にどれ

だけ次の世代にきちんと京都大学という大きな財産をつなげるかという

ことを、もう一つの目標にしていきたいと思います。

小さき命を遊ばせる
今年は子年であります。ねずみは非常に小さな存在ですが、繁殖力が高

くてどこにでも姿を現し、この世でインパクトが強い存在とも言えます。

そういった「小さき命を遊ばせ」ながら、大きなインパクトを世界に与え

ていこうというのが今年のテーマです。

さて、京都大学は「自由の学風」そして「自由な対話」を尊重するなかで、

創造の精神を育んできました。今は自由を謳歌するだけでなく、社会に対

して説明責任を負う時代であり、様々な倫理上の責任が大学にはあります。

しかし、規制を厳しくして監視するのではなく、互いに励まし合い、情報

を交換し合って間違いを犯さないように予防することが大切です。

昨年の吉野彰先生、一昨年の本庶佑先生のノーベル賞受賞をはじめ、京

都大学は今、世界に冠たる存在として注目を浴びる存在になりつつありま

す。私たち自身が世界を先導するという自負を持って、襟を正していかな

ければなりません。そして、世界の情勢を見つめ、他の多くの機関と連携

し、大学の将来を見据えながら、歩んでいかなければなりません。

あと2年と少しで京都大学は125周年を迎えます。昨年、それに向け

て「京大力、新輝点。」という新たな標語を考えました。この「輝点」には「起

点」および「機転」という2つの意味も込められています。ねずみのように

点は小さいけれど、磨けば輝き、集まれば大きな力を発揮します。

知の拠点として、そして様々な創造性を育むキャンパスとして、日本の

先端、そして世界の先端を歩まなければならないということを肝に銘じて、

これからも京都大学を盛り立てていきたいと思います。

新
年
の
抱
負
　
　
仕
事
始
め
の
日
に
し
た
た
め
る
「
今
年
の
ひ
と
言
」
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

京都大学の改革と将来構想
（WINDOW構想）

京都大学は創立以来、自由の学風のもと対話を根幹とした自主独立と創造の精神を涵養し、多元的な課題

の解決に挑戦して、地球社会の調和ある共存に貢献すべく、質の高い高等教育と先端的学術研究を推進して

きました。学問を志す人々を広く国内外から受け入れ、国際社会で活躍できる能力を養うとともに、多様な

研究の発展と、その成果を世界共通の資産として社会に還元する責務は、ますます重要になりつつあります。

一方、地球環境の悪化や民族間、宗教間の対立の激化、国際資源競争や金融危機、社会格差や生活の不安

などの20世紀的課題は、解決されないまま21世紀に持ち越され、一層問題が大きくなっており、世界の情

勢とわが国を取り巻く状況は急速に変化しています。わが国の人口動態の変化と基礎的財政収支の不均衡に

ともない、国立大学は、新たな運営形態や組織改革を求められるようになりました。特に、国からの運営費

交付金は大学改革促進係数等によって毎年減少し、本学を取り巻く財政状況は一層厳しくなりつつあります。

そこで、第3期中期目標・中期計画を見据えた改革の加速期間であった平成26年度に、大学が直面してい

る状況を正しく認識した上で、その改革に向けて指針を提示し、今後の実行計画を立てることにいたしました。

まず私は、こうした現況に鑑み、京都大学が歩む指針として以下に述べる「WINDOW構想」を平成27年

度に打ち出しました。大学を社会や世界に開く窓として位置づけ、有能な学生や若い研究者の能力を高め、

それぞれの活躍の場へと送り出す役割を大学全体の共通のミッションとして位置づけたいと思ったからです。

大学の教育とは、知識の蓄積と理解の向上だけを目指すものではなく、習得した知識や技術を用いていかに

新しい発想や発見を生み出せるようになるかが問われるものです。その創造の精神を教職員と学生が一体と

なって高めるところにこそ、イノベーションが生まれるのです。すべての学生がみな同じ目標に向かって能

力を高めたとしてもイノベーションには結び付かないでしょう。違う能力が出会い、そこで切磋琢磨する場

所が与えられることによって、新しい考えが生み出されていくのです。京都大学では、単に競争的な環境を

作るのではなく、分野を超えて異なる能力や発想に出会い、対話を楽しみ協力関係を形作る場を提供してい

きたいと考えています。そういった出会いや話し合いの場を通じて野生的で賢い学生を育て、背中をそっと

押して彼らが活躍できる世界に、開いた窓から送り出すことが、私たち京都大学の教職員の共通の夢であり、

目標であってほしいと思います。その「窓」にちなんで、WINDOWという標語を作りました。

そしてこの度、「WINDOW構想」の改定を行いました。同構想のこれまでの実績や社会環境の変化を踏

まえて、京都大学が今後より一層注力する施策を検討し、新たに盛り込んでいます。また、平成29年度に

指定国立大学法人に指定され、新たに開始した多数の試みも取り入れました。

本構想では、新たな方針・施策だけでなく、継続して取り組むものについても、その理念や内容を十分に

踏まえながら、さらに発展させようと考えております。今後も引き続き、皆様の積極的なご意見を頂戴した

いと思っております。

京都大学総長　山極 壽一

世界や社会に通じた窓を開け風通しをよくし、
野生的で賢い学生を育てることが 
私たち京都大学の共通の夢であり、目標です。

（『京都大学の改革と将来構想（WINDOW 構想）』2018 年 3 月改定版より）
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W はWild and Wise。すなわち野生的で賢い学

生を育てようという目標です。現代の学生は内

にこもりがちで、IT機器を常時持ち歩き、狭い仲間うち

だけで絶えずつながりあう傾向にあると言われています。

そのため、ひとりよがりの判断でよしとしてしまう風潮

が広がりつつあります。理にかなう優れた選択や行動を

実施するためには、情報を正しく読み、自分ばかりでな

く他者の知識や経験を総動員して自己決定する意思を強

く持つことが必要です。大学キャンパスの中はもちろん

のこと、それ以外にもこうした対話と実践の場を多く設

け、タフで賢い学生を育てようと考えています。

I  は International and Innovative。 国際性豊か

な環境の中で、常に世界の動きに目を配り、世界の

人々と自由に対話しながら、時代を画するイノベーショ

ンを生み出そうとするものです。海外の大学や研究機関、

産業界等を通じた多様な交流を通じて、これらの動きを

作り出そうと考えています。

WINDOW構想に掲げる6つの目標 （2018 年3月改定時のもの）

学生主体で自発的な創意・創造性を活かせるような
教育プログラムを充実させ、学生本位の視点に立っ
た教育の質的転換を行うため、講義・コース内容の
可視化による教育の質保証を担保するとともに、学部
と大学院との柔軟な接続を図ります。

1

次世代を担うグローバル人材の育成と育成基盤の強
化により、人々を導くことのできる、したたかで強靭な
リーダーを育成します。
2

対話を根幹とした自学自習を促進するために、学生主
体の多様な学びを支える教育学習環境を整備するとと
もに、人間形成の一翼を担う課外活動を支援します。
3

重点戦略

国際性豊かな環境を醸成します。1
国際的な研究環境・研究支援体制を整備することによ
り、国内外の卓越した研究者が集う国際研究拠点を
設置します。
2

創造的な研究を推進し、世界への発信を図ります。3
産官学連携および社会貢献等事業の推進ならびに質
の高い医療の提供等を通じて、社会的課題の克服と
人々の健康の向上を図ります。
4

重点戦略

未知の世界に挑戦できる実践の場として、 
学生への多様な教育研究環境を提供し、野生的で賢い学生を育成します。

ILD AND WISEW

対話を重視した教育研究環境を基盤とする
研究の国際化を一層推進し、イノベーションの創出を図ります。

NTERNATIONAL AND INNOVATIVEI

第3 回 ASEAN-JAPANワークショップ
におけるセッション2の様子

（左：議長を務める山極総長）

体験型海外渡航支援制度「おもろチャレンジ」派遣の様子
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D はDiverse and Dynamic。グローバル化時代

の到来により、現代は多様な文化が入り混じって

共存することが必要になりました。これまで強みを発揮

してきた日本の均質性は、国際競争が激化する現代では

時として創造力を弱め、イノベーションの育成を阻んで

いると言われます。京都大学は多様な文化や考え方に対

して常にオープンで、自由に学べる場でなければならな

いと思います。一方、急速な時代の流れに左右されるこ

となく、自分の存在をきちんと見つめ、悠久の歴史の中

に自分を正しく位置づけて堂々と振る舞うことも重要で

す。京都大学はその躍動を保証する静謐な学問の場を提

供したいと思っています。

重点戦略
「京大らしさ」の継承と発展を図るために、京都を丸
ごと大学のキャンパスとみなして地域・社会と共生
していく「京都・大学キャンパス計画」を推進すると
ともに、同計画に基づき、行政・経済界・他大学等と
の連携強化による国際化を推進します。

1

グローバルで多様な学生を積極的に受け入れる基盤と
して、日本人学生と留学生との対話ができるスペース
や交流の場を充実させます。
2

将来構想等の着実な実現に向けて機動的な大学運営
を行うとともに、次世代の教育学習環境の改善、組織
化等による研究力向上を図るために、情報環境を整備
し、それを基盤として多様な活動を俯瞰できる本学独
自の仕組みを構築します。

3

N はNatural and Noble。京都大学は、三方山に

囲まれた千年の都に位置し、自然の景観に恵まれ、

高い水準の文化と歴史に包まれた環境にあります。昔か

ら京都大学の研究者は、これらの豊かな環境の下で自然

と触れ合い、多くの新しい発想を育んできました。これ

までに9人のノーベル賞、2人のフィールズ賞をはじめ

とする多くの世界的な賞の受賞者を輩出し、西田哲学、霊

長類学など世界に類のない新しい発想や学問を生み出し

てきたのも、京都のこうした環境によるところが大きい

と言えましょう。また、京都の市民も京都大学の学生に

古くから親しみ、時には教育的な配慮をもって接してき

ました。京都大学の学生の高い品格や倫理観は京都の自

然と社会的環境によって醸成されてきたように思います。

今後もこの伝統を受け継ぎながら、新しい時代に適合し

つつそれを先導するような精神を培っていきたいと考え

ています。

教育研究環境の整備・充実を図ります。1

コンプライアンスの強化を図ります。3
自然に学び、異文化と交流できる機会を増やします。2

重点戦略

自然に親しみ、広く深く学び、高い品格と高潔な態度を身に付けられるよう、
全学の意識を高め、魅力あるカリキュラムや快適な学びの環境および制度を作ります。

ATURAL AND NOBLEN

多様な文化や考え方を常に受け入れ、自由に学べる精神的風土を培いながら、 
悠久の歴史の中に自分を正しく位置づけて堂 と々振る舞う心構えを涵養するとともに、 
その躍動を保証しつつ静かで落ち着いた学問の場を提供します。

D IVERSE AND DYNAMIC

WINDOW構想に掲げる6つの目標



37京都大学の改革と将来構想

W はWomen and the World。これまで政府は

男女共同参画社会の実現を目指し、数々の対策

を奨励してきました。京都大学も学生に占める女性の比

率は2割を超え、事務職員・技術職員では6割近くにな

りましたが、教員はまだ1割近くに留まっています。こ

の比率は徐々に上昇すると思いますが、まずは女性が働

きやすく、勉学に打ち込める環境作りが必要です。出産・

育児休暇が男女とも取りやすく、それが仕事や勉学を継

続する妨げにならないような仕組みや、女性に優しい施

設・システムづくりを考えていきます。男女共同参画を

支える環境・支援体制整備に加え、休業から復帰後の子

育て期に柔軟な働き方を選べる制度を構築するため、男

女共同参画推進アクション・プランを作成し、その事業

推進に努めます。また、京都大学という「窓」を通じて、

学生が希望をもって社会に羽ばたくことができるよう、

学生が自身の能力に自信を持てるような成長の機会を創

出します。

O はOriginal and Optimistic。これまでの常識

を塗り替えるような発想は、実は多くの人の考え

や体験を吸収した上に生まれます。そのためにはまず、

自分が素晴らしいと感動した人の行為や言葉をよく理解

し、仲間とそれを共有し話し合いながら、思考を深めて

いく過程が必要です。自分の考えに行き詰まったり、仲

間から批判されて悲観しそうになったりしたとき、それ

を明るく乗り越えられるような精神力が必要です。失敗

や批判に対してくよくよせず、それを糧にして自分とは

異なる考えを取り入れて成功に導くような能力を涵養し

なければなりません。その機会を京都大学になるべくた

くさん作るように環境を整えようと思っています。

重点戦略
女性リーダー育成および家庭生活との両立支援を推
進します。1
男女がともに高い希望をもちうる環境づくりを推進
します。2
学生が希望をもって社会に羽ばたくための支援を行い
ます。3

重点戦略
総合研究大学としてのポテンシャルを質の高い教育に
反映させ、あらゆる学生や教員が安心して学習や教育
研究に専念できる環境を作ります。
1

総合大学に相応しいアドミッションのあり方を再考し、
高校生の主体的な進路選択の支援および高校教育か
ら大学教育へのスムーズな接続を図るため、高大接続
および連携に関する事業を推進します。

2

京都大学を特徴づける創造的学術領域における研究
を推進します。3
外的な制約にとらわれない自由な発想を担保するため
に「基金戦略」を推進し、社会や大学支援者と大学との
つながりを強化します。
4

失敗や批判を恐れず、それを糧にして異なる考えを取り入れて 
目標達成に導くような能力を涵養できる環境および制度を整え、 
分野を超えた多様な人材の協働による新たな学術領域の創成など、 
未踏科学領域の開拓を目指し、それを支援します。

O RIGINAL AND OPTIMISTIC

男女共同参画推進アクション・プランに基づき環境･支援体制整備に加え、 
休業から復帰後の子育て期に柔軟な働き方を選べる制度を構築します。 
また、学生が希望をもってキャリアパスを描くことができる環境を整えます。

W OMEN AND THE WORLD
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学士課程では、教養・共通教育において、複数年にわたる
学内での熟議を経て、2016年度以降の入学者を対象とした
大規模な改革を実施した。この改革においては、ほぼすべて
の分野について開講科目の見直し・科目の廃止のほか、内容
や科目名の変更、新規科目の追加等を大幅に行うとともに、
①科目群の見直し、②英語科目の見直し、③アクティブラー
ニングや対話を重視した少人数教育と学際教育の充実、④時
間割のブロック化、⑤履修登録早期化と入学予定者への早期
対応、⑥課外学習への対応強化と学習環境の整備を骨子とし
た抜本的な見直しを行っている。

少人数で課題を探求する科目（ILASセミナー）については、
従前のポケット・ゼミから衣替えした際、開講科目数を大幅
に増やす（2015年度195科目、2016年度292科目）ととも
に、時間割の整理（ILASセミナーを5時限に配置する一方、
他の必修性の高い科目を1-4時限に配置）を行った結果、履
修者数も大幅に増加し（2015 年度 1,571 名、2016 年度
1,996名）、その後も継続して安定的に開講している（2019
年度：科目数292科目、履修者数2,104名）。また、2017
年度から従前の国際交流科目を衣替えし、海外での実地研修
を行う「ILASセミナー（海外）」を開講している。

修士・博士課程では、従来の研究科横断型教育プログラム
を2018年度から改編し、専門学術以外にも素養として備え
ておくべき共通基盤科目として大学院共通科目群を開講する
とともに、各研究科の専門科目のうち、他研究科学生の履修
にも配慮した横断的な科目を大学院横断教育科目群として開
講した。

ダブル・ディグリーについては、インドネシア、タイ、マ
レーシア等の計8か国・地域における大学と22件を実施し
ている（2020年4月現在）。

ジョイント・ディグリーについては、2017年10月に文
学研究科とハイデルベルク大学（ドイツ）、2018年4月に医
学研究科とマギル大学（カナダ）との間で開設した。さらに、
経済学研究科とグラスゴー大学、バルセロナ大学との間で開
設（2021年9月予定）に向けて準備を進めている。

「先端光・電子デバイス創成学」
（2018年）、「メディカルイノベー
ション大学院プログラム」（2019
年）が卓越大学院プログラムに採
択された。
●先端光・電子デバイス創成学

京都大学が国際的な優位性を有
する光・電子理工学および先端デ
バイス分野を核として、我が国を
代表する光・電子・電気関連の企
業群、国際水準の研究力を有する
国公立研究所、世界トップレベル
の海外有力大学と強固に連携する
修士・博士一貫の教育プログラム
を推進する大学院構想。

2019年4月から19名の学生が
履修を開始した。
●メディカルイノベーション
　大学院プログラム

京都大学の医学・薬学・保健学
分野の研究者が協力し、MD 及び
non-MDの学生を対象に、グロー
バルな視点を持ったメディカルイ
ノベーターを輩出することを目的

WINDOW構想の実現に向けた取組の主な実績
ILD AND WISEW

ダブル・ディグリーの実施、
ジョイント・ディグリーの設置（2017、2018年度）

卓越大学院プログラムの開設（2019年度）

大学院共通科目群を開講（2018年度）教養・共通教育改革の実施（2016年度）

全学共通科目（2015年度前期）「生物学のフロンティア」における、
山極総長による講義「霊長類の行動観察から人類の進化を紐解く」
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育では、2016年度より語学学習支援システム（GORILLA）を
導入した。

学業・課外活動・各種社会活動において、優れた評価、優
秀な成績、他の学生の範となった学生個人または団体に対し、
総長が表彰した（京都大学総長賞）。
● 2014年度　11件（全日本ボディビル優勝など）
● �2015年度　9件（ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨

励賞受賞など）
● �2016年度　7件（全日本オリエンテーリング大会優勝など）
● �2017年度　10件（ユニバーシアード競技大会男子20㎞

競歩優勝など）
● �2018年度　8件（ウインドサーフィン全日本インカレ団

体戦等優勝など）
● �2019年度　12件（NHK学生ロボコン2019 ～ ABUアジ

ア・太平洋ロボコン代表選考会～優勝など）

課外活動施設の整備（総合体育館のボクシングリング修繕、
総合体育館の更衣室空調機設置、西部構内屋外プール整備、相
撲部の土俵整備、カヌー部合宿所の防水改修工事等）を行った。

また、2019年10月、本学の創立125周年記念事業の一
環として、株式会社丸和運輸機関からの寄附により宇治グラ
ウンドに国際試合で使用される品質をもつ天然芝や人工芝な
どを備えたラグビーフィールドを整備することを決定した。

とした教育研究プログラム。
2020年7月から31名の学生が履修を開始した。

「留学生リクルーティングオフィス」（仮称）の制度設計に関
する検討を進め、優秀で意欲のある留学生を確保するために
は全学的な誘致戦略の策定とそれに基づく誘致活動が必要で
あることを確認し、2019年4月に組織名称を「国際アドミッ
ション支援オフィス」として国際戦略本部の下に設置した。

学部段階から優秀で志の高い留学生を積極的に受け入れ日
本人学生と共に学ばせる教育プログラム「Kyoto University 
International Undergraduate Program（Kyoto iUP）」※

を実施した。
※�企業や大学における先端的研究・開発が英語以外の言語で行

われる世界でも稀な国であるという我が国の特性に対応し、日
本語で学部卒業レベル（あるいは修士課程や博士後期課程修了
レベル）の専門知識を獲得した留学生を育成、グローバル展開
を図る日本企業及び日本経済そのものを牽引する、極めて高度
な外国人人材の輩出と日本社会への定着に貢献することを目指
す本学独自のプログラム。

オープンコースウェア（OCW）、MOOCs等のインターネット
を活用したデジタル教材を開発し、学生に提供した。外国語教

NTERNATIONAL AND INNOVATIVEI

Kyoto University International 
Undergraduate Program （Kyoto iUP）
の開始（2017年度）

国際アドミッション支援オフィスの設置
（2020年度） 京都大学総長賞の授与

課外活動施設の整備

オープンコースウェア（OCW）、MOOCs等、
インターネットを活用した能動的学習の推進

設置し（2018年10月）、本学の教育研究活動におけるハブ機
能を強化した。また、カリフォルニア大学サンディエゴ校付近
に新たに設置した「京都大学サンディエゴリエゾンオフィス」

（2017年）を、本学医学研究科がOn-site Laboratoryを設
置するカリフォルニア大学サンディエゴ校内に移転し（2019
年）、本学の米国西海岸における活動拠点と位置付けた。

2014年6月に設置したASEAN拠点では、ASEAN拠点
の活動基盤をより一層強固なものとするため、2018年に本
邦初となる「タイにおける外国法人の活動認可（NGO）」を取
得した（認可：2018年3月、認可証明書授与：2018年5月）。

なお、部局においては、2020年5月現在、61の海外拠点
を設置し、全学海外拠点と協力して、当該部局の教育研究、
国際交流等を進めている。

世界をリードする最先端研究を推進するとともに、優秀な
研究者・学生の獲得や人材育成、海外の産業界との連携等を
戦略的に促進するため、海外大学等との双方向型研究交流を
チーム単位で行う「On-site Laboratory」（現地運営型研究
室）の制度を創設した。これまで全11件を認定し、2020年
9月時点で10件を運営している。

教育研究活動の支援、教職員・学生の国際化推進、広報・
社会連携・ネットワーク形成というミッションに基づき、既
存の欧州拠点（ドイツ・ハイデルベルク）及びASEAN拠点（タ
イ・バンコク）に加えて、北米拠点を米国・ワシントンD.C.に

On-site Laboratoryの制度化・設置
（2018年度）

海外拠点の拡充
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本学の更なる国際化の推進に向けて、中長期的な視野を持っ
て取り組むために、国際戦略本部を中心に取り纏め、2018
年10月に公表した。前文に続き、教育、研究、社会貢献に
関するビジョンとそれらを実現するためのアプローチから構
成されている。

分野を問わず、世界的に極めて優れた研究業績を有する研
究者、次世代を担う若手研究者が高度な研究活動を実践し、
本学の強みを活かした最先端の研究を持続的に展開するとと
もに、国内外の卓越した研究者が集う世界トップレベルの国
際研究のハブとなる組織として、2016年4月に高等研究院
を設置した。

2017年4月に研究拠点として設置したWPIアカデミー拠
点iCeMSに続き、2018年10月にはWPI拠点ASHBiを設
置したほか、寄附研究部門や学外機関との連携研究拠点も設
置している。

京都大学の強みを活かした最先端かつ独創的な研究活動を
推進し、世界の学術におけるフロンティア領域を開拓・牽引
した。加えて、研究活動を多面的・先進的な取組で支援する
URA組織の体制整備及び機能強化を実施し、研究力強化を
推進した。2018年には本庶佑高等研究院副院長・特別教授
が免疫抑制の阻害によるがん治療法の発見によりノーベル生

理学・医学賞を受賞するなど、国際的な受賞が相次いだ。
また、本学出身者等が教育研究や学術文化に寄与し、功績

が特に顕著である者に京都大学名誉博士の称号を授与した。

大学全体、各部局及び個々の研究者が必要とする研究支援
への機動的かつ柔軟な対応を行うこと並びに情報の共有化及
び連携・協働による研究支援体制の強化のため、2016年度
にリサーチ・アドミニストレーター（URA）の所属を学術研
究支援室に一元化するとともに、同室の機能強化を行った。

また、本学の研究者に対する研究支援事業として、研究戦略
タスクフォース、学術研究支援室、研究推進部が一体となっ
た本学独自の研究支援事業を企画立案し、主に以下の取組を
行った。
●学際・国際・人際融合事業『知の越境』融合チーム研究プ

ログラム（SPIRITS）
●【いしずえ】研究支援制度
●若手研究者モビリティ促進支援制度【間：AI DA】
●若手研究者スタートアップ研究費
●コアステージバックアップ研究費
●若手研究者の海外渡航を促進する環境整備と支援

次世代を担う研究者の育成・輩出のため、
●「白眉プロジェクト」

挑戦的な課題研究に取り組む若手研究者を、学術領域を問
わず世界中から募り、その研究を5年間保証する京都大学次

研究支援の強化

次世代を担う研究者の育成・輩出

最先端研究による
フロンティア領域の開拓と牽引

欧州拠点5周年記念
式典において挨拶を
行う山極総長

高等研究院の設置（2016年度）

京都大学国際化推進の基本コンセプト策定
－戦略的パートナーシップ協定の締結等－
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極化が進行する世界情勢を視野に入れ、西洋一局集中を脱し、
人間・社会・環境・自然を総合的に理解する新たな俯瞰知と
して、人文知・社会知の再構築を行うことを目的としている。

医療法上の臨床研究中核病院の承認申請を行い、社会保障
審議会医療分科会において承認され、臨床研究、医師主導治
験を加速する体制を整備した。

2018年6月に京大オリジナル株式会社を設立した。これ
は、指定国立大学法人にのみ出資が認められているコンサル
ティング事業、研修・講習事業等を実施する事業子会社であ
る。すでに本学の出資を受け運営している「京都大学イノベー
ションキャピタル株式会社」および「株式会社TLO京都（旧・
関西ティー・エル・オー株式会社）」と有機的に連携させ、研
究成果・知的財産の活用促進に向けた産官学連携の新しい

「京大モデル」構築を進めた。
また、「組織」対「組織」による共同研究スキームのより一

層の推進を目指し、大型産学連携プロジェクトの企画・提案
と当該プロジェクトの集中マネジメントを行うための「オー
プンイノベーション機構」を2019年7月1日に設置した。

早期臨床開発に特化した専用病棟である次世代医療・iPS細
胞治療研究センター（Ki-CONNECT）を2020年度に開設した。

世代研究者育成支援事業
●「若手重点戦略定員事業」

若手教員ポストの拡充の取組の一つ
●「ジョン万プログラム」

京都大学若手人材海外派遣事業
等を実施した。

本学の運営方針や他大学には無い本学の強み、ユニークな
取組を積極的に発信するため、京都大学が主体的に仕掛ける
大学ブランド発信の取組に着手し、第一弾「総長特設サイ
ト」、第二弾「探検！京都大学」（PC版）、第三弾「探検！京
都大学モバイル版」及び第四弾「ザッツ・京大」といった魅力
発信サイトを公開し、2018年度には、本学のユニークな教
員の魅力を動画で伝える「京大先生シアター」、学生の自ら考
え挑戦する姿を動画で紹介する「おもろチャレンジ」サイト
を公開した。

研究広報に特化した国際広報室を設置し、本学の卓越した
学術研究について、国内外のメディアに対して、プレスリリー
ス、記者会見、研究室訪問およびインタビュー等の手法によっ
て効果的に発信した。また、個々の研究成果について、研究
者と科学イラストレーターとの緊密な連携による科学イラス
トレーションの制作を推進し、研究成果を視覚的に分かりや
すく発信した。さらに、人文学から自然科学に至るまでの幅
広い分野で、本学の優れた研究者を紹介する動画を制作・公
開した。

2016年度に策定した「基盤的電子ジャーナルの選定方針」
に基づき、約47,000タイトル（2019年度実績）の電子ジャー
ナルを整備し、学内研究者に対する電子ジャーナルの効率的・
効果的な提供を行った。また、オープンアクセスに向け京都
大学学術情報リポジトリ 「KURENAI」への収録を進めるこ
とにより国内外における学術・情報資源を充実させ、学術界
全体の研究支援機能を強化した。さらに、京都大学貴重資料
デジタルアーカイブでは、国際的な規格IIIF（International 
Image Interoperability Framework）により、本学所蔵
の学術資料の電子化とインターネット上での公開に取り組む
など、国内外の学術の発展に貢献している。

本学における人文・社会科学分野の発信に関する指針と
して「『人文知の未来形発信』に向けて」を策定し、さらに、
2018 年 10 月 1 日に発信事業を実働的に担う人社未来形発
信ユニットを設置した。同ユニットでは、グローバル化と多

大学ブランドの発信

学術・情報資源の充実

人文・社会科学研究の未来形発信（2018年度）
次世代医療・iPS細胞治療研究センター

（Ki-CONNECT）の設置（2020年度）

産官学連携「京大モデル」の推進（2018年度）

臨床研究中核病院に承認（2016年度）

京都大学ホームページ特設サイト「探検！京都大学」
トップページとサイトイメージ
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教職員・学生等の健康を増進するために、ヘルシーキャン
パス運動※を推進した。
※大学から人 と々社会の健康を創造することを目的にした取組。こ
の取組を通じて、学生・教職員をはじめとした大学に関わる人々
の健康が改善するだけでなく、大学を基点として「健康を大事にす
る文化」を社会に広げ、根付かせることを目指している。

各学部・研究科等の教育目的に応じた少人数授業、演習、
実験・実習科目、国際化対応科目、国内外でのフィールド学
習により、能動的学習を活用した自学自習を促進した。

また、北海道から鹿児島県に至る国内及び海外にも多数の
隔地附属研究施設等を有しており、それぞれ独自の研究や
フィールド科学の拠点として教育・研究に推進した。

教育・研究・医療・学生支援環境の質の向上に反映させる
ため、環境負荷低減の継続・促進やパブリックスペースの確
保などを踏まえ、総合高度先端医療病棟（Ⅱ期）・iPS等臨床
試験センター棟、桂図書館等の施設整備を推進するとともに、
大学を取り巻く状況の変化に応じてキャンパスマスタープラ
ンの見直しを行った。

環境賦課金制度※1を活用した環境負荷低減に資する整備
として、各年度環境賦課金計画に基づき、着実にESCO事業※2

及び省エネ改修工事を実施するため、高効率空調設備等への
改修や LED 照明の導入、ESCO 事業の新規契約・ 継続を進
めた。
※1　環境賦課金制度とは、各部局のエネルギー消費量に応じた
課金を実施するとともにほぼ同額を全学経費から支出し、これを
原資として省エネルギー対策事業等を実施する本学独自の制度で
ある。これまでの継続的な取組みと成果が評価され、2018年度
省エネ大賞（一般財団法人省エネルギーセンター主催、経済産
業省後援）において、省エネ事例部門の省エネルギーセンター会
長賞を受賞した。

※2　ESCO事業とは、省エネルギーに関する包括的なサービス
（設計、施工、維持管理等）をESCO事業者が提供し、定められ
た期間にそれによって得られる省エネルギー効果を事業者が保証
する事業である。

全学的なコンプライアンスの推進、充実及び強化並びにコ
ンプライアンス事案の防止及びコンプライアンス事案が発生
した場合の対応について、総括的な審議を行う組織として、
理事、副学長等により構成する「コンプライアンス推進本部」
を設置した（2015年7月）。

高度化・多様化・複雑化する大学運営に対応するため、2012
年度以降、総務部に複数名配置した弁護士資格を有する職員
による「法務相談」を実施し、より身近なところから日々の大学
運営における法的な課題・リスクに指導・助言を行い、法的
な側面から教職員の多様な教育・研究活動をサポートする体
制を整備した。

近年では、案件が紛争化する前に行われる「予防的法務相
談」の活用を積極的に推進しており、具体的な相談事例を紹
介する「予防法務のススメ－法務相談事例集－」を作成・周知
するなど、業務が適正に実施されることはもとより、一層円
滑に実施できるよう取り組んだ。

環境賦課金制度を活用した
環境負荷低減の継続・促進

コンプライアンス体制の整備

ATURAL AND NOBLEN

ヘルシーキャンパスの実施

国内外でのフィールド学習の充実

医学部附属病院Ⅱ期病棟、
桂図書館等のキャンパス環境の整備

（2019年度）

「京都大学ヘルシーキャン
パス」キックオフフォーラ
ムにおける「学生が考える
健康づくり対談」の様子
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本学が中心となり、京都外国語大学、京都光華女子大学、
京都工芸繊維大学、京都市立芸術大学、京都女子大学、京都
精華大学、京都美術工芸大学、同志社女子大学と連携し、京
都の文化・芸術・科学について「学術面から情報発信する場」
として広く一般に認知されることを目指し、京都の魅力や価
値を高めることを目的として、「京都アカデミアフォーラム」
in丸の内を開設した（2017年7月）。

以下のとおり、外国人研究者及び留学生が入居可能な宿舎
整備計画を推進した。
●京都市住宅供給公社と交渉し、桂キャンパス近郊の樫原団

地の居室を公社が全面改装し、本学外国人研究者及び留学
生に供用することにした（計8戸）。又、民間業者2社から、
さくらメゾン東山三条6戸、シェアフラットnenrin 1戸を
確保した。

●民間資金を活用した宿舎整備事業として、岡崎（50戸）と
百万遍（86戸）計136戸の宿舎整備を進め、2019年10月
から供用を開始した。

学生総合支援センターにおいて、株式会社cotree運営に
よる学生のためのオンラインカウンセリングサービスについ
て、2017年9月～ 2018年3月にパイロット事業を実施し、
2018年度より導入した。学生が相談内容・時間帯からカウ
ンセラーを選び、ビデオ通話（音声のみも可）による相談方法
と、カウンセラーとメッセージをやりとりするチャットによる
相談方法の二種類の方法によりカウンセリングを実施した。

2020年度前期の授業については、新型コロナウイルス感染
拡大防止のために、対面授業は原則停止し、オンライン授業を
実施した。オンライン授業の実施にあたっては、高等教育研
究開発推進センターと情報環境機構ではZoomやPandAの
学内講習会やFAQ、学内での取り組み状況の紹介等を行った。

また、意欲と能力のある学生が経済的理由で修学・進学を
断念することのないように「緊急学生支援プラン」を策定し
た。同プランに基づき、給付型奨学金の創設、授業料免除の
拡大、大学院生のティーチングアシスタント・学部学生のオ
フィスアシスタントへの雇用の拡大、オンライン授業に伴う
モバイルルータ（Wi-Fiルータ）の無償貸与等を実施した。

学生総合支援センターでは、通常の心理･修学支援、就職
支援、障害学生支援のための相談について、対面を原則停止
し、電話やビデオ会議システム等を使った方法に急遽切り替
え、学生からの相談に継続的に対応した。

執行部が国内外の学術研究動向を的確に把握し、時宜に応
じた適切な判断を行うことを補佐するため、学内資源および
国際動向の把握とそれらの分析等を行うIR部門を強化した。
企画・情報部企画課IR推進室においては、学術研究支援室
やプロボストオフィスと協働して執行部や戦略調整会議への
情報提供を行っている。また、教育推進・学生支援部教育
IR推進室や高大接続・入試センターにおいては教育情報や
入試データの分析を行っている。

また、学内の大学運営にかかる各種業務システムのデータ
をDWH（データウェアハウス）に集約し、これらのデータ
を活用して効率よく高度な分析を行うためのBI（ビジネス・
インテリジェンス）ツールを整備し、運用している。

本学独自の奨学金制度を創設し、対象学生数や支援額を拡
充した。

多様な部局の自律性を尊重しつつ強力な本部ガバナンスの
徹底と迅速な施策の執行を可能とするため、2017年10月1
日付けで現職理事のうち1名をプロボスト（本学の将来構想
や組織改革など包括的・組織横断的課題について、総長や理
事と部局や学系との連携・調整のもとに戦略の立案をする者）
に任命するとともに、同年11月に戦略調整会議を設置した。

IVERSE AND DYNAMICD

「京都アカデミアフォーラム」設立（2017年度）

外国人研究者及び留学生用宿舎の拡充

オンラインカウンセリングサービスの提供開始
（2018年度）

「京都アカデミアフォーラム」 in 丸の内の開所式
にて、開会のあいさつを行う山極総長

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う
教育・学生支援（2020年度）

IRを活用した大学運営の実施

独自奨学金の創設

「京大版プロボスト」制による機動的な大学運営
（2017年度）
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国内外の地域同窓会の設立支援、開催支援を進めるととも
に、本学の役員等が各同窓会に積極的に情報提供を行うこと
により、同窓会活動を活性化させた。

また、京都大学基金の寄附募集活動として、本学出身の起
業家や企業役員への訪問活動、各同窓会に対する京都大学基
金のPR及び寄附依頼、保護者に対する働きかけ等、ターゲッ
ト層に応じた施策を継続的に実施し、新規寄附者の獲得に努
めた。

財界トップの本学卒業生で構成される総長支援団体「鼎会
（かなえかい）」からの支援を受け、学生の自己提案形式によ
る海外研修を支援する京都大学体験型海外渡航支援制度－鼎
会プログラム「おもろチャレンジ」を企画・実施した。

2015年度から、本学のプレゼンスを世界に示すに相応し
い教育研究活動、課外活動又は社会貢献活動に関する学生の
取り組みに対して、クラウドファンディングによって、卒業
生や企業など社会から広く寄附を募って支援を行う新たな学
生支援制度 SPEC：Student Projects for Enhancing 
Creativity（京大生チャレンジコンテスト）を開始した。

高校教育から大学教育への接続を
図り、社会の各界で積極的に活動でき
る人材や世界を牽引するグローバル
リーダーを育成するため、高校での学
修における行動や成果、および個々
の学部の教育を受けるにふさわしい能
力ならびに志を総合的に評価する、本
学独自の選抜方式（特色入試）を2016
年度より実施している。また、志願者
数・入学者数は、共に増加傾向が続い
ている。

高大接続事業であるグローバルサ
イエンスキャンパス（GSC）事業「科
学体系と創造性がクロスする知的卓越人材育成プログラム」

（京都大学ELCAS※）の実施を通じて中等教育との接続をよ
り密接にし、生徒が「対話を根幹とした自学自習」に基づく
主体的な学びへと転換するきっかけを創出するとともに、高
度な学術にふれる機会を拡大することにより、将来を担う世
代の育成を積極的に行っている。
※京都大学ELCAS：本学の教育理念である「対話を根幹とした
自学自習」に基づいて主体的に学びを究めようとする高校生が高
度な学術にふれる機会を拡大し、研究型大学ならではの次世代
の育成を目的とした事業

2016年4月から、教員人事の一層の透明性と公平性を図
りつつ、既成部局の枠を越えた新学術分野の創出とそれに伴
う機動的で効果的な組織改編を促すことを目的として、教員
の人事機能を教育研究組織から分離して教員組織に移行する

「学域・学系制」の運用を開始した。

学際融合教育研究推進センターにおいて、100人の研究者
が研究概要をポスター形式で提示し、そこに付箋で自由にコ
メントを書き込むことで研究者間の意見交換を促進するとい
う企画「京大100人論文」を実施した。

2019年度には、5日間で来場者数534人（来場大学26校、
来場企業47社、新聞TV等メディア8社）となった。

鼎会プログラム「おもろチャレンジ」の実施
（2016年度）

京大生チャレンジコンテスト（SPEC）の実施
（2015年度）

RIGINAL AND OPTIMISTICO

特色入試の創設・実施
（2016年度）

ELCAS等の高大連携事業の
推進

学域・学系制度の導入（2016年度）

「京大100人論文」の企画・運営（2016年度）

「京都大学特色入試」ポスター（左：平成28年度、右：平成29年度）

同窓会活動の活性化、寄附募集活動の推進
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本学における女性教員の比率向上のための支援策として、
女性教員を採用・昇任等した場合に条件に応じてインセン
ティブ経費を支給する女性教員登用等支援事業を2019年4
月より実施した。

大学院学生、特に博士後期課程の学生に対して、実践的な
産学連携活動の機会を提供する産学協働イノベーション人材
育成協議会（京都大学理事が代表理事を務めている）と連携
し、研究インターンシップへの参画を促進した。

研究と育児の両立支援のための研究環境整備として、引き
続き年度当初から待機乳児保育室を開室している。また、子
供の急な発病へも対応できるよう、病児保育室の開所時間の
前倒しを2016年4月から実施した。

ワークライフバランスを考慮して、医療従事者が安心して
医療に従事できるよう、院内保育所において2016年度から
新たな託児サービス（お迎え託児、26時間託児）を実施した。

さらに、2018年7月より、院内レストランによる院内保
育所及び病児保育室への食事の提供を開始した。

男女共同参画事業をさらに充実させていくため、男女共同
参画支援「たちばな基金」を立ち上げた（2019年4月）。

本学の女子学生比率の向上のため、女子学生を母校の高校
へ派遣する「女子高生応援大使」事業を実施した（2019年度
派遣数：17校、28名）。また、女子高生を対象とした車座
フォーラムを実施した（2019年度参加者：高校生111名、保
護者49名）。

老朽化が著しかった女子寮の建替を行った。

大学院生の教育研究能力向上のための研修を行うGST
（Graduate Student Training）センター（仮称）の設置に向
け、2018年度に学内TAアンケート調査を実施した。その
調査結果を踏まえ、全てのTAを対象とした基礎的研修、研
究科のニーズに基づき設計し希望者を対象として実施する高
度な研修及びGSTセンター（仮称）の体制に関する基本設計

に係る検討を完了した（2019
年11月15日）。

その結果、GSTセンター（仮
称）の設置に向けて、まずは教
育担当副学長の下に「GST 推
進室」を置き、各種研修の実施
に着手することとした（2020年
2月）。

OMEN AND THE WORLDW

女性教員登用等支援事業の実施（2019年度）

産学協働イノベーション人材育成協議会と
連携した研究インターンシップの実施

教職員が安心して勤務できるよう
託児サービスを充実

男女共同参画支援「たちばな基金」の設置
（2019年度）

優秀な女子学生の確保に係る取組（高校生対象）

女子寮の改修（2019年度）

GST（Graduate Student Training）推進室
の設置（2019年度）

女子寮竣工式
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

活動報告
重点戦略アクションプラン（2016-2021／第５版）

　WINDOW構想を着実に実現していくた
め、本学が戦略的・重点的に実施する事業
として 「京都大学重点戦略アクションプラ
ン（2016-2021）」を平成28年１月に策
定しました。その後、本構想を着実に実現
すべく戦略的に見直しを行い、４度の改訂
を行っています。
　以下、令和２年３月に策定した第５版を
紹介します。

1897年の創立以来、本学では自由の学
風を継承し、発展させつつ、多元的な課題
の解決に挑戦し、地球社会の調和ある共存
に貢献してきた。自由と自主を基礎に、高
い倫理性を備えた研究活動により、世界的
に卓越した知の創造を行い、また、多様か
つ調和のとれた教育体系のもと、対話を根
幹として自学自習を促し、卓越した知の継
承と創造的精神の涵養に努めてきた。

平成16年度からは国立大学は法人化さ
れ、政府全体の財政状況が極めて厳しい中、
第一期には「効率化係数」及び「経営改善係

数」、第二期には「大学改革促進係数」によ
り、基盤的な経費である国立大学法人運営
費交付金は減少していった。そのような厳
しい財政状況の中でも、短期的・個別的な
視点に留まることなく、中・長期的及び全
学的な視点から大学を運営するため、本学
が戦略的・重点的に実施すべき事業につい
て役員間で検討し、第一期では「京都大学
重点アクションプラン2006～2009」、第
二期では「京都大学第二期重点事業実施計
画」をそれぞれ策定し、実施してきた。

第三期中期目標期間においては、自主性･
自律性を前提としつつ、総長のリーダーシッ
プの下、社会の様々なニーズに応えていくた
め、本学の強み・特色をいかした教育力・研
究力による社会的な課題解決に取り組むと
ともに、知的探求活動による価値の創出や
新たな社会の創造・発展を意識したビジョ
ンと、それを実現するために必要な組織の
在り方を明確にし、戦略的な運営体制を構
築するマネジメントの改革を可能とする「自
ら改善･発展する仕組み」を構築することが
強く求められている。

そのような中で、本学は、「京都大学の改

革と将来構想（WINDOW構想）」を打ち出
した。本構想においては、大学を社会や世
界に開く窓として位置づけ、有能な学生や
若い研究者の能力を高め、それぞれの活躍
の場へと送り出す役割を大学全体の共通の
ミッションとしている。

第三期中期目標期間を迎えるにあたり、
本構想を着実に実現していくため、戦略的・
重点的に実施しなければならない事業につ
いて役員間で検討を重ね、第三期中期目標
期間中に実施する事業として、「京都大学重
点戦略アクションプラン（2016-2021）」
を策定した。

この度、本アクションプラン策定後4年
を経過し、第三期中期目標期間が残り２年
となることを踏まえ、厳しい財政状況にお
いてもWINDOW構想を着実に実現すべく、
既に着手している事業も含めて戦略的に見
直しを行い、「京都大学重点戦略アクショ
ンプラン（2016-2021）（第５版）」として
改訂を行った。なお、本学を取り巻く状況
の変化に柔軟に対応すべく、本アクション
プランについては、今後も必要に応じて見
直しを行うものとする。

研究を通じて養成されてきた専門的知識・
能力に加えて、現代社会において求められ
ている、社会的素養、情報能力、国際性を
付加的に装着させるための教育システムを
整備する。併せて大学院教育改革の推進及
び教育の質保証の観点から、従来実施して
きた博士課程教育リーディング・プログラ
ムや卓越大学院プログラムなどについて、
大学院横断教育プログラム推進センターに
より全学的に実施する体制を整備する。

■ International and Innovative
・�国際性豊かな環境整備事業 

─平成28年度着手
更なる優秀な留学生の獲得に向け、留学

生支援に係るアドミッション支援オフィス
（AAO）の強化及びメンタルヘルスケア等
のための学内環境の整備を図るとともに、
授業料不徴収とする学生交流協定締結の推
進・授業料免除枠・奨学金獲得による「経
済的支援」を推進する。

・�全学海外拠点（グローバル人材育成： 
ジョン万プログラム（職員））展開事業 
─平成28年度着手
世界各地域のハブ的機能を有する全学海

外拠点を設置・整備し、学内外の教育研究
機関・部署との連携を推進する。同時に、全
学海外拠点等へ本学教職員（教員、URA、事

京都大学ジャパンゲートウェイ構想の実
現に向けて、世界的に卓越した研究分野に
おいて世界トップレベル大学と大学間協定
を締結して教員を招へいし、国際共同教育
プログラム「スーパーグローバルコース」・
国際共同学位プログラム「ジョイント／ダ
ブルディグリープログラム」を実施するこ
とにより、本学の国際通用性及び国際競争
力をより一層向上させ、教育・研究・国際
貢献の更なる強化を目指す。

・�Kyoto University International 
Undergraduate Program（Kyoto 
iUP）─平成29年度着手
入学段階での日本語能力を問うことなく、

入学決定後の徹底した日本語教育を継続的
に実施して専門教育段階から日本語で講義
等を行う留学生向けの教育プログラムを実
施し、優秀で志高い留学生の学部段階の受
入拡充と育成により高度な外国人人材の輩
出を行う。併せて、留学生とともにグルー
プワークやプロジェクト等を一緒に進める
科目や英語による教養科目を必修とする教
育プログラムを実施し、国際社会で活躍す
る日本人学生の育成を拡充する。

・�京都大学大学院共通教育実施事業 
─平成29年度着手
従来各研究科の専攻・専門分野での教育

■ Wild and Wise
・�ワイルド＆ワイズ共学教育受入れプログ

ラム事業―日本人学生と外国人留学生
が共に学ぶ場としての短期プログラム
創設―平成28年度着手
世界的に卓越した教育研究を行っている

大学に対して本学の認知度を高め、ネット
ワークを構築するために、優秀な留学生と
日本人学生が共に学ぶ（共学教育）ことがで
きる短期受入れプログラムを実施する。

・�Go! Research, Learning & 
Language Program（GoRiLLa） 
ゴー ! リサーチ,ラーニング & ランゲ
ージ プログラム（ゴリラプログラム） 
─平成28年度着手
本学が目指す異文化を理解し国際的に活

躍できるグローバル人材を多数輩出するた
めには、すべての学生に高い教養・俯瞰力・
独創力を養う必要がある。そのためには授
業料不徴収の学生交流協定の締結を進める
ことで学部学生の派遣を促進し、さらに修
士・博士課程等の学生の海外での研究活動
を支援する。また、全学的な英語実践能力
の底上げのため、語学研修等の内容を取り
入れたプログラムを実施する。

・�京都大学ジャパンゲートウェイ構想推進
支援事業─平成28年度着手

着手事業
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を惹きつけ、ひいては日本の大学を牽引する
存在として、日本の研究力強化に寄与する。

・�産官学連携の新しい「京大モデル」構築
事業─平成30年度着手
戦略的な知財管理・ライセンシングや新

たな産官学連携活動の促進に向け、研究成
果等を活用したコンサルティング・シンク
タンク事業を中心とする子会社を2018年
6 月に設立し、 総研機能、 技術移転機能、
ベンチャー創出支援機能を有する3子会社
の連携による実務実行グループの体制を整
備した。本学が子会社に対する法務・知財
戦略・コンプライアンス等に関する中枢的
マネジメントを行い、本学の理念や方針と、
効率的運営を確保するための自立性とを両
立させた「京大収益事業」を展開する。

・�戦略的情報発信の推進事業 
─平成28年度着手
本学の教育・研究活動を情報発信によっ

て国内外に広く行き渡らせ、本学のプレゼ
ンスを向上させるため、新たな形の情報発
信を行うとともに、大学支援者の裾野を広
げ本学への支援風土を醸成するためのブラ
ンディング事業を推進する。

・�臨床研究拠点における支援体制の強化 
─平成28年度着手
国際水準の臨床研究を実施する体制を強

化すると共に、医の倫理審査体制のさらな
る強化や、臨床研究を実施する医療機関と
のネットワーク化の推進など、全国の医療
機関・研究機関による臨床研究を支援する
基盤となる体制を構築する。

■ Natural and Noble
・�施設・環境マネジメント推進事業 

─平成28年度着手
快適なキャンパス環境を提供するため、ラ

イフサイクルコストの低減や省エネルギー
対策など、施設面・環境面の双方からアプ
ローチを行い、教育研究環境の整備・充実
を目指す。

・�桂キャンパス整備事業─平成28年度着手
桂団地施設長期計画に基づく、桂キャン

パスにおける工学研究科の物理系及びＲＩ
施設の整備事業である。平成24年度の移
転完了後においても、桂キャンパスの整備・
維持管理事業を行うことにより、工学研究
科の桂キャンパスでの教育・研究体制の一
元化を図る。

・�KUINSネットワークの館内・末端SW
の更新事業─平成29年度着手
本学の情報通信基盤である学術情報ネッ

・�教育研究活動実績の更なる情報化推進事業 
─令和2年度着手
本学の教育・研究の実績に関する情報の

収集・分析・公開は、自立的な運営方針決
定や教職員・組織双方のプレゼンス向上等
の点で極めて重要である。

本事業では、教育研究活動データベース
の大規模な更新を実施する。学内外を流通
する学術情報と教職員の活動実績を横断的
に収集・整理し、これらを多面的な利用に供
する、研究情報流通基盤の整備を推進する。

・�次世代研究者育成支援事業 
─平成28年度着手
世界トップレベルの研究者として活躍す

るとともに、次代の学術を担える人材を育
成するため、テニュアトラック等を含む、
次世代研究者育成支援事業を実施する。

・研究活動推進事業─平成28年度着手
競争的資金等の獲得を目指す研究者に対

する研究支援体制の充実を図る観点から、
採用されたばかりの若手研究者から中堅研
究者、本学の中枢を担うコア研究者などの
意欲と能力を発揮できるように研究活動を
支援する。

・�先導的研究拠点形成事業 
─平成28年度着手
京都大学の特色及び強みを活かして国際

的な最先端研究を展開することにより学術
の発展及び人材育成を図るとともに、その
研究による成果を社会に還元することを目
的とし、国内外の卓越した研究者が集う国
際研究拠点を整備する。

・�オープンアクセス推進事業 
─平成28年度着手

「京都大学オープンアクセス方針」に基づ
く学術論文の収集と発信を加速するととも
に、長年継続してきた貴重な学術資料の電
子化と公開をさらに発展させる。学内外の
研究コミュニティとの連携を進め、収集・
蓄積したコンテンツの国際流通促進を図る。

・�戦略的広報を通じた国際競争力強化事業 
─平成28年度着手
研究成果等の幅広いアウトリーチ活動や

海外メディアとの関係性拡大、英語サイト
の充実、大学ブランドの発信など、本学の
魅力を伝えるブランディングや情報発信力
強化を通じて、世界の優秀な人材の呼び込
み、教育研究の活性化、世界における存在
感の向上、さらなる人材流入という好循環
を生み出す。

このことで、厳しい国際競争の中にあって
も、将来に亘り本学が国内外の優秀な人材

務職員）を派遣し、本学の次世代を担う国
際性に富むグローバル人材を育成する。ま
た、事務職員のみならず技術系職員、図書系
職員及び看護師等専門職業務に携わる職員
を対象としたジョン万プログラムも実施し、
職員の専門性の向上と国際化を推進する。

・�国際学術ネットワーク強化推進事業 
─平成28年度着手
本学の重点課題である国際化をさらに強

力に推進し、世界に卓越した知の創造を行
う大学としての地位を不動のものにするこ
とを目指す事業である。

国際シンポジウムの実施や大学間ネット
ワーク活動を契機として、大学間学術交流
協定の締結や国際共同研究の拡充を図り、
国際的に競争力のある大学を目指すととも
に、海外拠点なども利用し、広く国内外の外
部資金獲得に繋がる研究の推進を支援する。

・�国際化業務推進強化事業 
─平成28年度着手
本学が真のグローバル化を実現するため

には、国際戦略を推進する機能・体制の強化、
部署間連携体制の充実・強化及びグローバ
ル化を支える職員を計画的に育成すること
が求められる。

本事業は、外国人教員受入をはじめとす
る国際関係データ集計汎用システムの構築
や対留学生面での業務の中央化と一元化の
推進及びグローバル化を支える職員の英語
力向上のための支援策を実施する。

・�設備整備・共用促進を通じた質の高い教
育研究基盤構築事業─平成30年度着手
厳しい財政状況の中においても、世界トッ

プレベルの教育研究基盤を持続・強化して
いくため、設備の共用化を全学的に推進す
る。本学の中長期的な設備整備計画（設備
マスタープラン）に則り、部局の枠組みを
越え、設備の共同利用を効率的・効果的に
実施する設備サポート拠点への支援及び設
備の状況把握、検索、利用申込、課金に至
るまでを一元的に行うデータベース・シス
テムの整備を行う。

・�研究支援体制高度化事業 
─平成28年度着手
長期的展望による教育研究支援策を計画

的・継続的に展開し、研究者が先見的・独
創的な教育研究活動に専念できる国際水準
の研究環境・研究支援体制を整備すること
により、教育研究を高度化させると共に世
界の有力大学と伍するための国際競争力を
高め、本学の学術研究を一層推進し、新た
なイノベーションの創出を目指す。
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る。また、理系分野のみならず文系分野に
も拡充するとともに、京都大学ELCAS東
京キャンパスを新規開講する。本事業の推
進により、全国の高校生に対して本学の認知
度を更に高め、新たな知の創造やイノベー
ションの推進に資する高大接続型人材育成
を実施する。

・�経済的学生支援強化事業 
─平成28年度着手
学生が経済的理由により学業を断念する

ことのないよう、国からの措置に加え、大
学独自の措置として免除対象者の拡大を図
り、より多くの学業優秀かつ経済的理由に
より修学困難な学生への支援を行う。

・�博士後期課程　特別進学支援制度
（KSPD）の創設─平成29年度着手
将来の卓越した研究者候補として優れた

資質・能力を有する修士課程の学生が、経
済的負担を理由に博士後期課程への進学を
断念してしまうことのないよう、進学前に
奨学金給付を保証することにより博士後期
課程への進学を促す仕組みを創設し、学生
への支援を行う。

・�京都大学基金寄付募集活動推進事業 
─平成28年度着手
本学が実践する教育・研究・社会貢献の

充実を目的に、柔軟かつ機動的な自主財源
を十分に確保するため、「京都大学基金戦
略」に基づき寄付募集活動を展開する。

・�全学同窓会支援・卒業生連携強化のため
の推進事業─平成28年度着手
卒業生と大学との関係を維持し、母校へ

の愛校心と持続性のある支援風土を醸成す
るため、その中核を担う「京都大学同窓会」
をさらに発展させ、国内外の地域同窓会の
設立支援、開催支援や各同窓会間の融合の
ための交流会、懇談会等の実施を通じて活
動を活性化させるとともに、ホームカミン
グデイの開催や京都大学卒業生名簿管理シ
ステムの運用により、卒業生と大学及び卒
業生相互の交流を促進し、緊密な相互連携
協力を推進する。

■ Women and the World
・�男女共同参画推進事業─平成28年度着手

性差や個人の家庭状況に関わらず、学び
やすく、働きやすい京都大学の基盤を整備
するとともに、育児・介護に携わる教職員
への支援事業の継続的な実施、授業や講演
会および冊子配布などを通して、教職員・
学生へ男女共同参画に関する啓発活動を行
うなど、本学の「男女共同参画アクション
プラン」に掲げる施策を推進する。

的確な情報分析に基づく教育施策の立案
実行・改善の必要性が益々高まってきてい
る中、教育活動の改善を重視したＩＲ活動
が必要不可欠であるため、組織的・体系的
に教育IRを推進することにより、大学の戦
略的な教学運営を支援する。

・�障害のある学生への支援体制強化事業 
─平成29年度着手
障害のある学生に対する支援ニーズは

年々多様化しており、また平成28年4月に
障害者差別解消法が施行されたことにより
合理的配慮の提供が法的義務になった。障
害のある学生が多くの学生と同等に学習・
研究に打ち込める環境の維持・充実を図る
ため、支援体制を強化する。

・�障害者雇用促進事業（京都大学業務支援
室の設置）─平成30年度着手
これまで本学では、法定雇用率達成に向

けた取組の一つとして、「部局（共通事務部）
別障害者雇用計画」を策定し、雇用人数の
割当てを部局（共通事務部）単位で課して
きたところであるが、法定雇用率の引き上
げ（平成30年4月に2.3% から2.5%へ、
さらにその後3年以内に2.5%から2.6%
へ引き上げ予定）に対応するため、全学体制
の組織として総務部人事課内に「京都大学
業務支援室」を設置し、障害者が生き生き
と働く場の拡大を図る。

■ Original and Optimistic
・�「高大接続改革実行プラン」を視野に入れ

た、高大接続事業及び入学者選抜方法の
検討を行う「高大接続・入試センター」の
設立並びに強化─平成28年度着手

「高大接続・入試センター」において、以
下の事業を実施することにより高大接続改
革を推進する。
① 平成28年度入試より導入した高大接続
型の「京都大学特色入試」を中心として、入
試データ及び入学後の追跡調査を経年的・
全学的に行い、入学者選抜方法の改善につ
なげる。
② 高校＋大学の７年間での人材育成を趣
旨とする高大接続事業を行う。
③ 本学の教育制度や特色入試を中心とし
た入学者選抜方法などの広報活動を効果的
に実施する。

・�高大接続による知的卓越人材育成事業
（ELCAS）の推進及び新規展開 

─平成30年度着手
意欲が高く、多様で優秀な高校生に対し

て対話を根幹とした少人数制体験型学習講
座を開講し、他校の生徒と切磋琢磨しなが
ら先端の研究に触れる機会を継続的に与え

トワーク KUINS（Kyoto University In- 
tegrated informat ion Network 
System）を約1,500台の館内スイッチお
よび末端スイッチが支えている。これらの
スイッチは更改時期を迎えているため、計
画的に更改を行うことにより、将来に渡っ
て安定的なネットワークの提供を目指す。

・�利益相反マネジメント推進事業 
─平成28年度着手
本学教員の公正かつ適正な産学連携活動

をより一層推進するために、利益相反マネ
ジメントを実施する。利益相反の教育・啓
発によりコンプライアンス意識の醸成が可
能となる取組みを実施し、本学の予防的、
先制的なコンプライアンス・マネジメント
体制の構築を目指す。

■ Diverse and Dynamic
・�留学生宿舎等整備事業─平成28年度着手

留学生等の宿舎環境向上に向けた取り組
みは大学として必須であり、既存の留学生
等宿舎の老朽化対策等により居住者の住環
境の改善を図る一方で、国または地方公共
団体が所有する土地や民間資金を活用した
新規宿舎等整備（東山二条・百万遍宿舎整
備及び南部食堂等再生整備）により、留学
生等の受入れ体制の充実を図る。

・�指定国立大学法人構想推進事業 
─平成30年度着手
本学が指定国立大学法人として掲げる「柔

軟かつダイナミックな体制による知の創造」
や「高度で多様な頭脳循環の形成」等の構
想を着実に実現するための事業である。

具体的には、海外の大学や研究機関等と
の間で現地運営型研究室を相互に設置する

「On-site laboratory事業」や、優秀な留
学生を戦略的・積極的に誘致するための「留
学生リクルーティングオフィス事業」、本学
の研究力の持続的向上を図る「若手教員の
雇用拡充事業」等を実施する。
※令和元年度以降は別途「国立大学経営改革促
進事業」等において事業を継続

・�IRを活用した大学運営に向け必要とな
る体制等の強化─平成29年度着手
執行部が時宜に応じた適切な判断を行う

ことを補佐するため、プロボストオフィス・
国際戦略本部・学術研究支援室等との連携
の下、学内資源の把握とその分析等を行う
IR（インスティテューショナル・リサーチ）
機能の強化を図り、本学の持続的発展に資
する課題解決策立案の支援を行う。

・�教学運営を支える教育情報活用（教育Ｉ
Ｒ）推進事業─平成28年度着手
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

各理事の活動

Ⅰ �産学連携の理念と 
その具体化・多様性の確立

京都大学における産学連携の基本は、世界最高水準の
教育研究活動の展開を行う大学として、得られた研究成
果をいかに社会に役立てていくかということにある。
京都大学の研究者は自由に研究を行い、その学術研究
の成果を技術の創出や人材養成に繋げ、事業化していき、
最終的には社会的価値を生み出すことが京都大学の産学
連携の基本哲学である。
京都大学には研究成果としての知財があるが、それ以
外にも様々な知識・経験手法・ノウハウなど数多くの知
の集積がある。その知の集積を社会にどう活かすかが重
要であり、多様な手法でそれを実現していく必要がある。
従来の産学連携は、共同研究や特許ライセンスが中心
であったが、現在の京都大学は、ベンチャー企業への投
資、企業へのコンサルティング、研修･講習、企業との
合弁会社の設立など多様な手法により社会的価値の創出
に繋げている。このような価値の創出の結果として得ら
れた資金が大学に還元され、更なる自由な研究から社会
的価値を生んでいくようなバリューチェーンとしての「京
大モデル」の確立を目指している。
今後はさらに方法論の多様化を進め、京都大学の知の
生産の活性化と社会的価値の
実現が望まれる。

大学で産学連携活動を推進
するには、次のような問題点
があった。
（1）�産学連携に従事する専門

職員を採用する場合、有期
雇用になるうえ、能力に見

Ⅱ 京大モデルの実現

合った給与設定が困難である。その結果、優秀な専門
人材の獲得が難しく、また、定着しないため折角のノ
ウハウが大学に蓄積されない。

（2）�専門人材のキャリア形成の仕組みが大学ではできにくい。
このような状況の中、京都大学は、2017年6月、「国
際的な競争環境の中で、世界の有力大学に伍していくこ
とが求められ、社会や経済の発展に貢献する取組の具体
的成果を積極的に発信し、国立大学改革の推進役として
の役割を果たすことが期待されるもの」として指定国立
大学法人に指定された。この指定国立大学法人への指定
を契機に京都大学は、産学連携機能の外部化、子会社
モデルを実現することとなった。
加えて2019年7月には、「組織」対「組織」の大型共
同研究に対応するための研究マネジメント組織として京
都大学オープンイノベーション機構が発足した。このオー
プンイノベーション機構は全学の中で「産学連携特区」の
役割を果たしている。
2020年10月現在の京大モデルの状況は下記の図の

とおりである。
この動きと併行して従来からの懸念であった共同研究
の間接経費の在り方について検討が行われ、2021年4
月から間接経費の比率がそれまでの10％から30％に引
き上げられることとなった。

任期●平成26年10月1日～令和2年9月30日

前 産官学連携担当理事

阿曽沼 慎司 あそぬま しんじ

京都大学における産官学連携の歩み

2016年1月に京都大学が株式の
68.2％を取得

2020年8月に京都大学が議決権
100％の株を取得

2018年6月に京都大学の
100％子会社として設立

2014年12月に京都大学の
100％子会社として設立

2020年4月に京都大学の
専属契約の法律事務所として設立
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任期●平成26年10月1日～令和2年9月30日

前 男女共同参画・国際・広報担当理事・副学長

稲葉 カヨ いなば かよ

寄せています。

国際交流担当として、アジアやヨーロッパ諸国の大学

を訪問させていただく機会も多くありました。研究や学

生の交流を目指す海外の大学にとって、京都大学での

「男女共同参画」担当の理事･副学長の任務に興味が持た

れたことが強く印象に残っています。とりわけ、欧米の

大学にとって男女平等の姿勢は当たり前で、女性研究者

の育成と採用に於いては幾多のアファーマティブ・アク

ションが執られていました。部局に人事権がある本学で

は大変に難しいとは思いましたが、学長の下に設けられ

たダイバーシティ推進の組織が教員採用や人事の進め方

に明確な指針を示していることが印象的でした。

外国人研究者や留学生の比率は大学ランキングの査定

の指標ともなっています。これらの値を増やすためには、

宿舎の確保が課題となっていました。岡崎地区には購入

により、百万遍では府からの貸借により土地を確保して、

研究者と留学生用の個室タイプ（計50室）と留学生のみ

が入居できるバス･トイレと台所を複数で共用する単身

室タイプ（86室）の２棟の国際交流会館を建設すること

ができ、2019年秋に入室を開始しました。まだまだ十

分という訳ではありませんので、民間業者とも協力しつ

つ確保に努めているところです。宿舎について嬉しいこ

とがもう一つありました。私の直接の担当ということで

はありませんが、老朽化が進んでいた女子寮についても、

学生との合意が成立して立て替えに至りました。女子留

学生についての入居の可能性も視野に入っています。

6年間の任期中、広報や地域･社会連携に於いても種々

の広報誌の編集配布や講演会等の開催を通じて京都大学

の知名度の更なる向上に務めてきたところです。しかし、改

善の余地も多く残されていることや私の力が及ばなかっ

た事があることも事実です。任期の終盤にはコロナ禍に

見舞われ、国際や地域･社会連携事業の休止を余儀なく

されてしまいました。1日も早くこのような状態から抜

け出すことができることを祈ると共に、次期執行部の皆

様の活躍と本学の発展に大きな期待を寄せています。

最後に、総長を始め理事、副学長、理事補の先生方、「男

女共同参画」「国際交流」「広報」「渉外」の事務の皆様に支

えられて仕事ができましたこと、心より感謝申し上げます。

本学の男女共同参画に関しましては、尾池元総長の下

に発足した男女共同参画企画推進委員会での委員以来、

松本前総長の時代にJSTの支援を受けて設立された女

性教員支援センターの推進室長、後にセンター長、最後

には男女共同参画担当副学長を１年余務めさせていただ

きました。その後の、山極総長の執行部の一員として男

女共同参画担当の理事･副学長に就任致しました。

男女共同参画推進体制を整備･再編して男女共同参

画推進本部を設置すると同時に、「女性研究者支援セン

ター」も「男女共同参画推進センター（以降、センター）」と

改称しました。平成27年1月には3つの重点項目、1）女

性リーダーの育成、2）家庭生活との両立支援、3）次世代

育成支援に加え、基盤整備と推進体制の充実を謳った「男

女共同参画推進アクション・プラン2015年度〜2020年

度」を設定しました。また、現状把握のための「京都大学

男女共同参画推進に関する意識･実態調査」も実施しま

した。この間、学内各部局におけるアクション・プラン

のフォローアップは毎年実施し、報告してまいりました。

運営費交付金が削減される中、山極総長の「WINDOW

構想」の最後のW（Women and the World）として男

女共同参画が提唱され、センターの運営はアクション・

プランの経費により支えられてきました。学内の諸事業

とは異なり男女共同参画の運営経費への影響が少なく抑

えられてきたのは、学内の認識が高まってきたためと

感じております。しかし、女性研究者比率は他の旧帝大

の中でも最下位の状況が続いており、総長裁量経費と京

大卒業生財界トップによる総長支援団体である「鼎会」

の支援を受けて、女性研究者比率の向上に関するインセ

ンティブが設けられ、徐々にではありますが着実に女性

研究者の雇用が進んできています。

一方で、毎年年末に京都大学への進学を目指す女子高

校生を対象とした「車座フォーラム」を開催してきました。

しかし、未だに学部の女子学生比率は目標とした25％

には達していません。そこで、優秀な女子学生の確保に

係る取組として女子学生に母校を訪問して後輩に京大へ

の入学入学を勧めてもらう「女子高生応援大使」の派遣

も始めました。これらの成果については、北野理事の下

における入試企画課でのフォローアップの結果に期待を

山極総長のもとでの6年間を振り返って
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任期●平成27年11月1日～令和2年9月30日

前 学生・図書館担当理事・副学長

川添 信介 かわぞえ しんすけ

る「タテカン問題」についても言えるであろう。京都市

の条例の厳密な適用を求める通知を機縁としたとはいえ、

百万遍や東一条の交差点のタテカンは「京大の文化」で

あり、行政の指示に唯々諾々と従うのは京大らしくない

との声があがった。だが、京大は条例違反のタテカンに

対しては、それを撤去する厳格な対応を続け（職員のみ

なさんのご苦労は並大抵ではなかった）、現在は京大周

辺の公道にタテカンはほとんど見られなくなっている。

以上二つは私の関わった分かりやすい事例であるが、

この変化の意味については結局は歴史が判断することに

なろう。しかし、この変化によって「京大らしさ」は失

われたと言えるのだろうか。京大に育てられ京大で仕事

をしてきた私は京大らしさを愛しているが、吉田寮やタ

テカンに対して実行した方策によって京大らしさが失わ

れると考えていなかった。そんなことで京大らしさが失

われるほど京都大学は底が浅くはないと考えていたから

である。「寮自治」を主張する寮生諸君やタテカンを京大

の文化であると言う人々は、新しい未来の京大を創り上

げようとしているというよりは、ただ「懐古的」「守旧的」

であるように私には思われた。そして、彼らの守旧性は、

「いま現にある常識にも非常識にも、多数派であるか少

数派であるかなどにも囚われない闊達さ」としての「京

大らしさ」に実は反しているのではないか、とも考えて

きたのである。

懐古的・守旧的に過ぎない京大らしさの「ようなもの」

を削ぎ落としたとしても、というよりも、そのようなフ

リルを削ぎ落とすことを通じて、京大らしさの本当の姿

とその意義はかえって一層明瞭となるに違いない。そう

信じながら、今後は愛する京大の未来を外から、少し気

楽に眺めていることにしたい。

私は他の理事のみなさまとは異なり、2015年11月

からの約５年間だけを学生・図書館担当の理事・副学長

を務めた。退任後ほぼ半年が経つが、私の仕事を支えて

くださった多くの方々への感謝の念は深まりつつも、自

分がやってきた仕事の意味を十分に振り返ることは、ま

だできないでいる。今のところ、毎日相当な量のメール

を、それも心躍る内容と言うよりは頭を悩ませ対応に苦

慮するような内容の多くのメールが届かない日々の平穏

さを楽しんでいる、というにとどまる。とはいえ、在任

中も今も念頭から離れなかったのは「京大らしさをどの

ように理解すべきなのか」ということだった。

私の在任期間は「京大らしさが失われた時期」だと見

なされることになるかもしれない。学生担当の理事・副

学長を引き受けるに際して、まず最初に課題だと考えて

いたのは吉田寮の築後１世紀を超える危険な「現棟」に

京大生が住んでいるという事実だった。このような状況

をそのままにしておくことはとうてい許されないと考え

ていたし、「明日にも大地震で現棟が倒壊し京大生に被

害が及ぶかもしれない」という心配は、一日として私の

頭を離れたことはなかった。と同時に、この課題の解決

のためには寮生諸君の言う「自治」に触れざるを得ない

こと、そして、この学生の「自治」ということが学内外

で「京大らしさ」「自由の学風」と結びつけて受け取られ

ていることも承知していた。だから、吉田寮現棟の老朽

化問題への解決策は「京大らしさ」の放棄とみなされ一

定の反発を受けるであろうと覚悟していた。実際そのと

おりになったと言って良いが、京大は十分な手続を踏み

つつも、現棟に居住しつづけている学生諸君に対して明

け渡し訴訟を起こし、その裁判は現在も継続している。

同様のことは、任期途中の2017年に浮上したいわゆ

「京大らしさ」は失われたのか
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任期●平成26年10月1日～令和2年9月30日

前 教育・情報・評価担当理事・副学長

北野 正雄 きたの まさお

ワードで多くのシステムにアクセスが可能になっており、

ユーザーの利便性に寄与してきましたが、情報セキュリ

ティの観点からはリスクもあり、多要素認証を導入して

安全性の向上を図りました。また、WEB戦略室を立ち上

げ、ホームページやUIの維持体制の充実を行いました。

さて、今般のコロナウイルスの感染拡大は、教育研究

活動にも大きい影響をもたらしています。2020年度前

期授業については対面での実施が困難なために、オンラ

イン授業に移行せざるを得ない状況に追い込まれました。

限られた準備期間の中、関係者の多大な努力によって、

授業の殆どをオンラインで開始することができました。

特に本学では、情報環境機構、高等教育研究開発推進セ

ンターという教育のICT化に欠かせない高度な専門家集

団を擁していたことが幸いしました。

現在では、オンライン授業による学生の理解度が対面

授業に比べてはるかに高いという想定外の成果が見えて

きています。時間的制約、空間的制約を受けない新しい

スタイルによって、何時でも何処でも、優れた教育を提

供できるという理想形に近づくことができたわけです。

今後は、オンラインを活用した、留学、社会人の学び直

し、高大連携など、高等教育の機会拡大をどのように具

体化していくかが問われています。

評価に関しては、第3期中期目標期間の年度毎の評価、

中間評価、また、2019年には2回目となる機関別認証

評価を受審しました。IRの活用などで、評価作業の合

理化を心がけましたが、評価システム自体の複雑化や方

式の変更などで、担当各所に負担をかけることになりま

した。その間、評価制度に関する、様々な意見を伺う機

会がありました。そもそも、必要を超えた、過度の評価

は組織の活力に負の影響をもたらすことは間違いないの

ですが、現在の大学が晒されている環境下では、軽量化

の掛け声はあっても、実際に評価が合理化されることは

期待できません。いかに毒を薬に変えて行くかという、

賢い工夫が要求されているのだと実感しました。

在任中、山極総長はじめ大学本部のみなさまには大変

お世話になりました。この場を借りてお礼申し上げます。

山極執行部において、理事・副学長（教育・情報・評

価担当）を務めました。6年間の活動の振り返りを思いつ

くままに述べたいと思います。

共通教育に関しては、2013年の国際高等教育院設立

以来の取り組みである全学共通教育カリキュラムの再編、

外国人教員100人採用などの施策を展開することがで

きました。英語による授業科目の提供が多数可能になっ

たことを活用して、学部留学生プログラム Kyoto iUP 

が立ち上がりました。ASEANを中心に各国から定員の

20倍を超える応募があり、優秀で意欲に溢れた学生が

獲得できています。

日本人学部学生については、2016年度から導入され

た特色入試が順調に展開し、単に成績がよいだけでなく、

さまざまな活動に積極的に取り組む姿勢をもった学生が

入学し、さまざまな方面で活躍しています。一方、政府

主導の入試改革については、弊害を最小化すべく対応に

追われましたが、 結局、中止あるいは中断され、安堵と

ともに徒労を感じました。

選抜方法の改善の試みとともに、入試の出題・実施体

制の充実は大きい課題です。出題に関しては、従来、暗

黙知に頼ってきた部分を見直し、組織的なチェック体制

の整備を進めてきましたが、2017年の深刻な入試トラ

ブルを承けて、さらなる見直しを行いました。懸案の作

題環境の整備については、施設的制約のため十分達成が

できませんでした。

大学院については、リーディング大学院、卓越大学院

プログラムが展開され、付記型学位の発行を定着させる

ことができました。また、SGUでは、海外の大学との共同

学位プログラムが多くの分野で行われるようになりまし

た。博士のインターンシップに関しては、C-ENGINE と

連携して普及を図りました。今後はこれらの成果を生か

した、本学の大学院全般の教育改革とアドミッションの

あり方について検討が必要です。

年々深刻化する情報セキュリティに対する脅威に対応

するため、CSIRT体制が整序されました。本学では、早

くから全学共通認証の仕組みが整備され、同じ ID、パス

6年を振り返って
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任期●令和2年4月1日～令和2年9月30日／
	 	 令和2年10月1日～令和4年9月30日

前 基金・国際渉外担当理事（非常勤）
国際渉外・海外同窓会担当理事（非常勤）

久能 祐子 くのう さちこ

ことになっています。将来的には、京都大学生の留学の

ための奨学金プログラムや若手研究者の海外研究にかか

る支援なども視野に入れています。

また、京都大学の（留）学生、同窓生、教職員、さら

に一般の方々が、京都大学の「今」に触れることが出来

るよう、ワシントンDCからウエブセミナー「京都大学

からの提言」シリーズ（S&R財団＊と共催）の発信を開始

しました。海外の「京大ファン」のために、日米同時通

訳もつけています。第1回目（2020年7月）には山極総

長に、第2回目（同年9月）には湊新総長に、それぞれパ

ネリストとして登場していただき、いずれも500人を超

える視聴者を得て、大きな反響を呼びました。モデレー

ターに、米国各地で留学あるいは駐在している若い同窓

生を起用したことも好評でした。今後も継続していく予

定で計画を進めています。

時として相反する価値観を取り込みながら、全体とし

てイノベイティブで大胆な構想を実行していくことは、

京都大学の強さであり、京都のエトスでもあります。短

い間でしたが、山極総長のビジョンとリーダーシップの

下でなされた多くの活動やその成果を近くで垣間見るこ

とが出来ましたことに大変感謝しています。

山極壽一総長の下で、2017年11月から2020年3月

まで総長学事補佐を、2020年4月から同年9月まで、

基金・国際渉外担当の非常勤理事を務めました。私自身

は、京都大学工学部及び工学研究科博士課程を修了した

後、バイオベンチャーの創業と経営に関わり、1996年

からは米国・ワシントンDCに居住しております。した

がって、久しぶりの日本で、初めて大学運営の仕事に携

わることになり、最初は戸惑いの連続でしたが、山極総

長はじめ、理事の皆様から温かいご支援を賜り、無事に

任期を全うすることが出来ました。また、湊長博新総長

の下で2022年9月までさらに2年間、非常勤理事を務

めることになっております。

山極総長下で理事を拝命した期間には、主に海外同窓

会の活性化、京都大学北米拠点の再編、京都大学基金

をはじめとする寄附事業の発展的展開を目的とした各種

企画を実行に移しました。

海外同窓生のネットワークを強化するとともに、海外

同窓生と京都大学の架け橋を担うことを目的として、ま

ず米国でFriends of Kyoto University（特定非営利活

動法人）の設立を進めました。ハーバード大学やイェー

ル大学など米国の著名な大学の同窓生が、大学とは別に、

ハーバードクラブ、イェールクラブを設立し、会員とし

て集い母校の支援も行う組織を持っていることに倣った

ものです。今後は、同窓生の皆様のご尽力により、この

組織が成長していくよう京都大学としても協力していく

日本と世界を繋ぐ架け橋
新たな挑戦の始まり

＊久能理事が設立し、理事長兼CEOを務めるワシントンDCベース
の特定非営利活動法人。次世代を担う若手の芸術家、科学者、社会
起業家らを支援し、より良い未来社会の構築を目指す。
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任期●平成26年10月1日～令和2年9月30日

前 財務・施設・環境安全保健担当理事・副学長

佐藤 直樹 さとう なおき

施設整備費補助金をはじめ多様な財源での主な実質的
新営施設は、平成26年度：国際科学イノベーション棟、
27年度：国際高等教育院国際人材総合教育棟；附属病
院南病棟、28年度：先制医療・生活習慣病研究センター
棟；理学研究科高度天体観測研究施設；熊野職員宿舎、
29年度：医薬系総合研究棟；iPS細胞研究所第3研究棟、
30年度：女子寮、令和元年度：国際交流会館（東山二条・
百万遍）；附属病院中病棟／次世代医療・iPS細胞治療研
究センター棟；桂図書館でした。なお、2年度予算で医学
研究科がん免疫総合研究センター棟新営が認められました。
施設整備費補助金の減少は大学運営を圧迫しており、
28年夏には国立七大学の施設担当理事で国や国会議員に
施設予算の窮状を訴えて回りました。25年の政府「インフ
ラ長寿命化基本計画」から文部科学省が求めた施設インフ
ラ長寿命化に係る本学の「行動計画」を28年度末に、元
年度末には「個別施設計画」を本学の「キャンパスマスター
プラン2018」とともに定めました。なお、25年度開始の施
設修繕計画では、部局等のユーザー負担額を元年度から
再設定しました。
主要3キャンパスと隔地施設を多くもつ本学は施設整備
の様 な々課題を抱えており、吉田キャンパスの狭隘緩和策も
検討しましたが決定には至っていません。23年開始の「全
学共用スペース」は拡張を図りつつ運用を進めた一方、清
風荘や楽友会館等の広義の活用は元年度末以降、他の共
用施設等も含め計画等がコロナ禍の影響で座礁しています。

関係業務を負託している環境安全保健機構長の主導
で、健康管理部門ほか機構4部門に係る機能強化等や、
スマートキャンパス計画試行実験等による省エネルギー環
境整備促進を進めました。また、事故・労働災害概要の
月例報告には適宜提言等を行いました。
海外とくにアジアの大学間連携を図りつつサステイナブル
キャンパス構築を推進するサステイナブルキャンパス推進協
議会（CAS-Net JAPAN）は、26年3月設立から本学が
事務局、環境安全保健担当理事が会長を務めており、そ
の活動展開に関与しました。

学内諸方面のご協力の下で財務部・施設部と関わった
主な事項を概ね経時的に記しますが、漏れや誤りはご寛恕
ください。

最初に臨んだ平成28年度概算要求では、運営費交付金
に導入された「三つの重点支援の枠組み」で本学はその③
を選び、第3期中期目標期間の「ビジョン・戦略・取組」
に設けた評価指標で配分額が決まることになりました。その
28年度予算で、一般と特別が合体した基幹運営費交付金
（基幹経費）と特殊要因経費との運営費交付金総額は、法
人化以来の漸減に歯止めが掛りました。本学は、2期の大
学改革促進係数を超す機能強化促進係数分の基幹経費
が、評価反映比率を乗じて機能強化経費に再配分される
ため、評価の絡む学内予算配分も一部始めました。29年
度からは重点支援が奏効した取組が基幹経費化され、31
年度からは運営費交付金に“客観的指標”での「実績状況
に基づく配分」が、対象経費拡大を伴い導入されました。
学内予算は、常勤教職員人件費を確保の上、部局等へ
の物件費は間接経費の本部分活用等で機能強化促進係
数と同率の減額に抑え、WINDOW構想実現は「京都大
学重点戦略アクションプラン（2016-2021）」で図りました。
29年度からは部局の電子ジャーナル経費負担増に対し基
盤強化経費を増額し、人事院勧告対応等には予備費を設
けました。
29年6月の指定国立大学指定で可能になったため、30
年10月に金銭信託の委託運用を始め、令和元年7月には
所有地の一部を事業者に20年契約で貸付けました。
財務委員会の下で設備整備計画の改定や概算要求設備
等の評価を担った設備整備ワーキンググループを、国の設
備共同利用促進策を踏まえて29年10月に設備整備・共
用促進委員会に改組し、地域や専門性も考えた設備サポー
ト拠点として、31年2月からの一年半で本部地区3、宇治
地区、桂地区の5拠点を認定しました。
本学の財務状況を公開する財務報告書は、財務と非財
務の情報を含む「統合報告書」に鑑み、2017版から体裁
を改めました。なお、令和元事業年度決算で計上した当期
総損失は、附属病院新病棟の竣工に伴う備品費等の費用
計上による帳簿上の損失等が主因で、大学運営に支障を
来す訳ではありません。

財務・施設・環境安全保健の
平成26年10月～令和2年9月

施設

財務

環境安全保健
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任期●平成26年10月1日～平成29年3月31日

元 総務・労務・人事担当理事

清木 孝悦 せいき たかよし

度の一環として位置づけ、全教員に拡大するものであり、

教員活動評価委員会およびその下に設けられたワーキン

ググループにおける議論を経て、各教員が「京都大学教

育研究活動データベース」を参照して作成する自己評価

書をもとに行うこととし、評価の簡素化や共通化、教員

活動の経年変化を見ることを目指すこととしました。処

遇に結びつけるものではなく、基本的には各教員の活動

をエンカレッジしようとするものであることも確認され

ました。各教員の方々や各部局のご尽力により、2016

年3月に「京都大学第3回教員活動状況報告書」を取りま

とめ公表しました。

このほか、担当の職務として、管理職手当の見直し、

創立125周年事業の企画、事務改革などについて、委

員会を主宰するなどして検討を進めました。また、給与

改定等の機会に職員組合との交渉も行いました。

直接の担当以外でも、学生寮問題、学域・学系制の導

入、指定国立大学法人などの課題について、検討に参画

させていただきました。

振り返ってみますと、重要な課題については、それぞ

れの担当を越えて、総長、理事等役員全員で忌憚なく議

論したうえで、判断・決定して進めるというのが山極執

行部の特長であり、対話を重視する京都大学らしいやり

方であったと思います。

2017年3月末、国家公務員としての定年退職を迎え

たため、京都大学理事を退任しました。2年半の在任中、

微力ゆえ、さしたる成果を上げることはできませんでし

たが、公務員生活の最後を母校で、山極総長のもと、各

理事・副学長、学部長・研究所長をはじめとした先生方

や同僚の職員の方々と楽しく仕事をさせて頂いたのは大

変思い出深く、お世話になった皆様に心から感謝申し上

げます。

「学問の自由」や「大学の自治」が揺らぎかねない今、「自

由の学風」を掲げ、独創性・多様性を重んじる京都大学

の責務は一層重く、理事としてご一緒させて頂いた湊長

博新総長のもとで、世界に向けてさらに発展することを

願ってやみません。

2014年10月1日に就任された山極壽一総長のもと

で、同日、総務・労務・人事担当の理事に就任しました。

1980年3月に京都大学法学部を卒業した後、文部省・

文部科学省で職務を行い、直前は文部科学省生涯学習政

策局長を務めておりましたが、30数年ぶりに懐かしの

母校に戻りました。

就任早々担当した事柄に、教授会の役割を明確化する

と称して学校教育法が改正されたことに伴った、学内の

諸規程の見直しがありました。ワーキング・グループが設

置され、その座長役でしたが、論客揃いで、活発な議論

が続きました。学長の権限を教授会の議決等が拘束して

はならないというのが法改正の趣旨でしたが、文部科学

省在任中に私自身、率直に言って法改正するようなこと

なのかとの疑問を感じていました。教授会との関係で特

に問題の生じていない京都大学では諸規程の改正は不要

との意見もありました。ただ、法改正の趣旨に沿った諸

規程の改正を国から求められている以上、何らかの改正

はせざるを得ないということになり、ワーキングでの検

討の後、部局長会議、教育研究評議会等での審議を経て、

2015年４月の改正法施行までに、総長の決定権に対し

強い拘束性を有すると解される規程の見直しなど必要最

小限の改正を行うということに落ち着きました。

事務本部機能を高めるため、7部・1総長室体制を6部

体制とするなど、事務本部組織の再編を2015年4月に

実施しました。

前執行部からの継続課題として、教員への年俸制導入

がありました。ただ、導入の目的や仕組みが十分周知さ

れておらず、「厳格な評価」が強調されすぎるきらいもあ

りました。あらためて、教員人事の流動化・活性化が本

来の目的であること、現行制度の適用者との間に不合理

な格差があってはならないこと、教員が移行するには本

人の同意が必要であることなどの考え方を整理し、年俸

制教員に係る給与、評価等に関する規程の整備を行い、

2015年３月から導入しました。

2015年度は第3回の教員評価を実施する年度に当たっ

ていました。過去2回の試行を経て、自己点検・評価制

山極総長のもとで理事を務めて
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前 総務・労務・人事担当理事
総務・労務・人事・危機管理・施設担当理事

平井 明成 ひらい あきしげ

降、無事、所定の手続きを経て、湊長博新総長の誕生を

みることとなりました。

そして、この新型コロナウイルス感染症拡大の対応と

しては、総務担当理事として危機対策本部の取りまとめ

業務を行うこととなりました。新型コロナウイルス感染

症は、令和２年に入って日本にも徐々に広がり始め、大

学としては入試への対応や新年度に向けた対策が大きな

問題となりました。このため、危機対応レベルを最大に

引き上げ、総長を本部長とし、全学体制でその対応にあ

たりました。日々変化する感染状況に対し、卒業式、入

学式などの代替え措置、授業のオンライン化への対応、

困窮学生への支援、課外活動の制限、教職員のテレワー

クの実施など、状況に応じた対策を各部署の調整を図り

ながら速やかに講じて行く必要がありました。そこで、

各対策班の連絡会議を毎週定期的に実施しつつ、授業、

研究、課外活動、職員勤怠に関する活動制限のガイドラ

インを定め、適宜制限レベルの制御を開始しました。新

型コロナウイルスについては、今日も、その長期化に伴

い、オンラインから対面授業の回復を図るため、対応マ

ニュアルやe-Learning動画の配信、学内のクラスター

対策班の活用など、引き続き、安全・安心な大学運営に

努力しています。

また、創立125周年を概ね２年後に控え、記念事業

への着手や広報活動の強化、また、大学基金への協力の

お願いなど、活動が本格化してきました。新型コロナウ

イルスの終息の見込みは依然として不透明な状況ですが、

何とか2022年を輝かしい記念の年となるよう、その準

備に最大限の力を注ぎたいと思います。

最後に、山極総長の卓越したリーダーシップと各理事

の強い連帯感と協力により、非力な中でも職務を遂行で

きましたことに改めて感謝申し上げます。

山極壽一先生の総長としての任期が残り１年を切った

2019年（令和元年）11月に、前任の森田理事の職を引

き継ぎ、総務・労務・人事担当理事に就任しました。

まず、総務担当として、最も重要な職務となっていた

のは、次期、第27代の総長選考を滞りなく進めること

でした。この数年来、政府の方で進められてきた国立大

学法人の改革の方針においては、大学のガバナンスの強

化を強く意識し、総長選考会議による主体的な選考を行

うことが求められました。そのため、これまで京都大学

の総長選考で実施されてきた最終候補者の決定手続きを

見直す検討が行われました。総長選考会議では、鷲田清

一議長のもと粛々と、かつ熱心にご審議が行われ、出来

るだけ候補者の多様性を広げるため教育研究評議会から

の推薦者数を大幅に拡大すること、候補者のビジョンを

より理解するため動画による所信表明を取り入れること、

各候補者に対する学内の信任の度合い調査するための投

票による意向調査については、総長選考会議の協議によ

り候補者を絞る再意向調査の要否を判断することなど新

しい選考手続きの案がまとめられました。これら新しく

改められた手続きの案については、その都度、教育研究

評議会に提案され、丁寧に意見調整を行いながら決定さ

れ、予定通り令和２年4月７日に公示を行うことができ

ました。

しかし、この時期は、全国的に新型コロナウイルス感

染拡大の最中に入ってしまいました。このため、多くの

教職員がテレワークを余儀なくされる事態となり、教育

研究評議会からの推薦者を選出する投票を行うことが困

難になりました。これまで経験したことの無い事態に直

面し、様々な対応策が検討された結果、最も安全・確実

に実施できる方法として、感染拡大のピークが過ぎるま

で一旦手続きを延期する決定がなされました。幸いにも、

6月から７月の間、一時的に感染拡大が下火になり、以

感染症禍の中での大学運営に携わって

任期●令和元年11月1日～令和2年9月30日／
	 令和2年10月1日～令和4年9月30日
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任期●平成26年10月1日～令和2年9月30日

前 戦略調整・研究・企画・病院担当理事・副学長　プロボスト

湊 長博 みなと ながひろ

指名を受けて、構想具体化に向けて活動を開始しました。

これまで、①高等研究院の新設、第二のWPI（ASHBi）

の開設、次世代医療・iPS細胞治療研究センター（Ki-

CONNECT）設置、がん免疫総合研究センター新設、②

Kyoto iUP開始、大学院共通留学情報ポータルサイト

開設、若手研究者重点配置、On-site Laboratory事業

の展開、③産官学連携体制の抜本的再構築、子会社の設

置、人社未来系発信ユニット、④プロボストオフィスと

戦略調整会議、基金室拡充と基金活動強化、などの施策

を実行してきました。

他方でコンプライアンスも大きな問題となりました。

任期中に研究費不正案件が多発、文部科学省の特別調査

対象とされたことについては、忸怩たる思いがあります。

研究倫理・安全推進室（現・研究規範マネジメント室）

の拡充、内部監査体制の強化を進めると共に、様々な学

内対策を進めてきた中での事態で、残念というしかあり

ません。最終的には個々の教員の意識性の問題であり、

本学の名誉のためにも、一層の強力な対策を続けるしか

ないと考えます。

病院運営については、第二期工事（中病棟と先端医療

治験病棟竣工）も無事構想通り完了、大きな医療過誤も

なく着実に進んできたと思います。最終年度には新型コ

ロナ禍で苦しい運営を強いられましたが、徹底した感染

管理の中で大きな院内感染を起こすこともなく、府内の

重症患者を受け入れながら充分な責任を果たすことがで

きました。医療スタッフには極めて大きな負荷をかける

ことになりましたが、感染症との戦いはまだ終わってい

ません。引き続き頑張っていただくよう心からお願いを

いたします。

山極執行部発足時の私の理事所掌は、研究、企画およ

び附属病院担当でしたが、就任早々の大きな課題は、学

域・学系制度でした。これは、教員人事を部局教授会か

ら新学系へと移行するという大きな改革で、松本前執行

部で何年も協議されてきたものの全学合意に至らず、新

執行部へと引き継がれたものです。直ちに全学ワーキン

ググループを立ち上げ、ほぼ毎週におよぶ徹底討議を重

ね、部局とは独立して４学域40学系の教員組織を形成、

教員人事は全て学系単位で行うという全学合意を得るこ

とができました。これにより、本学の教員人事は統一ルー

ルの下に行い、経過と結果は全学に公開という原則が確

立されました。

第二の大きな課題は、国立大学法人法改正による指定

国立大学法人制度導入への対応でした。これは国立大学

が自ら独自の将来構想を示して公募する制度で、大学の

将来のアドバンテージを想定し応募することを決定、直

ちに構想策定に入りました。今回も全学の若手を含む多

くの教員からなるワーキンググループを作り徹底討議を

始めました。半年間にわたる延べ20回以上の討議で、

時に怒号が飛び交う熱い議論を経て、ようやく指定国立

大学法人構想がまとまりました。これは教育研究評議会

でスライドを用いて説明し議論に付されましたが、こん

な光景はこれまでなかったと思います。幸い本学の申請

は内閣府・文部科学省の高い評価を受け、 2017年本学

は東大、東北大とともに第一次指定国立大学の指定を受

けました。

指定国立大学法人構想は、要約すると、①先端融合研究

の推進、②学生・若手研究者の国際頭脳循環、③多様な

社会貢献、④ガバナンスと財政基盤の確立、の四本柱か

らなります。同構想に基づき山極総長からプロボストの

理事・副学長として6年、
プロボストとして3年
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元 総務・労務・人事担当理事

森田 正信 もりた まさのぶ

トを切るという意味（起点）と、枠にとらわれない臨機

応変さという意味（機転）の２つのキテンに「輝点」の文

字が充てられました。

シンボルマークは、学内外から公募し、記念事業委員

会で選考されました。

これらのいずれも、総務部（総務課、渉外課、基金室、

広報課など）の皆さんが知恵を出し、中心になって進め

てくれました。折々に、山極総長から我々の思いつかな

いようなアイディアを頂きました。

苦労したのが「京大力、新輝点。」の英訳でした。最終

的には、「Kyodai-ryoku, Shin-kiten」とし、日本語で

世界に発信することになりました。

これらの成果は、「京都大学125周年記念事業特設サイ

ト」として日々進化しながら集積され発信されています。

新型コロナウィルス感染症は、大学の様々な活動にも

影響を与える事態になっています。125周年事業への影

響も心配されますが、何とか早く終息し、2022年を迎

えられることを祈っています。

さらに、総務・労務・人事担当として携わった大学運

営上の課題としては、働き方改革関連法や人事・給与シ

ステム改革への対応、障害者雇用の拡充、総長選考関係

規定の検討、京都市条例に対応した立看板規程の制定、

教育研究活動を阻害する学外者への対処、吉田寮に係る

問題、大学の所蔵する人骨に係る案件、入試ミスや研究

費不適正使用事案への対応などがありました。いずれに

ついても、関係の方々と時間をかけ真剣に議論し、課題

に当たりました。

山極総長、湊理事・プロボスト、阿曽沼理事、稲葉理

事、川添理事、北野理事、佐藤理事はじめ、ご指導ご協

力を頂いた皆様に感謝しております。

2017（平成29）年4月から2019（令和元）年10月ま

で2年7か月の在任中は、指定国立大学法人の指定、京

大版プロボスト制の導入、京大オリジナル株式会社の設

立、Kyoto iUP事業の推進、若手重点戦略定員の配置な

ど、研究、教育、国際化、産学連携、大学運営の各般に

渡り、重要な取組が推進されました。

山極総長の「WINDOW構想」推進に向け、それぞれ

主担当の理事、副学長のもと進められたものですが、総

務担当の立場からかかわることもあり、京都大学の目指

す目標のためにできることは最大限取り組む姿勢で、関

係の方々と連携し臨みました。

また、著名な学術賞を受賞される先生方も相次ぎ、各

種の大会、活動で優れた成果を上げる学生の活躍もあり

ました。まさに京都大学の前進の期間であったと思いま

す。他大学の関係者と会ったり、各種の会議に出席した

りしても、京大のプレゼンスの高さは評価されました。

総務担当理事として重要な任務と考えたのが、2022

年の創立125周年記念事業に向け、円滑な準備にとりか

かれる基盤を作ることでした。

部局長会議構成員からなる創立125周年記念事業委

員会とその幹事会の場でご検討いただき、記念事業の骨

格となる3本柱をまず定めました。それは、「国際競争力

強化〜グローバルリーダーの育成〜」「研究力強化〜次

代の“おもろい”若手の育成〜」「社会連携推進〜京都

アカデミズムの創造発信〜」となりました。

また、125周年事業が目指すものをアピールできるよ

う、「ステートメント」を定め、「スローガン」「シンボル

マーク」を決めました。

スローガンは、「京大力、新輝点。」となりました。「京

大力」とは、京都大学にかかわるすべての人が、それぞ

れに発揮する力。そして、125周年を機に新たなスター

総務・労務・人事担当理事
（2017－2019）として

任期●平成29年4月1日～令和元年10月31日
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K Y O T O  U N I V E R S I T Y

各界からのメッセージ

山極先生が京都大学の総長に在任された６年間は、社会構
造や人々の価値観が大きく変化した激動の時代でありました
が、その間、霊長類の研究者として国際的に多大な功績を上
げてこられただけでなく、総長として、大学を社会や世界に
開く窓として位置づける「WINDOW構想」を掲げ、有能な
学生や若い研究者の能力を高め、世界で活躍できる、多くの
優れた人材を輩出されてきました。

私は、京都大学の経営協議会委員として、大学の運営状況
をお聞かせいただいてきましたが、特に印象深いのは、構想
のテーマの一つである「DIVERSE AND DYNAMIC（多様
性の受け入れと落ち着いた学問の場の提供 ）」に基づく、大
学の教育・研究環境整備に係る取組でした。令和元年9月に
京都大学百万遍国際交流会館の披露式で、山極先生とご一緒
させていただいた際にも、「研究者や学生が、よりよい社会
の実現にともに挑戦していくことができるような環境整備に

引き続き取り組んでいく」という決意を述べられ、昨今のコ
ロナ禍においても、学生が経済的理由で修学・進学を断念す
ることのないよう「緊急学生支援プラン」を策定されるなど、
積極的に学生を支援されているところであり、こうした姿勢
が顕著に表れたものであると感じております。

さらに、意欲ある学生や研究者が、困難な課題に果敢に立
ち向かい、新しい時代を切り開く人材として大きく成長でき
るよう、国内外でのフィールド学習の充実にも取組まれてき
たところであり、京都府における、地域と大学との連携にも、
深い御理解と御協力をいただき、改めて、深く感謝申し上げ
る次第です。

今後とも健康にご留意の上、ますます御活躍いただき、引
き続きお力添えをいただきますとともに、今後も京都大学が
開かれた「窓」として、世界や地域との連携を一層深めてい
ただけるようお願い申し上げます。 

2020年、コロナ禍と地球環境問題。いずれも人類として
科学的にも社会的にも答えをもっていない問題に直面する時
代。だからこそ探求心あふれる京大魂をバックに、京大総長
としてゆるぎない姿勢を示した山極さんは後世に残る総長と
なるだろう。

日本政府は、自分たちの政治方針に反対する科学者を排除
しようと、日本学術会議のメンバーの選別をした。山極さん
は学術会議前会長として、「民主主義国家でアカデミアの人
事に今回のような国家の露骨な介入を許している国はない」
と毅然と意思表示。あっぱれだ。私自身も40年も前になる
が滋賀県立の琵琶湖研究所の研究の自由を当局に交渉し、
今もその体制は担保されている。残念ながら日本国を背負う
政府が自治体以下ということだ。

コロナ禍に対して、山極さんが強調したのは、霊長類の進
化の過程から人間らしさの原点を「共感力」と表現。「新型コ
ロナウイルスは、人類が進化の過程で獲得してきた人間らし
さを揺さぶっている」という。科学や学問の自由と価値を認
めようとしない日本政府に、人類として未知のコロナ禍や地
球環境問題に対策を打てるはずがない。残念だ。

そんな時代だからこそ、京都大学の未知の世界を探求する
研究と学生育てに期待したい。6年前の2014年、山極新総
長に京大の運営に関わってほしいと運営委員をお引き受けし
た時に、ＷＩＮDOＷ構想におおいに共感をして応援させて
もらった。Wild and Wise、International and Innovative、
Natural and Noble、Diverse and Dynamic、Original and 
Optimistic、Women and Wish。

実は山極総長とは、1970年代、彼が学部生の時代から京
大アフリカ研究会などでご一緒する機会があった。伊谷純一
郎門下で、関東弁を話す仲間として気安かった。その彼が、
ゴリラと会話できる唯一の人類としてテレビ番組の主役に！
まさに野性的で、国際的で、同時に貴族的で、多様性あるダ
イナミズムを内面化。それが実現できたのは楽観的な自信ゆ
えか。最後のWomen and Wishは、子どもや家族のあり
方を追及してきた山極イズムのやさしさだろう。

来年度からは総合地球環境学研究所の所長として、まさに
山極イズムで、人類の危機に挑戦する研究集団をひっぱって
いただく。次なる探求心の発露に期待したい。

参議院議員、元滋賀県知事
元 京都大学経営協議会委員

嘉田 由紀子 かだ ゆきこ

探検大学京大の面目躍如、
山極さんの次なる探求心は地球環境問題へ

京都府知事
京都大学経営協議会委員

西脇 隆俊 にしわき たかとし

学生や研究者が
世界・地域で活躍できる「窓」京都大学
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山極総長時代の6年間、私は京都大学経営協議会委員とし
て大学経営に関わり、また京都大学鼎会理事として総長の活
動をサポートさせていただく貴重な機会を得ました。

自分で民間企業を創業し経営してきた私にとって、国立大
学経営の現場は全くと言っていいほど異なる景色でした。財
政面においても運営面においても、民間人の感覚からは、経
営の自由度に制約事項が多く、経営手腕を発揮するには難易
度がたいへん高く感じていました。その中でビジョン実現に
向けて多くの挑戦を重ねてこられた軌跡には、改めて敬意を
表します。

激務である大学総長に加えて、国立大学協会会長、そして
日本学術会議会長と前人未到の重責を重ねられるに連れて、
山極先生と東京でお目にかかる機会が増えていきました。

京都大学東京フォーラムや京都大学東京オフィスでのご講
演、鼎会メンバーとの精力的な対話の場など公務の合間にも
勢力的な情報発信に努めておられたのが印象的でした。

大学を取り巻く環境が大きく変化する時代に、最も人と情
報の集まる場所に自ら赴き、多くの学外の方々との対話を重

ねる姿は、大学から外に向かっての、そして未来に向かって
の窓を開こうとされているようでした。

ある時、東京神保町交差点近くにあるこじんまりしたカ
フェ、―そこは岩波書店の本に囲まれてゆったりとコーヒー
が飲めるお気に入りの場所の一つなのですが―、そこで、偶
然にも山極先生の姿をお見かけしました。ご立派な肩書から
すれば、少し驚きを感じるような場所で。お声かけすると、
少しはにかみながらご自身がお話しされる講演のチラシを下
さいました。いつでも、どこでもフラットに人と接してくだ
さるその姿勢は、森でのゴリラ観察を通じて培われたものな
のかも知れません。そんな山極先生が日本を代表する権威あ
る組織というジャングルで、人間という生き物をどのように
観察し、どのような考察をされたのか、いつかぜひともお伺
いしたいものです。

山極先生が開かれた窓から、新しい時代に向かって、京都
大学がさらなる存在意義を発揮されることを楽しみにしてお
ります。

ゴリラのリーダーは泰然として動じない。思慮深く、その
風格は多くの者の心を惹きつけてやまない。私は、尊敬する
山極壽一先生の高い見識、人間力、生き方、リーダーシップと
重なるものを感じています。（失礼）

改めまして、山極壽一先生、教育者、研究者として、また、
総長として、 京都・ 日本の宝である京都大学の発展のため、
また、学問・教育を通じた、幅広い社会的課題解決への御貢
献と御功績に心から敬意を表します。

私が教育長を務めていた頃から、教職員やＰＴＡへの研修
等で素晴らしいお話をお聞かせいただき、高い志と極められ
た専門性、幅広い学識、さらに、それを実に分かりやすく（お
もろく）語りかけられるお姿に、深く感銘。

人類学・霊長類学を極められた学識で、人の生き方、社会
の在り方、教育などを説かれる山極先生のお言葉には、実に
説得力があり、偉大な京大総長、国大協会長、日本学術会議
会長として、日本の大学・学術研究者の顔としての偉大な存
在感を示されると同時に、地元京都においても、京都市動物
園の学術顧問として「生き物・学び・研究センター」の創設（お
かげさまで京都市動物園には6人の博士が誕生）、京都駅東部・
崇仁地域へ移転する京都市立芸術大学との連携強化等に幅広
く御貢献いただきました。

また、京都大学と締結した「国際学術都市としての魅力向上
に関する連携協定」に基づく連携強化により、京都市では、国
際会議の開催件数が６年前と比べて2.2倍（年間391件）とな
り、留学生数は1万4千人を超え、新たに創設された京大の
観光ＭＢＡコースでは、日本・世界の観光のあるべき姿を探
究する担い手が育たれ（コロナ禍で非常に注目）、さらにコロ
ナ禍においても本市と包括協定を結び、 感染拡大防止対応い
ただくなど、山極先生の御功績は枚挙に暇がございません。

思い出深いのは、文化庁の移転を国に要望していた際、馳
浩文科大臣（当時）が京都に視察に来られ、山極先生と私等と
の協議・懇談の場において、山極先生が文化庁移転の意義を
熱く語られ、機知に富んだ勧説で、その場を極めて有意義な
ものにしていただいたことです。いよいよ文化庁京都移転が
実現します。

総長を御退任後、引き続き京都の地を拠点とし、総合地球
環境学研究所所長として、人類最大のテーマである環境問題、
2050年CO2ゼロへ真正面から御献身。心強い限りです。

ゴリラのリーダーの偉大な背中、シルバーバック、格好い
いです。その背中は、山極先生が人類と地球の未来を背負っ
て歩まれる姿に重なります。

祈。益々の御活躍と御健勝。

株式会社サキコーポレーション ファウンダー
前 京都大学経営協議会委員

秋山 咲恵 あきやま さきえ

新しい時代に向かって開かれた窓

京都市長
京都大学経営協議会委員

門川 大作 かどかわ だいさく

山極壽一先生の御功績、
人間力に敬意を込めて
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6年間の激務お疲れ様でした。引き続き元気でご活躍いただ
きたいと思います。

私が、山極壽一先生の知己を得たのは、比較的最近のことに
なる。東大での教員生活も終盤になり、少しのんびりした研究
生活に入ることになるのかなと想像していたら、思いがけずに日
本学術会議の会長に選ばれ、しばらくして、それまでほとんど縁
がなかった豊橋技術科学大学の学長になった。私にとっては予
想外の人生の展開であったが、これも何かの巡り会わせと受け
入れていた。山極先生も、私よりは確度の高いコースだったので
あろうが、京大総長、学術会議会長の職に就かれた。接点は、
2015年に当時の国立大学協会会長の里見進東北大総長から、
ともに副会長に指名されたことだった。山極先生は2年後に協
会の会長に選出されることになるが、それまでの2年間に協会の
総会、理事会、その他の打ち合わせで頻繁にお目にかかること
になった。

さらに、先生は、2017年10月から、日本学術会議の会長
に選出された。ただ、私は前任者として退いた後だったので、学
術会議における接点はあまりなかったといった方がいいのだが、

今や、歪んで伝えられる傾向がある学術会議について正しい情
報や、あるべき姿を主張するという観点で同じような立場に立た
されている。

学術会議の70年余の歴史を振り返ると、双方がどれ程それと
して意識していたのかは別として、“政府との戦い”、その結果と
しての改革の連続であったともいえる。当初持たされていた、科
学技術予算や主要な国家的研究機関設立に関する勧告、科研
費の審査や配分、科学技術関係の政策提言といった任務が客
観的に見ても過大であったことを主たる理由として、その役割を
他に渡していくことが改革の内実であった。しかし、全てを放棄
してしまっていいわけではない。物事の真理を知り、共有するこ
とで、合理的な社会を築こうとする科学者の自立的な役割は、
現代社会を構成する重要な要素であると思う。学術会議の会長
時代に訪れたイタリアの科学アカデミー・リンチェイで渡された
WiFiのパスワードは1603だった。世界最長の歴史を誇るこの
組織の設立年である。図書室に残された当時の会員名簿にはガ
リレオの名前があった。科学を確立した先人の、真理に忠実で
あれとの教えを忘れないための番号のように思えた。

山極先生と最初に言葉を交わしたのは、文科省が指定国立
大学制度の検討を始めた際、主だった研究大学の学長・執行
部からヒアリングを行う会議だった。その場で私が「国立大
学も民間からの資金を積極的に導入すべき時ではないです
か」と問うと、「京都大学はそんな品のないことはしません」
と怒鳴るように一言おっしゃった。やっぱり京都はいいなぁ
と内心とても嬉しくなった。ところが指定国立制度が始まる
と、どこの大学よりも前のめりになって、最終的には一番で
採択された。今では京都大学は大学発ベンチャーのメッカの
一つになりつつある。京都のお生まれではないのに風儀がい
かにも京都らしい。

山極先生には、議論の際にまず激昂して相手を言葉で一発
殴ってから、徐々に穏やかになって合意に達しようとする癖が
ある。私の背後にはゴリラが居ますとつねづね仰せなので、ご自
分の研究から会得した人間関係構築の奥義なのかもしれない。

3年前の10月、山極先生が日本学術会議の会長になられ、
総合科学技術・イノベーション会議に参加されるようになった。

その最初の会議をいまもある種の可笑しみを持って思い出す。
山極先生の伝統的な大学観に「先生の論にはアカデミアへの
愛が感じられない」と言った途端、「お前の正体はわかった
ぞ」と大喝された。その後1時間近く、他の議員はそっちの
けで二人の激論になった。内閣府の会議は曲がりなりにも政
府の公の場である。山極さんらしいな、と小気味よい後味が
残った。

その後、何度か食事をした。多くのご友人もご存知のよう
に、愛すべきお人柄である。笑顔に並外れて魅力があるので、
少々こじれても笑えば最後は分かり合えると思っておられる
のだろう。怒ったり笑ったりを繰り返す。このあたりは生粋
の京都人とは違う。

山極先生のアカデミアへの愛、というよりも「知られてい
ないことを知りたい」という好奇心への愛は本物である。京
都大学総長の６年間を終えて静謐の学究に戻られる山極さん
を羨望の思いで、東京の喧騒のアリーナから眺めている。

東京大学名誉教授、元 日本学術会議会長

大西 隆 おおにし たかし

山極先生、ひとまずお疲れ様でした

内閣府総合科学技術・イノベーション会議常勤議員、政策研究大学院大学客員教授

上山 隆大 うえやま たかひろ

山極先生との思い出
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山極先生に初めてご挨拶したのは、2018年の3月1日、内
閣府の会議でした。アカデミアに関する前提知識の少ない私
は、不安ばかりの初日の会議で大きな衝撃を受けました。何
が起きたかを記すことをお赦しください。

その会議で、私は山極先生と対面で着席していました。私
と同じ側に座った他の議員から大学改革の議題説明が終わっ
たとき、突然、先生の「アカデミアに対して愛が無い、金太
郎飴をつくるのか！」というご発言から、激しい意見の応酬
が始まりました。私は「大変な会議に参加することになった！」
と目が点です。後日、この会議が実質的で活発な議論をし、
他の会議体には類のない特徴があることを知るのですが、衝
撃と先生の熱い愛を知ることが、私の初日の洗礼となりまし
た。以来、毎週木曜日の会議でご一緒し、いつも最初に発言
される先生の反応の速さ、そして、「はい！」と手を真っ直ぐ
挙げる少年のような姿がとても印象的でした。

2年半に亘り、アカデミアの知への誇りに接すると共に、多
様性を尊ぶ姿勢、特に、地域への視点や文化を置き去りにす

べきでないことや、デジタル化が進む中、人にしかできない
「目を見て相手の気持ちを読む」共感力、身体に根差した仲
間と分かち合う幸せな時間を保てる社会、そして文理の境界
を越えた深い教養の大切さなど、多くのことを一緒に考えさ
せていただきました。

日本学術会議の企画での先生とのオンライン対談もとても
光栄でした。産学が互いを理解し合い、より良い社会作りに
向け連携すべきだという意志を改めて強くしたところです。
自社のパーパス（存在意義）の重要な価値観を「共感、信頼、
挑戦」と定義した私には、先生そのものがそれらを体現して
いると感じました。

最後に打ち明けます。みやこめっせでの卒業式と学位授与
式に、保護者として参列し、3センチサイズの山極先生から
の式辞「研究者としての誇りを活かし光り輝く人生を」を拝
聴しました。そんな縁もあったことをお伝えしたく、またど
こかで縁が繋がることを願っています。これからもどうぞよ
ろしくお願いいたします。

第26代京都大学総長選考が行われたのは2014年の初夏。
丁度その春に、文科省の中央教育審議会大学分科会で議論さ
れてきた「大学のガバナンス改革」の纏めが発表されたことも
あり、私は、学外監事を務める立場上、総長選考過程を強い
関心をもって見守っていました。結果として、今まで理事あ
るいは経営協議会委員という大学マネジメントの経験の無い
山極壽一候補が、意向投票及び決選投票を経て総長候補者に
決定されたのは、やや意外というのが正直な感想でした。

然しながら、総長就任後、引き続き監事として、また、京
大OB財界人による総長支援団体「鼎会」の会長として接する
機会を得てみると、その意外感は忽ち払拭されました。加え
て、総長が、私の生まれ故郷長野県上田市が生んだ知の巨人、
人工癌の研究で大正時代に我が国初のノーベル賞受賞を期待
された東京帝国大学の山極勝三郎医学博士、の縁者にあたら
れると知り、一挙に距離が縮んだ気がしました。

就任翌年には、12のKey Wordの頭文字をとった「WIN 

DOW構想」を提唱し学内に新風を吹き込まれたほか、「大学
をジャングル」に見立て、多様性の受容、共存・共生・交叉
等を通じて新たな発想が紡ぎだされる大いなる可能性を訴え
られました。これは、アフリカでゴリラと共生された経験を
持つ山極総長ならではの刺激的な発信でした。

一方、「鼎会」活動についても、「おもろい」を原点とする
体験型海外渡航支援制度「おもろチャレンジ」を創設し、グ
ローバルマインデッド人材の養成に努められる一方、「チャ
レンジコンテスト」では、京大生の尖がったユニークな挑戦
意欲を積極的に支援頂く等、学生の行動の幅と厚みが増して
きています。

変化が激しく動きの速い時代に、6年間の学内外の学務・公
務の舵取りの激務、誠にご苦労様でした。どうかご退任後も、
指定国立大学法人としての京都大学に期待される「人文・社
会科学系の学問の牽引」について、文理融合の観点から是非
とも指導役を果たして頂くようお願い致します。

内閣府総合科学技術・イノベーション会議非常勤議員、富士通株式会社理事

梶原 ゆみ子 かじわら ゆみこ

知への誇りと共感
総合科学技術・イノベーション会議でご一緒して

株式会社三井住友フィナンシャルグループ名誉顧問
京都大学総長顧問、京都大学法学部有信会会長

奥 正之 おく まさゆき

山極総長 本当にご苦労様でした
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ご存知の通り、シルバーバックとは、成長した雄のゴリラ
の背中が白い毛に覆われていることを指す。いわば、ゴリラ
のパパである。

ゴリラの生態を研究してきた山極さんたちの仕事によって、
ゴリラのパパがつねに家族を見守り、見知らぬ存在に対して

「それ以上近づくな」と威嚇したり、危険がないとわかると安
全宣言したりすることがわかるようになった。メス同士の喧
嘩を仲裁することも、無益な争いを避けるための平和提案と
して胸を叩くこともわかるようになった。さらに、子どもた
ちとよく遊ぶパパであることも。

山極氏の描くシルバーバックの姿は、まるで山極氏本人の
ようだと感じているのは私だけではないだろう。多くの人び
とがこの男の「白銀に輝く背中」を知っている。

霊長類ヒト科の中でもホモ・サピエンスのシルバーバック
には、幾つもの伝説がある。私自身は現場を見ておらず、すべ
て聞き知ったという点で、それはもはやレジェンド（伝説）だ。

例えば、伝説その一。

2014年夏、京大総長の選考過程において、彼は研究教育
に優れているから学内行政に時間を割いて欲しくないという
理由で、同氏に投票しないよう呼びかけるビラが大量に構内
に貼られたという。こんな理由でネガティブ・キャンペーン
が行われるなんてめずらしいにちがいない。管見の限り、初
耳であり、今後も、多発することではあるまい。

また、伝説その二。
2017年秋、学術会議会長の選考過程において、氏は過半

数を獲得していたにも関わらず、2度も受諾をしぶり、選考
に長時間を要したという。会員たちによる承服が正しかった
ことは、その後の彼の活動から明らかである。

こんな伝説をもつシルバーバックは、もう現れないだろう
と確信する。

最後に一言。「白銀の背中」は、それを支えた人たちがいた
からこそ輝くことができた。だから、バックアップに徹した
先生がたには、とりわけ労いの声をかけたい。お疲れさまで
した！

山極先生に最初にお会いしたのは2014年になる。京都大
学内に日立製作所がラボを設置して、未来の社会課題を解決
するための共同研究を行う計画の相談に伺った。この構想は、
阿曽沼先生をはじめ多くの関係者のご支援を受け、2016年
に「日立京大ラボ」として実現された。本ラボは文理融合型
の産学連携研究機関としてユニークな進化を続けている*1。
この縁があってか、2015年からは京都大学の経営協議会委
員として、先生の大学改革に向けたリーダーシップに触れる
機会に恵まれた。

山極先生が総長として進めた大学改革は言うまでもなく
WINDOW構想に集約される。「W（Wild＆Wise）」ではじ
まるこの改革方針は、狭い範囲でしか通用しないような人や
発想を嫌う先生の会心の作と思う。私が特に好きなのが「O

（Original & Optimistic）」である。この言葉は大学に留ま
らずイノベーションに挑む全ての者に勇気を与えるもので、
一企業人の心構えとして私自身大切にしている。

WINDOW構想のもと進められた大学と社会の対話の一環
として、2019年9月に「産業界が望む大学改革像」というテー

マで先生と対談の場を設けて頂いた。日本の経済成長に閉塞
感が広がり、大学は産業界で即戦力になる人材の育成に力を
入れよという声も強い中、先生も産業界の本音を聞きたかっ
たのかもしれない。「大量生産と大量消費を基本とする高度成
長の時代は過去のものとなった。求められているのはイノベー
ションへの果敢な挑戦を繰り返し、失敗も経験しながら知恵と
たくましさを身に着けて組織に成長をもたらす人材」と申し上
げた。イノベーション人材育成における、リベラル・アーツや
人文社会系の研究の重要性に関する議論で盛り上がった。

地政学的リスク、自然災害、ネットの功罪、パンデミック
と様々な社会課題が顕在化し、これまでの常識や常態が変わ
りつつある。WINDOW構想を再読すると、これらの変化
に揺らがない指針となっている。本構想は企業においても優
れた羅針盤となるものであり、大いに活用する考えである。
先生の構想力に敬服するとともに、今後もその知恵と野生を
日本と世界のために発揮されることを願う。

＊1 『BEYOND SMART LIFE 好奇心が駆動する社会』、日立京大ラボ、日本
経済新聞出版、2020

日本学術振興会監事、国立民族学博物館客員教授
前 京都大学経営協議会委員

小長谷 有紀 こながや ゆき

伝説のシルバーバック

株式会社日立製作所代表執行役 執行役副社長
前 京都大学経営協議会委員

小島 啓二 こじま けいじ

産業界とWINDOW構想
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山極先生と私は政府の総合科学技術・イノベーション会議
（CSTI）ではじめてご一緒することになりました。

私は自身の経験から、 企業が創出する利益（economics）、
イノベ ーション（technology）、そして社会性や公益性

（sustainability）という三つの要素を、時間軸の違いを乗り
越えて統合したベクトルこそが真の企業価値であるとの信念
を持っています。とはいえ、市場から絶えず業績を査定される
企業経営者として、やはり施策の費用対効果や定量性――い
わば科学技術・イノベーション政策の資本効率性――を厳しく
評価する立場をとらざるを得ません。これに対して山極先生
は、真理を探究せずにはいられない人間ならではの根源的な
営みとして学問を理解し、それが息づく活き活きとした場と
して大学の存在意義を熱く語られる姿がとても印象的でした。

このように、私たちの拠って立つところは原理的に異なっ
ていましたが、結果として議論は収斂することが常だったよ
うに思います。産学官、都市と地方、国籍、年齢、性別、学問
分野――あらゆるサイロやドグマを打破して、徹底的にオー

プンで、多様性と可塑性に富んだあり方のもとで大学は学知
を追求しなければならない。そして、その有形無形の成果は
なにより人々のwell-beingや共同体の持続可能性を増進す
べく、あまねく裨益されなければならない。要するに、大学で
あれ企業であれ、「世のため人のため」という心意気はまっ
たく同じであることに、大いに勇気づけられる思いがしたも
のです。

そのような雰囲気が出版界にも伝わったためでしょうか、
「文藝春秋」2020年7月号で対談の機会を持てたこともうれ
しい経験でした。編集部が「デジタル独裁 VS. 東洋的人間
主義」と題したこの対談では、映画『猿の惑星』やイスラエル
の歴史学者ユヴァル・ノア・ハラリの著作などを補助線とし
て、ウィズ・コロナ、ポスト・コロナの「人間らしさ」につ
いて闊達に語り合うことができました。いささか異色の顔合
わせではありましたが、これもひとつの脱サイロ化だったの
だと感じています。

山極先生とは総長任期がほぼ重なったこともあり、様々な
場面でご一緒させていただきました。就任初年度には週刊誌
の企画で京都大学に伺って対談する機会がありました。そこ
では、激動の時代だからこそ、人文社会の学問が重要になる
と盛り上がりました。人類学と物理学と、分野はずいぶん違
いますが、共に理学部出身で理学部長経験者として、学問に
ついて共感するところが多いと感じました。また先生は国立
市、私は狛江市と、ともに多摩地区という東京でも自然豊か
な場所で子供時代を過ごしたことも共通点です。

新聞社系のWebサイトの連載インタビューで、国立大学
法人化がテーマになり、山極先生は「国立大学法人化は失敗」
と断言されました。その次が私の番で、「法人化は必然」と
いう見出しとなり、耳目を集めました。しかし、二人の主張
は「国立大学は公共財」という考えで一致していました。切
り込む角度は違っていても、根幹は同じです。山極先生との
会話は私にとって常に楽しく安らぐ時間です。昨年５月には、

学術会議の会長企画でコロナ禍後の未来社会像についての対
談に呼んで頂きました。東京大学が注力している、グローバ
ル・コモンズの考え方に、人類学者としても賛意をいただき、
大変意を強くしました。

何より、一番印象に残っているのは、ジャングルでのフィー
ルド調査の話です。2頭の雌ゴリラが調査隊を嫌がって攻撃
し、雄が止めに入ってなんとか助かったものの、頭と足を大
怪我されたのです。現地の医療は限られており、やむなく麻
酔無しで縫合したというのです。この壮絶な話をお伺いし、
山極先生のやさしさや柔軟さと共に、ときおり見せる野性的
な芯の強さの原点を感じました。

京都大学総長、国立大学協会会長、日本学術会議会長と3
足のわらじを履くことになり、本当にご苦労も多かったこと
とお察しします。ふたたびフィールドに解き放たれた山極先
生の、さらなるご活躍をお祈りいたします。本当にお疲れ様
でした。

内閣府総合科学技術・イノベーション会議非常勤議員、
株式会社三菱ケミカルホールディングス取締役会長

小林 喜光 こばやし よしみつ

ヒューマニティの人

東京大学総長

五神 真 ごのかみ まこと

山極先生のやさしさと勇猛さに触れて
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京大総長としての6年の任期を無事に終えられたとのこと
おめでとうございます。また、この間、平成27年6月から
2カ年間は国大協の副会長として私を支え、その後の2カ年
間は会長として諸問題に対処いただき有り難うございました。

6年前にゴリラの研究者が京大総長に就任したとの記事を
拝見して、私はすぐに随分前に読んだ立花隆氏の「サル学の
現在」で、山極先生がゴリラ研究の若きエースとして紹介さ
れていたのを思い出しました。映画「猿の惑星 」の影響で、
チンパンジーは聡明で思慮深く、ゴリラは粗暴で残忍だと思
いこんでいたので、ゴリラは草食性で通常はおとなしく、う
まく接触すればあの恐ろしげなシルバーバックとも心の交流
が可能であるとする山極先生の研究成果は､ とても新鮮だっ
たからです。

京大総長として初めてお会いした山極先生は、穏やかな包
容力のある大物で、私はすぐに国大協の副会長をお願いする
ことにしました。

当時は大学の運営費交付金の毎年の減額を撤廃させる課題

をはじめとし、教員養成・人文社会系のあり方に関する議論、
国立大学の三分類とそれに則った重点支援、指定国立大学、
入試改革の議論など問題が山積しておりました。運営費交付
金の減額に関しては、国立大学振興議員連盟の設立など、我々
の運動が功を奏して､ 平成28年度は前年と同額、翌年は僅
かながらも増額に転ずることができましたが、他の課題は国
立大学の根幹に関わる事柄でもあって、国大協の中でも議論
が紛糾し､ 会長である私自身が厳しい批判にさらされるこ
とも決して珍しいことではありませんでした。先生は私が返
答に窮するときにはいつもひときわ重みのある言葉で発言し、
バラバラになりそうな会議を何度かとりまとめてくれました。
私にとっては群れの仲間を守るために戦う、シルバーバック
のような頼もしい存在であったと今でも感謝しています。

先生が総長、国大協会長、学術会議会長から解放されたと
聞いて、早速日本学術振興会の評議員会議長をお願いし、快
諾をいただきました。今後とも宜しくおつきあいください。

6年前、山極総長の下で京大経営協議会の一員となり、大
学経営に関与する機会を頂いた。 学生・ 教員として東大で
43年を過ごした小生は、京大や東大は我国の大学全体のため
に貢献する使命があり、そのために総長が働けるよう、学内
の方々の支援を望むとの意見を述べてきた。山極総長は、こ
の期待を遥かに超え、日本学術会議会長、国立大学協会会長、
総合科学技術会議議員として学界全体に貢献された上に、心
に響く独自のメッセージを社会に度々発信し、大学と社会の
繋がりを強められた。これらのご尽力と学内の方々の協力に、
深い感謝と敬意を表したい。

総合大学が真価を発揮するには、哲学・数学から先端医療・
環境政策・AIに至るまで、各領域で秀でるだけでなく、教
員や学生が自身の専門領域を越えて相互に啓発し、学術全体
を高めるために協業することが欠かせない。しかし、実際は、
各領域での学びと研究だけで手いっぱいになりがちである。
これに対し、山極総長はWINDOW構想を提起し、部局間、

大学と社会、日本と世界の間の壁に窓を開き、WildでWise
な行動を促し、知の共同体に風を行きわたらせた。古都固有
のNobleさも含め、この精神が継承され、発展することを期
待している。

他方、協議会委員として、京大博物館の貴重な収集物、清
風荘、大学病院、宇治キャンパス、新入生への英語での数学
講義などを見学する機会を頂き、京大の研究・教育の多様性
と厚みに加え、歴史的蓄積の豊かさに改めて驚かされた。京
大の誇るフィールド研究とは比較にもならないが、現場に赴
き、日々努力をしている当事者から話を伺うことの大切さを
再認識した。なお、総長任期の最終年に、COVID-19 や日
本学術会議問題など困難な課題が続出しているが、大学関係
者の知恵を総動員して、大学が社会との対話を強め、相互信
頼の関係を築くことにより、真の解決の道が開けることを祈
念している。

日本学術振興会理事長、元 国立大学協会会長

里見 進 さとみ すすむ

シルバーバックのような頼もしさ

前 豊田工業大学学長
前 京都大学経営協議会委員

榊 裕之 さかき ひろゆき

山極総長への謝辞と
京都大学の発展への期待
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山極先生が京都大学総長に就任されてから、1 年足らず後
の2015年8月26日に大阪大学総長に就任して以来、ことあ
るごとに「西尾さん」と声をかけてくださり、近しくお付き
合いをいただきましたことに、心より感謝いたしております。

京都大学総長に御就任以降、国立大学協会会長、日本学術
会議会長などの要職を歴任されましたが、何時も直面した出
来事から逃げない姿勢を貫かれてきた先生は、 常に真剣に

「がっぷり四つ」に取り組んでこられ、いつでもどこでも、山
極先生らしい存在感を放ち、輝いておられました。

一方で、それ故に背負われている負荷の大きさやストレス
は相当なものだろうと慮っておりましたが、このたび無事に
任期を全うされ、我が事のように安堵しております。

山極先生は学生時代、京都大学でスキー競技部に所属され
ていたと伺って嬉しく思いました。実は、私の郷里は岐阜県
の飛騨地方で、幼少の頃から冬は毎日スキーに明け暮れる

「スキー少年」でしたので、思いもよらない共通点が見つかっ
たからです。私はアルペンスキー専門でしたが、山極先生は

ジャンプもなされたと聞いています。
そして、そのスキー競技部の活動拠点は、「京大ヒュッテ」

が建つ志賀高原だった、と伺っております。そのため、山極
先生の興味や情熱は、スキーからだんだん志賀高原に現れる

「猿」に移っていき、そして「ゴリラ」へと転じていった、と
いうお話しを伺いました。確かに志賀高原は、温泉に入るニ
ホンザルが見られることで有名ですが、何だか話がうまく出
来過ぎていて、本当だろうかと思ったことがあります。今度
お会いした時に直接お尋ねしてみようと思っています。

先生は、ゴリラとも「がっぷり四つ」で付き合ってこられ、
その観察からゴリラのように『泰然自若』であることを座右
の銘になされていると聞き及んでいます。私は、先生は既に
その境地に達しておられるように拝察しておりますが、今後
も学術、教育、社会におけるさまざまな活動において、『泰
然自若』としたお元気なリーダーとしてお導きくださいます
よう心よりお願いいたします。

山極総長におかれましては、6年にわたる京都大学総長と
しての任期を終えられ、無事ご退任を迎えられたことに対し、
心よりお祝い申し上げます。

霊長類研究の世界的権威であられる山極先生は、 本学総
長に就任され、斬新な教育改革をいくつも推進してこられま
した。その発想はどこからきているのかと質問してみたら、
先生は「すべてゴリラから学びました」とお答えくださいまし
た。先生が進められた数々の「おもろい取り組み」は、人間
がどうあるべきかについて、長年にわたりフィールドワーク
を続けてこられた成果として、ゴリラ社会を通して堅固な理
論体系を築いてこられた山極先生だからこそできたことだと
思います。

独創的な思考は、これからの時代を生き抜くうえで必須の
能力です。他人と違うこと、変なことというのは実に創造的
なことが多く、前例や世間一般の常識にとらわれない変わっ
たことを率先して始めようとする姿勢は、それだけで価値が
あることです。独創的な取り組みが奇異の目で見られてしま

うようでは、創造性が停滞し、大きなイノベーションは起こ
せません。「変人講座」こそが、今の時代の教育に必要とされ
ているのではないかと思います。

また、大きなイノベーションを生みだすには、広い視野で、
別の視点から考えなおすことが必要でしょう。そのためには、
異分野の人と交流し、多様な考えや意見に触れることです。
私自身は、医薬品開発が専門ですが、社会に出てからすぐに
製薬業界の知識だけに物足りなさを感じ、当時の日本にはな
かった異業種交流会を立ち上げました。そこで得た知識や見
識は、今でも私の礎となっています。山極先生が進められた

「WINDOW構想」は、京都大学が特色として掲げている自
由、個性の尊重などを盛り込んだ、まさにこれからの大学が
必要とする指針であると思います。

末筆ながら、先生のご活躍、ご功績に対し、改めて敬意を
表しますとともに、今後も研究者魂を発揮していただきたい
と心から期待をしております。

大阪大学総長

西尾 章治郎 にしお しょうじろう

常に「がっぷり四つ」で
輝いておられる山極先生

シミックホールディングス株式会社代表取締役CEO
京都大学鼎会理事

中村 和男 なかむら かずお

山極先生ご退官にあたって



67各界からのメッセージ

私が山極さんと出会ったのは「鼎会」という京大卒のビジ
ネス・リーダーたちによる総長の応援団の幹事役を仰せつか
ったご縁によるものだが、それは本当にラッキーだったとし
か言いようがない。以前から「アフリカのジャングルでゴリ
ラと一緒に暮らした風変わりな霊長類研究の第一人者」とい
う認識は持っていたが、その程度。それが、さまざまな機会
を通して、大学のありかたに対して山極さんがどんな考えを
持っておられるかを知り、ご専門の研究については分からな
いままだが、京都という世界でも他に類のないワンダーラン
ドに生まれた西田幾多郎や今西錦司という巨人たちに発した
深い知の流れの中に身をおく存在だということを知るに至っ
て、共感と少しだけ嫉妬の入り混じった尊敬の念を抱くよう
になったからである。

まず、山極さんが総長就任に際して掲げたWINDOW構想
が気に入った。最初のWはWild and Wise、ＮはNatural 
and Noble。一見矛盾するような概念が平気で同居してい

るところが魅力だし、デジタル化に突き進む現代への警告で
もある。それ以上に気に入ったのが、東京育ちの山極さんも
最初戸惑ったと書いておられる「おもろい」というキーワー
ド。大学とは正解が見つかっていない、或いはそもそも正解
のない問いに挑むことを学ぶところだというのは、それが実
現できているかどうかは別として、VUCAの時代に望まれ
る人材といった脈絡で誰もがいうことだが、それが「おもろ
い」という五感に訴える言葉と結びつくと様相が変わる。新
たな発見や知を創造するためには、はやりのクリティカルシ
ンキングだけじゃダメなんだという警告のように思われた。

でも、心から感謝しているのは、私のような落第生に先程
述べた知の流れを探索する扉を開いてくださったことだ。今
頃になって、「善の研究」や「生物の世界」そして「文明の生態
史観」を紐解くことになろうとは！

山極さん、これからもワイルドでナチュラルな世界から世
の中を導いてください。

山極総長の任期終了のひと月前まで 4 年 5 か月にわたり、
京都大学の監事を務めた。監事として山極総長の大学経営を
見守ってきた感想を述べたい。

前任の松本総長時代の急激な大学改革への反発の中で誕生
した山極執行部は、京都大学構成員の理解を得ながら前執行
部が提起した改革をほぼ成し遂げ、松本総長時代の政策を実
施可能な形で継承したということができよう。山極執行部は
WINDOW構想をはじめとする政策を、さながら水が高き
より低きに流れるように実施できた。トップダウンの改革を
押し付けるかわりに、執行部と部局との対話を重視し、部局
の積極的提案には財政的支援をしたことに加え、プロボスト
をはじめする有能な理事を適切に配置した人事の妙によると
ころが大きいと思う。これにより、日本の大学に不足する英
語による授業など教養教育の改革や若手教員雇用も実現した。

他大学の学長に真似できない個人的魅力の発信により、京
都大学の存在感は大きくなった。本庶教授のノーベル賞受賞

により京都大学の評判が一層高まったのは幸運だった。特色
入試のポスターの「意欲買います」というメッセージは全国
の意欲的な学生の注目を集めた。留学プログラム「おもろチャ
レンジ」や京大生チャレンジコンテスト等により、新しいこ
とにチャレンジする学生を支援するという京都大学の姿勢を
示すことにも成功した。野生的で賢い学生を育てたが、一方
で女性教員と女子学生比率が低い水準に留まったのが少し残
念である。

国立大学協会会長や日本学術会議会長に選出され、学術界
における京都大学の存在感を高めた。国立大学全体のため文
部科学省、財務省などと厳しく対峙し、国立大学や学術予算
削減を食い止めるのに貢献した。ぎりぎりの間合いでゴリラ
と付き合った経験が役立ったのかもしれないが、心労は計り
知れない。激務のためかこの6年間で白髪が増えたように感
じる。しばしの休養を望む。

株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループ取締役執行役会長
京都大学経営協議会委員、京都大学鼎会会長

平野 信行 ひらの のぶゆき

ワイルド＆ナチュラル、
そして深い知の流れに

大阪大学名誉教授
前 京都大学監事

東島 清 ひがしじま きよし

大学経営の山極モデル
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山極前総長とお近づきになったのは、2015年5月に京都
教育懇話会が主催する京都教育創造フォーラムでご講演いた
だいた時に始まります。

ダイバーシティをテーマとしたフォーラムでしたが、霊長
類のご研究から「共感」は人類だけが持つ特性で、「他者に共
感する力」と「他者を共感させる力」が教育の基本だというお
話に感銘を受けたことを思い出します。

その前年に総長に就任されたばかりでしたが、研究室の
方々が山極さんと一緒に研究を続けたいとのおもいから、総
長になることを止められたというお話をお聞きし、さもあり
なんと感じました。また、総長として「おもろいことをやろ
う」と皆に語りかけられており、わが社の社是である「おも
しろおかしく」にも共通する考えをお持ちであることを嬉し
く感じたことも印象深く思い出されます。

その後も山極さんとお話しする機会は多く、お会いする度
に熱くお互いに語り合い、多岐に亘る意見交換をさせていた
だきました。2018年の初めに「企業の『知』とアカデミアの

『知』を共鳴させて、真の産学連携を京都で興そう」との考え
を山極さんと提唱し、その年の春に共同発起人として、京都
の主だった企業の経営者と大学の学長の会を立上げました。
この会はその後、日本では珍しい、企業と大学のトップが想
いをぶつけ合う、楽しくも意味深い、まさに「おもしろおか
しく」の場として育っています。

優しい眼差しとソフトな言葉で、厳しく本質を突いたお考
えを常に披露される山極さんのリーダーシップにより、この
会合は人材育成とイノベーション創出を目的とした真の産学
連携を目指すグループに成長しました。本格的に活動を開始
してこれからというタイミングでのご退任となりましたが、
引き続き顧問としてご参加いただけることになり、一安心し
ています。

山極さんの今後益々のご活躍を祈念し、また、これからも
変わらぬご厚誼を賜りますようお願いして私の贈る言葉とさ
せていただきます。

私は、科学者を目指し宇宙物理学を専攻しましたが、コン
ピュータに興味が移り、卒業と同時に激しく変化する業界に飛
び込みました。大企業での修行を経て、42歳でインターネッ
ト分野で起業し創業後3年で東証マザーズ第1号上場を果た
しました。すると同級生で理学部附属天文台長の柴田一成君
が、久々に電話をしてきて直径3.8mのアジア最大の天体望
遠鏡を岡山に建設する資金を提供して欲しいとのこと。話を
進めるうちに、私の会社にわざわざ当時研究科長の山極先生
が、お見えになり、ゴリラの肖像画入りの名刺を出され、理
学研究科のために是非資金支援を宜しくとのことでした。そ
の時こそ、霊長類研究者として道を究められた迫力と共に、

「科学への愛」に心を打たれた瞬間でした。時を経て2019年
『せいめい望遠鏡』開所式に参列しました。そこには、思い
がけぬ「藤原洋氏への感謝」という銘板が貼ってありました。
こちらこそ山極先生と「科学への愛」を共有させて頂いたこ
とに感謝の気持ちでいっぱいになりました。

私は、鼎会（会長か社長だけに会員資格がある京大OBの
財界同窓会）の理事会メンバーで、その会が支援する分野連
携の「学際研究着想コンテスト」で、私は、山極先生と6年間審
査委員をさせて頂きました。その研究者と経営者から成る審
査委員会の議論は、とても興味深いものでした。経営者は、早
期の結果を求めがちですが、山極先生の判断基準のキーワー
ドは、「オモロイ」でした。実は、企業経営にも通じる極めて
重要な概念だと感じました。

2020年初頭、私の会社も20周年を迎え、通信キャリア3
社の社長等経営者と共に、山極先生にご登壇頂き、オモロイ
話と「・・・いまだに藤原さんは昔の夢を諦めずに、日本の
青少年たちに夢を与えていただいている。・・・」とエール
をもらいました。WINDOW 構想は、1 文字に２つの計 12
文字の短縮ですが、12文字に共通する「オモロイ」という価
値観と共に未来を見続けたいと思います。

株式会社堀場製作所代表取締役会長兼グループCEO

堀場 厚 ほりば あつし

山極先生の京都大学総長ご退任に際して

株式会社ブロードバンドタワー代表取締役会長兼社長CEO
京都大学鼎会理事

藤原 洋 ふじわら ひろし

山極壽一前京都大学総長との思い出
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平成 26 年（2014）4 月から令和 2 年（2020）8 月まで、6 
年5か月間にわたり、京都大学の監事を務めさせていただき
ました。この間、大禍なく、無事退任する事ができましたの
は、ひとえに山極前総⾧、理事・副学⾧の先生方、および秘
書室や担当事務の皆様のご支援、ご協力があってのことと、
心より御礼申し上げます。私の任期は山極前総⾧の任期とほ
ぼ同じで、京都での忘れられない6年間となりました。

私の監査業務を通して強く感じた事を2、3述べてみます
と、1）京都大学の組織の大きさ、研究・教育施設の充実し
ていることに驚き、高く評価したこと、2）総⾧および理事・
副学⾧の先生方の高い業務力に感心したこと、しかしながら、
3）研究・教育の素晴らしさに比較して、学生に対する支援
や指導が充分ではないと感じたこと、 などが挙げられます。

京都大学での6年間の監査業務は、私にとって本当に有意義
で、大変貴重な体験となりました。

山極前総⾧は、 総⾧着任直後より WINDOW 構想を打ち
出し、京都大学の教育・研究に新しい風を吹き込むとともに、
その実行に全力で取り組み、多大の成果を上げられました。  
他方で、国立大学協会会⾧、日本学術会議会⾧および各種の
委員会委員などを兼任されて、我が国の学術の発展に貢献し
てこられましたが、この間のご苦労は並大抵では無かったも
のと推測されます。

総⾧退任後は、新たな仕事に就かれると伺っておりますが、
コロナ禍もまだ続くものと思われますので、くれぐれも体調
管理に気を付けられて、日本と世界の学術の発展に貢献され
ることを、心より祈念しております。

山極壽一総長は、総長就任時に、京大をジャングルに、そ
の構成員を猛獣に、そして自らを猛獣使いに喩えて決意を示
しました。総長としての決意を猛獣と猛獣使いの関係で語る
とはゴリラ社会を通して人間社会を見つめてきた人類学者な
らではと思ったものです。

ところがまもなく山極総長は京大の外にもっとやっかいな
猛獣たちがいることを思い知らされます。毎年大学の運営費
交付金を減額し大学ごとの実情を鑑みない一律の制度改正を
押し付けて来る文科省や財務省のライオンたちに比べれば、
キャンパスの京大ライオンたちは猫にすら見えたかもしれま
せん。さらに国大協の会長、日本学術会議の会長などを兼務
するにつけ、霞が関ライオンたちの後方には、よりやっかい
な永田町ゴリラや経団連タイガーなどが生息することも知ら
されたことでしょう。こうした環境に6年間総長としての激
務を見事に完遂されたことを心より敬服申し上げるものです。

さて、最近は、日本学術会議の会員任命問題が関心を集め
ています。山極会長の在任期間にこの問題が表面化しておれ
ば事案の展開が少しは異なったものとなったかもしれません。
それにしても気になるのは、科学者と永田町の対立という構
図に対し、それを見る一般国民の感覚というか世論にどこか
冷ややかなものが漂うような気がすることです。世間はアカ
デミアを無条件に信頼し応援するわけではないのです。いつ
の間にか科学や学問へのリスペクトが相当に劣化しているよ
うです。これは欧米諸国で感染学者の推奨を露骨に無視する
政治家を多数の民衆が支持するという風景に似ているように
見えます。現代社会は、アカデミアにとっては、まわりはみ
んな猛獣だらけという社会なのかもしれません。ならば、こ
こは、希代の猛獣使い、山極壽一博士に、さらに縦横に活躍
してもらわねばならないのだと思います。

多機能フィルター株式会社代表取締役社長
前 京都大学監事

丸本 卓哉 まるもと たくや

山極総⾧への感謝とエール

京都信用金庫顧問
前 京都大学経営協議会委員

増田 寿幸 ますだ としゆき

猛獣は何処に？
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わたしはかねがね、国立大学の学長という存在に、「リー
ダーシップ」というのはそぐわないと思ってきた。学問は、
社会の当座の利害から一定の距離をとって、むしろ人類史的
な広い視点から未来の社会のありようを考え、また過去に学
びつつ、この世界の真理と社会の指針を探し求めるものだと
考えてきた。学問というのは幾多の研究分野がその長い歴史
を背負いつつ、それぞれにそれなりの手法で探究すべきもの
であって、その意味で学長というのは、それを応援する「応
援団長」であり、それを社会にきちんと理解してもらうため
の「広報部長」であり、その自由を時々の権勢から護る「守護
人」である。研究者とそれに学ぶ若者、さらには彼らを支え
る事務職員の日々の仕事の全体を、後方からしかと見つめ、
支える、いわば「しんがり」の役を務めるものと考えてきた。

そういう視点からすれば、山極総長はそれぞれの役をほん
とうによく果たされたとおもう。彼の敬愛するゴリラとおな
じく、喜びも哀しみも怒りも、静かに、そして深く、だが明
快に表現する「明るい」人であった。

任期中には、同時に、日本学術会議会長ならびに国立大学
協会長も務められ、京都大学という、日本の学術と高等教育
を代表する機関の一つが果たすべき重大な責務も、しっかり
と担われた。このことで「学問と自由の府」としての京都大
学の存在感もこの時期、飛躍的に増したようにおもう。

ただそこにかけた時間は並大抵のものでなく、その点で、
足許の大学運営に全精力を注ぎえなかったことは、総長とし
ては忸怩たるものがあったのではないかと想像する。体がい
くつあっても足りない、そんな６年間であったろうと想像す
る。そのことをも含めて、総長就任時に口にされた「泰然自
若」をずっと（ゴリラに学びつつ？）おのれに言い聞かせてこ
られたのだとおもう。

だが、そのような志と能力をもつ氏だからこそ、これから
も社会と学問をつなぐ役を担ってほしいし、またこの６年間
封印してこられた自身の研究にもこれからは思う存分取り組
んでもらえたらと希う。学問は、いのち果てるまで綿々と続
く仕事であろうから。

山極壽一先生におかれては、2014 年 10 月から 6 年間の
長きに亘り、京都大学総長の重責を果たされ、この度ご退任
となられた。そのご功績に対して深く敬意を表するとともに、
長年のご尽力に厚く感謝申し上げたい。

京都大学出身の経営者が集まり、時の総長を物心両面から
支援する「鼎会」という組織がある。山極先生が総長にご就
任された後、この鼎会の会合でお会いしたのが、山極先生と
の出会いであった。ゴリラ研究の第一人者ということは、予
めお聞きしていたが、正直に言えば、どんなユニークな方で
あろうかと、興味津々で会合に出席した覚えがある。

その後、光栄にも鼎会の会長を仰せつかることとなり、山
極総長とも親しくお話する機会に恵まれた。こうしたお付き
合いを通じて感じたのは、山極総長が、ゴリラ研究を通じて
培われた確かな人間洞察力、そして社会に対する高い見識を
お持ちであることであった。加えて、産業界にも深い理解を
お示し頂き、お話をしていて時が経つのを忘れることも、し
ばしばであった。

山極総長が在任中に残された遺産は枚挙にいとまがないが、
その一つに「おもろチャレンジ」というプロジェクトがある。
先ほど触れた鼎会が支援をしている活動であるが、ユニーク
な発想もさることながら、この企画の根底には、若者にチャ
ンスを与え、若者の良さを伸ばしたい、という山極総長の熱
い想いが込められている。参加した学生諸君が、いずれの日
にか、山極先生の想いを体現して、大輪の花を咲かせてくれ
ることを願っている。

産業界としては、現在「Society 5.0 for SDGs」の実現を
推進しており、そのためには「産・学・官」連携による「イノ
ベーション・エコシステム」の社会実装が大きなテーマと
なっている。京都大学に関係する皆様それぞれのお立場から、
より良い社会の実現に向けて、こうした取り組みにご助力頂
ければ幸甚である。

山極先生の残されたさまざまな遺産を糧として、京都大学
が研究・教育の両面で、今後ますます発展・貢献していかれ
ることを大いに期待したい。

元 大阪大学総長、大阪大学名誉教授、京都市立芸術大学名誉教授
前 京都大学経営協議会委員

鷲田 清一 わしだ きよかず

山極さんの一身

三菱電機株式会社特別顧問
前 京都大学鼎会会長

山西 健一郎 やまにし けんいちろう

山極先生の遺産を糧に
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